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依田新事sf1i開発盤面官事業に係わる御所野丘陵部の滋

議文化財につきましては、昭和56年度から対処し、 計

酒区続内31ケ所の遺跡のうちすでに29ケ所の遺跡の調

査が終了し、本年度は昨年度からの継続調F主であるl'l

鈎B遺跡を合的、2ケ所の遺緋の発掘調査を突結いた

L*Lた。

絢琵の結袋、銀崎B遺跡:はl日石器時代、純文時代、

弥生時代の組合沼跡、黄色法問A遺跡は平安時代的遺跡

であることが判明し、 貨E監な成果をl!tることができま

した。

絢食の突絡にあたっては、娘、関係機関の指導をは

じめ、地7古関係古・等多くの方々の秘極的なご協力:をい

ただき傑〈感謝申し上げます。

本報告~が文化財保護のため、 さらには研究資料と

して広〈活mされれば幸主主に存じます。

平成5年3月

秋IIIM教育餐員会

教育長長門仲



例言

1. 本報告物は、 秋田市凶ツ小ä1/J、湾地字~Jl崎 {徳的B遺跡) 、 四ツ小康末戸松本字地蔵田(地紙

EDA逃跡〉に所在する品遺跡の発姻調?i撮告書である。

2 . 本軒t告告の執耳Eは、~~崎B逃跡の 1日:s務時代を宇佐原俊行、 石川恵美子、 縄文 ・ 弥生時代をi!!j谷

降、 地蔵伺Ai量跡を~制定}市がl!!当L. . 調査員及び猿理作泉純のI!l.カを偽て官iI.束、安闘が編集し

たものである。

3.発掘E帯主、鼓混作業の巡視で、 ト記の各氏よ勺指話、幼言をl踊った。{順不向、敬称略)

Jf.l11lJ 微(文化庁) 、 小林達織(悶是非院大学) 、 笥懐~時{駄間保哩量産文化財セゾター} 、

林誕作(北海道大学)、村本淳(八戸市教育委員会}

4 凝的B遺跡の花紛分析はパリノ ・サーヴ孟イ隊式会社に委託し、その結果を10尊重Lた。

5 告JI!跡の平田1閥、土居断岡留中のFは士'Ill、 Sはお (傑)を示した。1器実測図で断磁を黒鐙

りしたものは須愈様である。 瓜色処理 (土飯器)、転1fI~ (須恵総)についてはそれぞれスク りー

ントーγで表現した。

6 狼時日遺跡の旧石:.i時代の凡例は下記のとおりである。

. • ./5~笑測図の訴号は、遺物の取りょげ番号及びj盛物続性裂の番号に一致している。

b 石皆実測図中、 倒般艇にリツグの入っていなものは、 ガジ リ~主である。

c. m物展開:安中の1733番以降は、グリ ッドー括取り上げまたは後世の遣燐内出土のものである

が、議鹿の昔s合よ、諮母を付している。従って、I'li僚は記入していない。また、帰属するグリγ

ドも不明 (不)としている.

d.遺物鼠1生音更の、 「偶体」は<<~体No.を記入しているが、 単は単独個体である。また、 個体総~IJ

不可能なものは:1!~閣である。

e.造物騒性安中、熱を受けた泌物は rHJで示している。

f.石器器舗の略号は次のとおりである。

M8 (釧石刃)、 MCO(細む骸)、K (ナイ フ形石器〉、 T (台形様石器)、G (彫総)、

sc (削指)、ES{鐙官官)、D "錐総)、DE(鋸儲緑石綿)、RF (ヱ次加工のある制片)、

U F {(，止JtJ療のある剥片)、SP (削片}、F {郁|片)、C {砕片}、co(石舷)、PT

(線総}、PE(線〉、J{縄文時代の石骨量)

7 発掘調査による出士i古物、災担111耳、写真、その他の記録1~.f.I(lII市教育寮負会が保管する。
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調査の観

諦査に至るまでの経過

秋田市南東部地域は、昭和56年6月の秋田空港開港、東北横断自動車道秋田線秋田インターチェ

ンジ開設子宮等、空陸両面の交通の要衝に位置する所であることから、いち速く開発可能性等につ

いての各調査が実施され、県市総合計画においても

ウン=臨空港新都市として具体的に位置づけられた。

住宅団地が一体となった総合的ニュータ

昭和55年に御所野台地全体の分布調査を実施し、約30ケ所の遺物散布地を確認した。昭和56年度

は開発計画区域内の西部工業団地造成に先だち、下堤D遺跡(秋田市「下堤D遺跡発掘調査報告書J

1982年 3月、秋田市教育委員会)の発掘調査を行った。昭和57年度は今後の開発計画に対処するた

め昭和55年の分布調査に基づき、 3ヶ月間で遺跡の範囲確認調査を実施し、範囲確認調査の結果に

き関係機関と協議を重ね、引き続き年度JjIJに計画的な発掘調査を実施することとし、昭和57年

度は下堤G遺跡、野畑遺跡、湯ノ沢B遺跡、坂ノ上C遺跡、坂ノ上D遺跡(秋田市「秋田臨空港新

都市開発関係埋蔵文化財発掘調査報告書J1983年 3月、秋田市教育委員会)、昭和58年度は坂ノ上

E遺跡、湯ノ沢A遺跡、湯ノ沢C遺跡、湯ノ沢 F遺跡、湯ノ沢G遺跡、湯ノ沢H遺跡、野形遺跡

(秋田市「秋田臨空港新都市開発関係埋蔵文化財発掘調査報告書:J1984年3月、秋田市教育委員会)、

昭和59年度は下堤 E遺跡、下堤 F遺跡、坂ノ上 F遺跡、狸崎A遺跡、湯ノ沢 D遺跡、深田沢遺跡

(秋田市「秋田臨空港新都市開発関係埋蔵文化財発掘調査報告書J1985年3月、秋田市教育委員会)、

昭和60年度は地蔵田 S遺跡、台A遺跡、湯ノ沢 l遺跡、昭和58年度に調査した湯ノ沢 F遺跡の北西

部(秋田市 f秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘調査報告書J1986年 3月、秋田市教育委

、昭和61年度は地方遺跡、台B遺跡(秋田市「秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財調査

1987年 3月、秋田市教育委員会)の発掘調査を行った。

昭和62年度は、狸崎B遺跡、地蔵田A遺跡、秋大農場遺跡の調査を実施し、新都市開発計画区域

内に所存する27ケ所の遺跡の調査が一応終了する予定であった。しかし、昭和60年度に調査した地

蔵田B遺跡の保存問題が出てきたため計画の一部見臨しがあり、総合公菌、医療福祉等複合施設建

設予定地にある下堤A遺跡、下堤B遺跡、下堤C遺跡の発掘調査が必要になり、昭和61年度に一部

表土除去作業を行っていた下堤C遺跡(秋田市「秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘調査

1987年 9月、秋田市教育委員会)の発掘調査を実施することにし、下堤A遺跡、下堤B遺

跡(秋田市「秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘調査報告書J1988年 3月、秋田市教育委

については調査費の関係で 7月から調査を行った。

平成 3年度は狸崎B遺跡、秋大農場南遺跡(秋田市「秋田新都市開発整備事業関係埋蔵文化財発

1992年 3月、秋田市教育委員会)の発掘調査を行った。平成4年度は昨年度からの

継続調査である狸崎B遺跡と、地蔵田 A遺跡の発掘調査を実施し、地蔵田A遺跡については来年度

継続調査の予定である。

1 -



調査期間と体制

調査期間平成4 年 4 月 15 日 ~12月 4 日(狸11碕8 遺跡)

平成 4 年 5 月 25 日 ~9 月 22 日(地蔵田A遺跡)

地域振興整備公団

秋田市@秋田市教育委員会

調査員菅原俊行、石郷岡誠一、西谷降、安田忠市(秋田市教育委員会文化振興課)

調査補佐員小林都

鈴木博子、熊谷文子、 トキ子、伊藤茂子、佐々

、佐々木金治郎、

タキ、鈴木ウメノ、

鈴木キヨ、鹿子樺ミサ、三浦アエ子、石井いさ子、石井京子、三浦トキ子、

鈴木ノレミ子、松井悦子

三浦千枝子、鈴木博子、三浦秋子、伊藤秀子、佐々木IW~子、鈴木ルミ子

務員熊谷信子

調査の方法と経過

各遺跡ごとに任意の原点を決めて東西南北(磁北)に基準線を作り、調査区全体に大グリッド

(40 x 40m)を設定し、さらにその中に小グリッド (4x 4 m)を設定して単位グリッド、とした。

大グリッドは (1~n) 、小グリッドは東西 (X軸)に数字( 1 ~10) 、南北 (Y軸)にアルファ

ベット (A~ J)を配し、その組み合せで遺跡番号、大グリッ 1<'、小グリッドの!績に呼称すること

とした。

発掘調査は、狸崎B遺跡が 4 月 15 日 ~12月 4 日、地蔵田A遺跡が 5 月 25 日 ~9 月 22 日の日程で実

施した。狸i崎B遺跡は昨年度からの継続調査で、今年度は北側の一部と南側を調査し、!日石器時代

の遺物取り上げに際しては、北側をA区、南側をBIKとした。遺跡は旧石器時代、縄文時代、弥生

時代の複合遺跡である。 1日石器時代の出土遺物はA区約1，100点、 B区約1，700点で、石器は細石刃、

細石核、ナイフ形石器、台形石器、彫器、掻器、削器、鋸歯縁石器等が出土している。縄文@

時代は新たに竪穴住居跡2軒(合計 5軒、縄文中期末)、土j農(縄文@弥生)等が検出され、他に

時期不明の建物跡、溝跡が検出された。地蔵田A遺跡は東部のみの実施で、他は来年度継続調査の

予定である。平安時代の竪穴住居跡4軒、建物跡、土墳等が検出された。

平成 4年度来跡者(順不同、敬称略)

増淵徹(文化庁)、富樫泰時、棲田 隆、高橋忠彦(秋田県埋蔵文化財センター)、林謙作

(北海道大学)、新田浩三(千葉県文化財センター)、王 埼(中園甘嬬省博物館)

-2-



遺跡の位置と地形@地質

{立

秋田市街から国道13号線を南下し、仁井田、横山を過ぎ、坂を登ると標高約40m前後の広大な台

地が開ける。これは ]R奥羽本線開ツ小屋駅方面からもよく見える平坦な台地であり、御所野台地、

と呼ばれている。この台地が秋田新都市開発整備事業計画区域である。

各遺跡の位置については第 2図「御所野丘陵部発掘調査遺跡、範囲確認遺跡及び周辺遺跡」を参

照されたい。

地形@地質

遺跡の存在する地形は、大別して和田丘陵と末戸台台地に分けられる。和田丘陵は平坦面をあま

り持たなし可。しかし、定高性を持った標高60~150mのかなり開析を受けた老年期地形を示し、地

形は第 3系鮮新統に属する青色砂質シル卜岩(笹岡窟)と青灰色塊状泥岩(天徳寺層)、それに中

新統に属する暗灰色泥岩(船)1 1層)などからなっている。末戸台台地は標高25~50m強で、そ

面は大変平坦である。この台地は和田丘陵と接して数段の段丘を識別できる。これらは内藤の

からすると、上位から標高45~50m強の椿台段丘、標高40m強の上野合段丘 I 、標高35m強の上野

台段丘II、標高25m強の宝竜11奇段丘の 4段階に分けられる。(第 3図)

椿台段丘

岩見川右岸末戸台台地で、は45.--....，50m強の標高をもっ、いわゆる椿台面をその堆積回とする

が厚い瞭(最大径10cm前後)、砂、粘土の互層で構成されている。ただ基底高度はわからない。

岩杷は最上部に 1~2mの褐色の粘土質火山灰層があり、次に棟、砂、粘土の互層で、砂礁の部分

でしばしばクロス@ラミナ(斜交葉理)がみられ、砂土あるいはシルトは水平な細かい膚理をなす

ことが多い。層厚をみると、 i深層はうすく、砂@粘土層が厚し可。その下部は第 3系の泥岩(船J11層)

や砂質シルト(笹岡膚)となっている。内藤はこの椿台面を関東の下末吉商に対比している。

l二野台段丘 I

末戸台台地で棒台段丘の南側に標高40m強でついている段丘が上野台段丘 Iと呼ばれている。

層の 1~2mの粘土質火山灰層を除くと、段丘堆積物は最大径20~30cmの磯)習で、あり、厚さは 5

m程度で、その下部は第 3系となっている。

上野台段丘II

末戸台台地では上野台段丘 Iとの比高が 5m強で、ある。段丘堆積物の岩)曹は、上野台段丘 Iとほ

ぼ同様で、層厚は 5m前後で、ある。内藤によれば、厚いi深層の下部は椿台)習に当るとしている。 狸

崎B遺跡、地蔵田A遺跡はこの上野台段丘IIに位置する。

段丘堆積物の特徴は、上野台 I、IIi商では最大径30cm前後の亜門J擦を主体とする。ほぼ一様な際

もち、河川堆積物で、厚さも加味すると岩見川などによる河成の侵食段丘商と考えられる。

椿台、上野台 I、II面の各部をおおっている 1~2mのシルト分を含んだ粘土質火山灰層は、

- 3 
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御 所野丘陵部 遺跡一 覧表

範 観 確 2邑 調 査 発 線 調 軍主 遺 跡

車齢番号 遺跡名 所 複 地 鴫 代 謝積耐 j世 目 調査年度 調査部積'" 内 容

l 下段 E 秩岡市四ツ小農小阿地字下鍵 縄 文 5，625 畑 559 3.:W0 縄文(中期}集滞

2 下嫌 F " 
h h 14，375 " 559 2.9ω 縄文(前、'*1期〉聾滞

3 下段 G " h 1白石器、縄文(中) 5，ぼ10 山 林原野 557 1.550 l日:百鶴、縄文(腕、中期)集結

4 甑 J上 C ' 四円j、鹿小阿梅字飯ノ上 縄 文 色.OCぬ h 557 1，併用 縄文(中、晩期}

5 甑ノ 上 D H " H 14，副知 h 557 1.500 縄文{中、晩期}

6 厳ノ 上 E H H H 15，000 H 558 5，ぽ10 縄文{中期〉集帯、 9-10c厳鉄炉

7 反ノ ヒ F h h " 37.810 N 55θ 18，訓"。 縄文{中期)聾様、弥生住居跡

8 車l崎 A 。四ツ小屋小1'1地字現時 縄 文(晩 } 13.750 側、山林原野 559 1.910 縄文(摘、娩M)土娘襲、弥生住居跡

9 廊 崎 B h H 縄 文 11，250 骨、 聖f H3、4 3.300 l日:石昔話、縄文{中期)集務、弥生土繊群

10 地組 問 A 。四ツ小屋東開訟本字地蔵凶 1日石皆、縄宜、平安 30.1岨車 側、山総Jli(Jf H4 2.町川 平安曇務

11 地旗 印 B " " 縄宜{中、晩}、体生 25α田 山林 !~r 野 S舶 12，似用 18石様、観主(中期}集線、弥生集結腸木跡

12 協ノ 沢 A 。四ッ，)、厳末戸松本字減〆沢 楓 :sl: 21，555 h 558 3.0ω 縄宜(中期)、弥生住腐跡

13 百島ノ沢 B " " 織 文(前、 中 ) 5.収10 h 557 2.:W0 縄文(中期)集薦、平安住館跡

14 湯ノ 沢 C h h 縄文(中、娩)、弥生 11，お5 • 558 4，1曲 縄文{中期)集務

15 湯ノ 沢 D h " 縄 文(中) 35，側 畑 559 3.220 縄文{中期)集結

16 漏 ノ択 E h 

" 縄 文 7，日到。 h 558 1.920 縄文〈後期)

17 掛ノ 沢 F " " 縄虫;、土 舗、須恵 5.310 h 558、60 4，4∞ 弥生土婦、平安基{叫基)

18 掛ノ 沢 G H " 縄 文{後) 1.300 原 野 558 仮10 縄文{後期)

19 湯 ノ沢 H " " 縄 文 5.制。 制 S鎚 720 縄文{筒、中、挽朋)(11脂肪

20 野 畑 。上北乎御所野宇野畑 縄 文{中} 1.875 山 林 包宣I 640 縄文〈中期}集落

21 野 形 。上北手鋼所野宇野形 土師、須恵 5，90叫 山 林原野 $58 世蹄 平安住隠跡、割高跡

22 r./l 9l沢 。上北苧古野宇傑岡沢 縄 文 、平安 6，875 畑 559 3.~拘 平安建物跡、住居跡

23 台 A 。上北手古野字台 h 8.制。 』胸 sω 2，償却 住居跡(中期}集湾

24 地 Ji 砂 上北手厳剖宇提ノ沢 縄文(娩 ) 54，670 畑、原野 561 11.5∞ 縄文(中期)集落、(晩期}土割貴重E

25 海ノ 沢 I 9 閉ツ小肢末戸訟本字湯ノ沢 一剛・・ー 価 S印 5，7曲 弥生

26 政大鹿嶋Tti 9 閉ッ'j、鹿斑戸~本字地蔵四 原 野 H3 3似同 1日!i骨量、縄文(中期}集落、平安住脂跡

27 台 B 8 土~t手Z世間字守ノ沢 山称。吉野 561 1.150 縄文{中湖)

28 下 嫌 A H 問':IIJ、段小筒地字下線 官軍L 野 S62 11，併抑 縄宜{中期)集湾、平安集結

28 下 堤 B H " " 562 5，1∞ 縄宜{中期〉集稿、平安集滞

30 下段 C H h '〆 561、62 17.11崎 平安聾wi

31 下~ 0 H h H 556 17.似10 1日石峰、縄文{前~晩期〉聾港、平安住居跡

-7・8-



1000m 

3図 段丘及び遺跡の位置
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男鹿半島の寒風山が起掠と られている。この粘土質火山灰層の表面細粒物質の風化状態を

みていくと、椿台、上野台 I、日商では黒色土の下の細粒物質のうち、上部50'"'-'100cmが明褐色を

皇し、下部は灰色で、境は漸移する。また、土壌国を見ると、椿台、上野台 I、II面をおおう

はいわゆる高岡 2統に属していると考えられ、比較的大きい円礁を混入していて、

堆積させている。こ には火山ガラスを混入しており、火山灰が関係しているものと

る。

く

され

1 I秋田県岩見)11流域およびその周辺の段丘について」 内藤博夫 1965年 第4紀研究第4

第 l号

2 I地形、表層地質@土壌、秋田」 経済企回庁土地分類基本調査 1966年

「八郎潟の研究j 秋田県教育委員会 1965年

「火山活動と地形j 村山馨大明堂

「秋田県男鹿半島ーの目潟の火山拠出物について」 林 地質学雑誌第61巻第717号

1955年

-10 -
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第 2図 グリッド配置図
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遺跡の概観

御所野台地の南側、 ]R奥羽本線四ツ小屋駅から南東へ600mの地点で、ある。南と北側から沢が

入り込んで、舌状をなし、標高は約35mで、ある。

昨年度からの継続調査で、今年度は北側の一部と南側を調査した。 I日石器時代、縄文時代、弥生

時代の複合遺跡で、新たに縄文時代の竪穴住居跡、土境、弥生時代の土境、時期不明の建物跡、

跡が検出された。

隣接する遺跡は北側約100mに縄文時代前@晩期、弥生時代の「狸崎A遺跡J、南東約300mに旧

石器時代、縄文時代中期、平安時代の「秋大農場南遺跡J、東側約500mに!日石器時代、縄文時代

中期、弥生時代の「地蔵田B遺跡J等の関連遺跡が所在する。

なお、本遺跡は平成 3、4 Ltこが、 3 いて されてい

る。

18石器時代

本台地で発掘調査された旧石器時代の遺跡は、 「下堤D遺跡j、 「下堤G遺跡」、 「地蔵田B

跡」、 「秋大農場南遺跡jである。また、 「下堤A遺跡」からはナイフ形石器、石刃が各 1点ずつ、

「坂ノ上F遺跡jからは縦長斜片が 1点出土している。
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第
第
第
第
第
第
第

第Va層 賞褐色土、制iこi二賀、径 1~削lの小礁を含む、硬い
第Vb I音 声t褐色土、 V乱}音よりも砂Y氏、筏 1~ 2mlllのノj、礁を含む、 fi更い
第Vc I冒 黄褐色土、 Va'Vb層よりも砂l丘、径 1~ 2mlllの小礁含む、 E硬い
第VI 層 褐色砂質土、径 3~ 5 cmのl殺を含む
第四 a層 砂機層、小・中隊(径 1~ lOcm)含む

第四 b層 砂I改!吾、小・中隊(径 1~ lOcm)含む、VIIla庖よりは141が少なく砂
がき長い、やや置を化している

第 3図土層図

-14 -



本遺跡は浅い谷によって調査区が二分されることから、北側をA区、南側をB区とした。 遺物の

取り上げに際しては、 A区B区の 2地区に分けて取り上げ、各地区ごとに検出順に通し番号を付し、

出土年月日・出土グリッド@出土層位。レベル・器種などを記入して、これを基本台帳とした。

遺物整理に当たっては、この台帳をもとにパーソナルコンビューターを使用して、遺物平面分布 e

(設 1)

垂直分布図作成を行なった。

1 吉田 真 「遺物管理プログラムの作成J ~研究紀要』第 5

1990年 3月

層位(第 3図)

秋田県埋蔵文化財センタ

本遺跡は標高約35mで、地形区分では上野台段丘IIにあたる。遺跡はこの上野台段丘IIの中では

中位に位置する。遺物はIII層(暗黄掲色土、ローム瀬移層、炭化物混入)、 Na層(黄褐色土、ロー

ム隠、炭化物混入)、 Nb層(濃い黄補色土、ローム層、炭化物混入)からの出土である。

出土遺物

A区

垂直分布

昨年度の報告では、 III膳 .N層出土のものを全て旧石器時代の遺物としたが、今年度の継続調査

と遺物の検討によって、 III層出土のものには縄文時代の遺物が大量に混入していることが判明した

ことから、本報告ではIII層出土のものは除外した。しかも、 W展中にもへラ状石器が混入しており、

部分的にはW層にまで縄文時代の遺物が入っていると考えなければならなし」これは、 A区が、極

端に腐植土の発達が悪かったことに起因していると思われる。

平面分布(付図 1) 

旧石器時代の遺物は、調査区の全面にわたって散漫に分布しているが、 3-10E、3-10G、3

-9C.D、7-1C.D、7-3D、7-3Cグリッドに集中が認められる。しかし、これらは、

縄文時代前期及び中期の遺構と重複するため、部分的には本来のブロックが壊されている可能性も

ある。また、!日石器時代の石器(tool)の分布もばらばらで、出土している遺物の器種の大半が剥片

と砕片であることから、個体5.J!J資料の識別も困難であり、縄文時代の遺物の混入も有り得ることか

ら、ブロックとしての石器のまとまりを明確に把握することができなかった。 A区のブロックにつ

いては、垂直分布とあわせて今後さらに検討する必要がある。

出土遺物(第4図)

W層の遺物は、尖頭器の欠損品 1点、ナイフ形石器2点、掻@削器5点、二次加工のある剥片22点、

-15 -



i砂l片823点、持片302点、行機3点、機8点、縄文時代の石器3点の計1169点である。織を除く石質

は全て頁岩である。

3250、鈴48は、ナイフ形石様である。3250は、縦長剣片を紫材として基部両側嶋に二次加工を施

している。装部に素材の平J_I!打簡を広〈残慨する。先戦開iは、素材の尖鋭邸をそのまま燐Lてもる。

長さ70.か聞、続29.!1nm、厚さ i加mである。お48f宜、縦長剣"を紫材と Lて基部の左C!l織では背Irliに、

~側緑では腹耐に二次加にを施している。 素材の"I'1!!Hげ却を基部にF品位しており 、 先端部もl!mの

尖鋭認をそのまま銭している。長さ69酔剛、級2加怖、 i事さ8尉聞である。

2210、1お5は、二次加工のある斜);である。どちらも小型の剥片ゼあη、22刊は、尚側畿に、

1855は、鱒術的i南側縁および神殿両耐の先端部にこ*加 Cを施している.2210は、長さ剖!1nm、幅

9mm、原書 3師、 18551主、長さ38.伊帆綱引駒旬、ffi.さ 4mll'l'である.

2432は、掻援である。幅広の縦長l¥'IJiを素材として、全期に平砲制緩によるニ次加T。を撫すが、

紫材の末端部に円刃を形成している。長さ47m.'I'I、制加'"、 l事害12.5<閣である。

2幻Sは、石刃を表材とした削骨量である。器休の両側録下学部にこ次加工を鎌して、先端総量尖鋭

に作り出している。刃邸と相対する側に議材の平坦打I枇小さく殺す。長さ 127加入鱒34畑、

1耳さ 11畑、である。

3132は、縦長綿片を素材とした盛鴻で島る.刺片の末嬬諸に凸}'}の刃部を形成し‘右側緑は背面l

に、 3面倒縁は腹部の一部に細部加工を絡している。闘のスクリ ーソ・トーソは他とは風化の度合い

の9もなる部分である。この紫材町線維及び二次bIlJ:と、スクリ-'/・ト-y部分の軒l両ltilの形成は

全くi.1tう時期に行わ札た可能性がある。

個体障j資斜とIIJI片側輝枝術

先述 したように、 A区は、倒体制資料の滞日1Iが磁燥であり、良好な都合資料も縛ることができな

かった。 したがって、剥Jt相'I~眠肢術の彼元も闘量主であるが、製作されたお締から ~I眠r.する限り 、 平

lJl.ll耐のぷ刃伎法、もしくは縦長割l片剥離技術の存配が与えられる。しかし、これらもプロ ックと

してまとま りを従え鑓く、.l!i償分布の上でも問題があることから、石器飢成とともにすべて問時期

の所産とするかは問題のあるところである。

B区

平面分布(付随2)

3貫物0)ミF蘭分布をl!I.党上のまとまりから、 A-Nのプロ ヲクとして捉えたが、プロヅク 0)続ifI.に

あたるものは個体の識別による部分もある。B区は、調査区南部がマウγ ド状に盛り上が今ている

が、A.B、Cプ0ックは比較的平在!$に、D-Jプロ ックはマウ γ ド渇に、 K-Nプロックはマ

ウソド周縁部に分布している。

- 16-



〈コ〉
3250 

ょこ〉 2848 

ど/へ¥冶

り ~ê
てと斗 2210 

.L:::> 1855 

く二二〉 2432 

/一三 3132 

。 5 cm 

と~一一〉
2925 

第 4図 A区出土石器

- 17 



また、調査区の南部においては弥生時代の土墳が集中しており、これが!日百器時代の遺物の集中

と重なることから、オ二境周辺部においては、本来のブロックは一部破壊されていると考えなければ

ならない。マウンド周縁部のK~N ブロックについても、原位置を失っているものがあると忠われ

る。被熱石器の分布は全体に散漫であるが、 D、Eブロックにおいては、やや集中が認められる。

葉直分布(付図 2) 

A、Cブロックの遺物は、約50cmのi隔をもって困層・ NJ習にわたってほぼ水平に分布しているが、

呂、 D~J ブロックは、約50cmの幅で傾斜地に沿うように分布している。したがって、標高を見て

みると、最大約100cmの高低差をもつものもある。また、 K、Lブロックでは、上下 2層の遺物の

集中が確認されたが、同一母岩の遺物が間関に認められ接合関係にあることから、マウンド周縁の

傾斜地にあたるK、Lブロックは、二次堆積によって形成された可能性がある。

した石器群の性格上、遺物の正確な層位的帰属が問題となるが、ここでは、ロームの堆積が

良好ではなく徴地形の変化も著しいことから、層位的に石器群を分離することは困難であるが、 A、

C ブロックでは、困層~Na 層上部を中心に遺物が出土したのに対し、その他のブロックでは、 III

Nb層下部にわたって遺物の出土が認められた。

出土遺物

細石刃19点、細石核 1点、ナイフ形石器 3点、台形様石器37点(接合により 33点)、彫器 6点、

撞@削器12点、二次加工のある剥片31点、使用痕のある剥片 3点、錐器 1点、鋸歯縁石器 I点、削

片 5点、剥片1502点、砕片107点、石核38点、操器 2点、磯10点が出土している。剥片石器の石質

は、台形様石器に黒曜石がL点認められる他は、全て頁岩である。

( 1 )細五刃(第5図39~415、図版16、 17)

完形品が2点 (46、412) あるが、他は全て折断されている。 46は、長さ48mm、rlr高7mm、412は、

さ 41mm、 rlJ高 8mmで、ある。折断されているものは、 1481が37mmで、最も長いが、他は18~24mm (39、

1040、425、955、1038、1580、428、956) 、8~15mm (421、959、420、415、1201、977、418) に

2分される。幅は、前者が 4~8mm、後者が 5 ~8mmである。

背面の剥離面の剥離の方向は、打面部側から末端に向かつて並行に観察されるのがほとんどであ

るが、 39、412、1481は、打面と反対側からの剥離痕が観察される。また、 956は、末端部に稜形成

の剥離痕が認められる。 955、956、420は、熱を受けている。

( 2 )ナイフ形石器(第 5図600、599、957、図版16、17)

600は、左側縁中央部を、 599は、先端部を欠損している。両者とも、縦長剥片を素材ーとして平坦

打面を基部に残し、基部の両側縁にニ次加工(約75度)を施したものである。先端形は、素材の末

端部をそのまま残し、鈍く尖っている。 600は、長さ39mm、rlJ高14mmで、 599は、現存の長さ37mm、rllii;

16mmで、ある。

- 18 
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957は、縦長長1I片を素材とし、平坦打面を広く基部に残して、基部の両側縁に二次加工(約45度)

を鋸歯状に施したものである。基部は平坦で尖端は尖鋭であり、先端部および両側縁の j二半部に刃

こぼれが認められる。長さ81mm、rlr面43.5mmである。

( 3 )台形様石器(第 6~8 図、第 9 図149 、 770、図版16、 17 、 20 、 2 1)

916~1059十814は、横長iRlI片もしくはrl届広の縦長剥片を素材として、両側縁にニ次加工を施し、

楼状に整形したものである。 1237→1370は、横長長iJ片を素材として両側縁にニ次加工を施し、方形

に整形したものである。 して、基部の作り出しが顕著ではない。 1081、1090は、ぜ11長長1I片

を素材として A 側縁に二次加工を施し、台形に整形したものである。二次加工の施していない側縁

は、素材のJ深田を残置している。

632 、 1787は、縦長長1I片の打面音[~と末端部を折断したものを素材としている。 632は、右側縁は折

断面をそのまま残し、左側縁は折断面の下端部に二次加工を施して平行四辺形に整形している。

1787は、折断面の両側縁にノッチ状に二次加工を施して、方形に整形している。 1419十341十1431

は、末端がヒンジフラクチャーでおわる横長景1I片を素材とし、右側縁はとンジフラクチャーをその

まま残置している。左側縁には二次加工を施しているが、 1431を折断後に再度左側縁に二次加工を

施して、側縁の再生を行っている。 149は、 i幅広の縦長剥片を素材として、基部のー側縁に二次加

工を施して、楼状に整形している。左側縁は鋭い縁辺を残している。 770は、横長奈IJJ干を素材とし

て、その打面部側に二次加工を摘して左側縁とし、右側縁は素材のヒンジフラクチャーをそのまま

し、略半円形を呈する。

完形のものに限って全体を見ると、右器の長さは28~47mm、 rlr高は 16~32.5mm、厚さは 5 ~13.5mm 

である。長幅比は、1.5:1を中心に分布する。刃部形状は、斜刃と平刃とが認められ、刃部の欠

い (1636、889、209) 。また、 369のように器休中央で欠損する例も多く、図示は

していないが、 766、1159、1305、1589が、これに該当する。石質は、 831が黒躍おである以外は、

ある。

( 4 )彫器(第 9 図33~31、第10図30、図版18 、 19)

33、444、15、31は、石刃もしくは縦長長iJ片を素材とした彫器である。 30は、全体の形状や剥離

面の切り合い関係からみて、細石核の ì~U片を素材ーとしている可能性がある。

33は、素材の背聞に全周に及ぶ二次加工を施して、全体の形状を木葉形に整形した後、左側縁に

沿って器体頂部から器体下半部にかかる彫万面を数条作出している。その後、その彫刀面を打面と

して、右肩にほぼ75度の角度をもって数条の彫刀面を作り出しており、彫刀面は斜交している。下

端部においても頂部から右側縁器体下半部にかけて 2条の彫刀屈が認められる。また、左側縁の彫

刀面を切って器体裏面中央部に平坦景iJ離が残されている。長さ62mm、rlJ高30mm、厚さ 8mmで、ある。

444は、全体形状の整形及び大きさと影刀面の部位において、 33と極めて類似する o 444では、や

はり背面の全周に二次加工を施し全体形状を整形した後、頂部の彫万面作出において、左側縁から

- 20 
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右肩にかけて数条の彫刀面を作出した後、器体頂部から左側縁に約75度の角度をもっ

にかかる数条の彫万面を作出している。下端部においては、 ら器体下部にやはり 2条の彫万

面が確認される。長さ59.5mm、幅i27mm、厚さ8.5mmで、ある。

31は、素材周辺の背面に二次加工を施した後、器体頂部から左側縁にかけて彫刀闘を作出する。

彫刀面が器体下端部に抜けた後、彫万部は裏面にねじれるが、さらに数条の彫刀面が作出される。

また、左側縁の彫刀屈を切って器体裏面の中央部寄りに平坦剥離が認められる。全体の形状や、彫

万面の部位においては前二者とは異なるが、彫万面作出に先行する二次加工のあり方や彫万面を切っ

て平坦剥離のなされる点については共通するものがある。長さ58mm、i幅31mm、厚さ 11mmで、ある。

15は、器体上部に二次加工を施した後、器体頂部から右側縁に沿ってほぼ垂誌に数条の彫刀面を

作出した後、その彫万間をね面として約70度の角度をもって左側縁に彫刀面が作出される。下端部

しており、 さは50mm、幅23mm、厚さ9，5mmで、ある。

30は、 より右側縁上部に 2条の彫万面を作出し、素材末端部にも裏面に数条の彫

刀在百を{乍/=Hしている。長さ 108mm、幅23mm、厚さ 16mmである。

( 5 )掻器(第10lZl 1790、 1786 、 485、第11図、第14図497、図販18~21)

1790、1786、485は、石刃の末端部に刃部を形成した、いわゆるエンド@スクレイパーである。

これら 3点は、 i司ー母岩で 3点とも接合するが、 1790は、接合資料の観察から、石刃を約半分に折

断したものに直線的な刃部を形成していることがわかる。平坦打面をわずかに残置している。右側

縁にも二次加工が認められる。 1786は、両側縁に二次加工を施して、基部は小さく平坦打面を残し

ながらも細く作り出されている。末端部には磯面をもつが、円形に刃部が形成されている。右刃部

及び側縁は、調査時の欠損である。 485は、打面部を欠損し全体の四分の三が現存する。両側縁に

微細な二次加工を施し、末端部に円形の刃部を形成している。 1790は、長さ45.5mm、'1'面24.5mm、

さ5側、 1786は、長さ94.5mm、幅i43mm、)享さ 18mm、485は、長さ60.5mm、!福33.5mm、厚さ 10.5mmで、

ある。

903、38は、縦長剥片を素材としてその端部に刃部を形成したものである。 903は、

一次加工を施して直線的な刃部を形成している。基部の作り出しは見られない。長さ53mm、'1'長37.5

問、厚さ16mmである。 38は、素材の打面側を基部として、両側縁に二次加工を施して基部を細く作

り出している。末端部の刃部の扶りは、素材の主要剥離街に先行してなされたものであり、刃部の

形成はこの扶りの両端にわずかに行なわれているだけである。長さ67mm、'1'高39mm、厚さ15mmで、ある。

988、191は、横長剥片を素材とした損器である。平塩打面をそのまま広く残置して、これと相対ー

する末端部に直線的な刃部を形成している。刃部の加工は鋸歯状に近い。 988は、長さ35mm、'IJ高53

mm、)字さ15mm、191は、長さ42mm、'IJ高58.5mm、厚さ16mmである。

497は、厚手の縦長剥片を素材としており、打田部を して腹而に平坦剥離を加えた後、腹面

から背面に向けて二次加工を施して、鋸歯状の刃部を形成している。長さ60.5mm、'1届45mm、厚さ24

mmで、ある。

- 25 
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( 6 )削器(第10区142、第四図408、28、1789、図版18、19)

42は、石刃を素材として、打面部より両側縁にかけて二次加工を施して尖頭部を作り出している。

はわずかに平坦剥離も認められる。捺体の中央部で腹面側からの力を受けて欠損し

ている。現存の長さ75mm、111面31.5mm、厚さ 9mmで、ある。

408、1789は、石刃の両側縁に二次加工を施しているが、 408は、微細な剥離で、 1789は、

長IJ離である。 28は、石刃の左側縁に微細な二次加工を施している。 3点とも、石刃の平坦打屈をそ

のまま残しているの末端部形状は、 408、28ともによく似ているが、 408は、折ー断で、 28は、素材の

主要景IJ離面に先行してなされた剥離である。 1789の末端は幅広でフェザーエンドである。 408は、

長さ71mm、111高36mm、厚さ15mmで、 28は、長さ81mm、111高35.5mm、厚さ 15mm、1789は、長さ80mm、幅31

mm、さ8mmで、ある。

( 7 )鋸散縁石器(第13図1346、毘i版18、19)

1346は、縦長長IJJ干の両側縁中央部に鋸歯状に二次加工を施したものである。右側縁では、 JI襲面に

もわずかに二次加工痕が認められる。打面は、平坦打簡をそのまま残置する。末端はフェザーエン

ドである。長さ71mm、111両24mm、厚さ10.5mmである。

( 8 )錐器(第13図807、図版18、19)

807は、横長長IJ片の打田部を折断後、素材末端部のヒンジフラクチャーにかけて背面と腹面の両

側からノッチ状に二次加工を施して錐部を形成している。下部にもノッチ状に二次加工を施してい

るが、上部の錐部ほどその作り出しは明瞭で、はない。長さ51.5mm、111高20.5mm、厚さ8mmである。

( 9 )彫器削片および欠損品(第131翠22、27、26、図版20、21)

22は、左側縁では背面に二次加工が施されており、右側縁では)直面とは逆方向のポジの剥離聞が

残されているが、この剥出lt直iが最終長IJ離面であり、その打面部は欠損している。彫器の削片と

られ、本遺跡で出土している彫器の例にあるように、左側縁の加工は削片長IJ離に先行する一

と思われる。しかし、この削片は本遺跡出土の彫器の彫刀面よりはるか 同一町岩の彫器

も存在しない。現存の長さ57.5mm、111高20.5mm、厚さ10mmで、ある。

27は、断面形が平行四辺形の彫器の削片である。下半部を欠損している。現存の長さ20mm、111高

5.5mm、厚さ3mmである。

26は、彫器上部の欠損品で、ある。頂部より両側縁にかけて背阪に二次加工を施し、左側縁に 1条

の彫刀面を作出している。左側縁には彫刀面作出後にさらに二次加工痕が観察される。現存の長さ

12mm、i幅22mm、厚さ 5mmで、ある。本遺跡出土の他の彫器のi頁部と大きさはほぼ類似する。

(10) 二次加工のある剥片(第12図1011 、 499、第14図637、図版18~21)

1011は、寸詰まりの縦長長IJ片の右側縁背部肩部に微細な二次加工を施し、左側縁JI隻面中央部には

ノッチ状に二次加工を施している。長さ44mm、111高38mm、厚さ14mmで、ある。

499は、幅広の縦長斜)干の右側縁椋面に二次加工を摘したものである。長さ67.5mm、111高55mm、

- 29-
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さ1卸刊である.1f両i中央剖!!r:寄り且びR富山内側緑に-7-リッシzが綴綴される。

6371~、側広の縦長!i'J片の足掛1*:U望商にややギJJ:Uこ二次加工を摘したものである。 Jkさ 6 1 .5.m、

似53伽凧 淳書 18.;;'刊である。

(1l){1型開/j~のある剥片(第141渇387、凶阪20、 21)

お71主、I"1UlIと相対する心側縁辺の仔耐にポリシaが観望草されるもので、この部分ではf'fllej、腹

尚ともに微紛な剥線終が認められる。長さ35m畑、幅62mm、J"/.さ14.5mmである。

(12)後付!/lIJJl(第 13凶~~1 、 13、 1 788、 図版初、 21 )

4411t、即I簡が台Jf1で、!r:側縁に1'11(11の僚から加工艇を残しているが、これは主要剃雌i師に切ら

れている。長さ54.50.，制12<叩、 1'1:さ7骨nmである.

1788は、即iïAï三f~J静で狩凶I中央の険からの斜雄艇を1正担1縁とお側綾上総に妓 Lている。いずれも

主要剥繕画iに切られている。剥片の湾曲も少なし俊線の作り似しも拠いことから栂1.;1車内 ω 品:例

月の百H~性は溺いと忠われる。 長さ64・7剛、 t悩 14 お湖、 I'/. さ 1伽聞である。

13は、下部に後形成4庇を践し、背l面には十数条の釧総曲iをもっている。IriJ・尚討には細石刃もあ

ることから、結イτ刃との分臨Iも 可能であろ勺が、後形成4闘が銭っていることと、 斜離lfr;が~<断lflÍ

形も阿凸が著し、、ζ とから‘作身障i耐剥般の劉片としてここでは舟般した" 長さ5~同m、 脳加"、 l事さ

7.5:nmである。

(13)餓;お{第15閃}

1792は、偏平な常大の艇の端部とSll縁iζ鈴l押鋪般を絡して、チaァピング ・争今-1.状の刃古都を

形成LてLる。長さl収州問、制94mm、l事:.:45:nmである。

1793は 、 ~大の般の」昔前iに縦締};向の捺艇の見られるものである。 長さ 169-n.、 縞n棚、 旬。さ 47

m.である。

(1，1)納<;餓プランク(罰則6肉964、凶版20、21) 

納6~に l蝿わるfi核はこの I 点だ吋である。 964は 、 全体には舟~形を14 しているが、 ); l~iを."

且!.hll_[で栂い、その~1耐は縦長相l片の!i'J離艇をとどめている. 叩駁耐は長桶h方向からの.1.'1般によ っ

て平rhiに形成されているが、1!II.fi刃のl'1躍11主行われていない。

(15)右犠 loil161珂82、;i117-oil20閥、図版20-22、初、州、<19)

.f:i駿は大時6鎖に分鎖することができる。

I虹t: t惇 1 6関82は、 門機町一虫躍を鈴向剥般によって11欠~ 、 償提剥片を剥離したものである。銭

伎の形状はチョッピソグ ・トウール状である。

2暫1: ~再 17悶17561主、 '/v簡に線1mを荷サる鱗状線)1-のft~而を作盤崩と して . 倹長!/lIJ片を連続して

制緩したものである。銭般は亀甲状を呈する。

3鯨 e 昔n7闘17591主、分割した拳JにのE曜を期いて、憐j是g，'1片及び、1蒜まりの縦.A!MJ¥を剥離した

ものである。釧紙を1iう昨策面は1:i敏正面、両側師、上曲目的41耐であり、 Fl面l立び烈唾iは蝶匝Iを残

- 32ー
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践している。単投打倒であるが、I'J稲部からも目的側目ーを剥離している。打I面総燃は行われていな

い。 残桜I~ 、 {届平なサ イ コロ状である。

4 111 : ::t!181'剛 732は、畢大の門砲を刈いて、担l離を行う作業耐を 6前に設慨して、打簡と作』書簡

を交瓦巴入れ瞥えながら、れt古まりの縦長It'II1を斜離するものである。残伎は、サイコロ状を主主す

る.

5星回 :trn9陶1733、17制、 361主、向I(U加工の尖航路状に全体を銭形した後、3分割し、分川I町を

亨1耐としてそれぞれの間体において縦長釧/:の剥離を行っている。打蘭は単訟で打部制整はなされ

ていない。 剣/，剥艇は 、 央軍nt'.iめ械線からはじめられ、 (j~tßに後i且しながら側徐においてi血められ

るa したがって、行伎の桜形段際で釧H・!/:II嵩i作葉町lの偏は限定されることになる。1733、17341主、

尖矧2告の一方の除線を伐すが、 361主、門紙}悼を1.4するまで剥片剥艇が進行している。

6虹t: ~1201蜘01主、:ri刃Ti般である。 u曲i純殺を織さない単設m面で 、 平7刃を剥離している. 下

線郊では逆H向からの~I離がなされているが、これば伝肢の下端部調盤と忠われる. 縦続的に鎚験

は、 40と ~Iに分割されている。

{固体~Il資料および縫合資料とその分布

例(4)))111'1<<，晶び桜合資料のllil止と倒体加器傾組岐、プロ γ ク日l自書体制1成は、それぞれ第 1表、自信

2J官、11)'3炎に示している。

1~'1 'の察側は該当するものがないものである。また、 第 1 .茨中の石舷鰍肢は、 JIIJ'羽で説明したお

織の飯裂に対応している。t喜代行料についてi訓示できたものは、倒体出t.!:側f制帽32だけであるが、

他の.J，'~なものについては写J{M阪で~Lている。

以ドに、 剣)t制緩工r.~を;1'寸が.歓'î去は写ぽ銅版中のi量物のiII'号及びi置物掃除炎の苗骨にー致 し

ている。→は、剣般の順需を、+は、分別されたものの後合を示Lている。

QIH*No.1 

尖泌総状に悠/1'手Lた6肢をさらに3分神lし、分湖簡を打薗iとして調理氏側Hを剥離している。17刻、

17331主、グりッド-)面取り上げであるがCプ伺ヴク内にあり、接合関係はCプロヅク内で光結オる。

縫合外では、 11ブロックにt点品る他1土、全てCプロックに存伝する。

443-<l6+ 17-・1734+1733
側体No.2

門穂町 一品';iを鈴向剥離によゥてrr欠いて、縦長'<'1片および航長如l片を剥i縦している。

接合関係除、ブロックの不明なものを除<22点中、Gプロックに18点、 Eプロ ックに 2点、

F、トIプロ ッグにそれぞれ 1点分布している.)産台外のものもGプロ ァクに多〈、 Cプロ yクで』ー

に製作されたことがわかる。
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第 t褒偶体別資科属性衰

盟主住区霞耳 射の楠岡 割仲される石器
罰長

腕長. 世提

石-権E民F、

l聞 問間時民

曲長

d 

36 損長 T. SC. RI'. UF 

4 : F. U F' 
2 
4 世長 '1'， RI" 
2 6 

4 横長
4 踊雌 IK RF 

3 百珂

眠及、慣Jl: G可 sc
2 韓民

J) MB  
6闇 4 4 

4 ゴト』 M B  
3 式} お!B

1055-・847-.829，rー]062-..-673-'在15-・1刷3-，

l川4 ト~ Iい命46ω8唱7符6'1η7:可36

7η21ド_J'--83潟8句.....J L-5剖43ト}吋.1η73潟8-'吐13沼8-'

--833-+ J 739--812→332-1451→724--714-'1735 

側体陶3

事真回腕恥

24，25 

j， 28， 29 

40 

41 
4 

44、45

49 

4監(';関係I主、 D、Gプ0 ッタのr.1)で認められる。盛合外のものは、B、H、 I、Nプロックに分

布しており、純資区の西部に偏る分布を示している。

惚向《陶<[

Jll'合関係は、Hブロッ クに6点、 Fプロ ックで2点、 1プ0 ，/クで l点認めら札、段終的にイヨ骸

r:::Eプ0 ックに存在する。峻合外のものも、 Hプロックに多〈分布する。
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第 2表 {囲体労IJ器種組成表

個体No.MB  MCO K T G ES SC RF  UF  D DE SP co F C PE PT 合計
1 3 9 12 
2 1 39 40 
3 2 1 1 32 36 
4 1 22 1 24 
5 4 22 26 
6 1 36 37 
7 46 46 
8 2 3 41 1 47 
9 8 2 2 41 139 1 156 
10 3 1 1 1 30 36 
11 2 70 721 
12 1 1 19 21 
13 1 18 
14 1 1 4 
15 9 8 1 1 3 77 99 
16 2 1 28 311 
17 2 25 27 
18 1 13 14 
19 1 6 7 
20 1 l 1 1 16 20 
21 8 8 
22 8 8 
23 1 1 1 1 2 6 
24 2 12 14 
25 1 1 2 
26 2 2 
27 1 1 2 
28 3 3 
29 1 2 1 2 6 
30 3 6 

991 1 31 6 3 
32 1 3 4 
33 4 41 
34 3 3 
単 1 LつJ 6 5 3 1 2 1 
J不 6 2 12 1 11 763 104 10 899 

合計 19 1 3 37 6 3 9 31 3 1 1 5 38 1502 107 10 211778 

{国体No.5

円礁の端部を打面として、背面に燥面をもっ盤状剥片を剥離する。盤状剥片からは、さらに横長

長IJ片を剥離する。石核中心部には縦長剥片の剥離痕が残るが、中心部は欠失している。

接合関係は、グリッド一括取りとげのものを除く 10点中、 Lブロックに 5点のほか、 C、F、日、

I ブロソクにおいても 1~2 点が認められる。 L ブロックでは、上下 2 層に垂直分布が分離される

が、本個体の接合関係によると、接合の順序に従って上下層に交互に分布する。

284->-1747->-1540一一>-491→739->-571~)o774→21斗498->-1393→1748 沼03
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第3表ブロvウJlIJj国体結成表

個体地 A B c D E F G 日 t J K L M N 持 不 A 亭l
2 9 l z 12 
2 2 却 2 5 40 
3 i 8 1I 4 2 8 :加6
4 t 3 11 2 1 制

5 l 1 2 2 i 15 3 部

6 3 15 6 3 4 t 1 l 3i 
7 3 2 3 4 z 28 3 3 ~6 

8 19 l s 9 ? 4 41 

9 20 2 3 部 13 51 17 4 2 3 3 12 156 
10 1 2 6 s 2 14 1 i z ;初6

11 11 7 34 10 1 2 l 72 

12 2 1 1 15 E 21 
13 3 2 l 9 1 、 2 19 
14 t 5 6 

15 11 9 15 11 18 11 4 4 4 4 99 
16 2 E 2 6 I~ 2 2 31 
17 2 1 18 2 4 21 
18 3 6 3 4 11 
19 1 3 2 7 

:?o 1 3 6 s a 1 t 20 

21 3 2 2 i 1 8 
22 】 4 8 
23 l 2 2 l 6 
24 4 3 2 2 2 " 話 t 2 
2<; 1 l 2 
会7 2 2 
指 1 z 3 
坤 2 3 2 6 
調 3 3 2 t 1 9 
31 8 l 9 
担 4 4 
担 4 4 
34 2 3 
司色 t 10 2 i 3 4 2 23 
イミ 1 49 35 63 帥 58 145 161 19 26 103 ~3 拍 19 曲 7 伸9
合~I 81 )14 84 146 186 141 315 3ロ13 42 31 ](加8 63 開 25 国 15 1718 

。司休地6

1'1般のー織を鈴向部j離によ勺て打欠いて、事院長剣H~、横長皐IJWを IØJ~草する。

縫合関係は、終合の凶作に従って、 B、Dプロック交互に分布するが、Gプロゾタにも 1点陵介

関係が認められる。 石被は、 Dプロックに残されている砂接合外のものも 、 D プロックに~，、。

798...， 
164ート 1131司副抱一'108-82

1687 .... 

- 42-



{同体No.7 

円礁の疎開除去の資料であるの芯部を欠失している。

接合関係は、グリッド一括のものを除く 18点中、日ブロックに11点、 B、立、 F、 Iブロックに

それぞれ 1~2 点認められる。接合外のものも、日ブロックを仁iコ心に分布しており、本個体の製作

は、主に日ブ口ックで、行われたと られる。

914→1169→16011 r 165→559----， 

|→1284→535十927→669→173…少1750-~ い979→67→522→619-)>

206 _J  L 1688→1173J 

一)>539

{国体No.8

IJj礁を 4分割し、それぞれの個体で、剥片剥離作業が行われる。瞭面除去の段階の剥片は、

形となるが、背面に礁面を有する盤状剥片からは、横長剥片が奈Ij離される。

接合関係は、 8a~8d の 4 間体中、 8 aではF、日ブロックで、 8cではGブロック内で、 8

bと8dは、 Dブロックを中心に、 E、F、日ブロック間で認められる。ほとんどの剥片は磯田が

る不定形なものであり、剥片の製作後の移動は考えにくいことから、分割後各個体はブロックを

して、長IJ片剥離作業が進められたものと忠われる。

1752-， 

a. 1-+ 1658→674-)>195→185 

569_i 

寸一

1078-->-1245 -1-1077 )>1195寸

b. 1-+1~7→1753→883→884→1527 吐026-)>886-)>887 →633

969十189一>-756___j 

+ 

c.1754→708-)-1500--)>376->-864→357 

十

d.1514→1148-)>1023-)>1557-)>797→1705~ 

{自体No.9a 

|一>-1620

844 ___j 

調整の無し 縦長剥片及び横長剥片を長i陥if:している。台形様石器が 2点接合している

が、石核は接合しない。

接合関係は、台形様石器も含めてGブロックを中心とするが、日ブロックにも 1 られる。
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，849~ 

711->-1722 >-366…ヰ|シ687ー+337 シ1758~…>-1053… -:>-515

L_1757___J 

{自体No.9b 

分割礁の際面を背にして、 90度ずつ打面を移動させながら、縦長長']片及び横長長']Jtを剥離する。

削器が 1 している。

接合関係は、削器が日ブロック されていた他は、 G、 Iブ口ックで認められる。

..851→778"1 

191→I 1-:>-652→650--:>-1759 

L_… 1406一一」

{同体No.9c 

背面に際面をもっ盤状長']片の周回をめぐるようにして、横長長']片を剥離する。 1点

接合している。

接合関係は、台形様石器を含めEブロックを中心とするが、 B、日ブロックでも認められる 0

1342-:>-1579→1479 

1-:>-1237十1370-+1756

974→61___J 

個体No.9d 

分割J擦をさらに 2分割して、剥片を剥離している。 ーつは、盤状長']片から して横長長']片を剥

離するものであり、もう一つは、平坦な分割i酉を

剥片を剥離するものである。

として、際面を背に後退しながら、

接合関係は、前者がB、Eブロックに、後者はEブロックに認められる O 両者とも石核はEブロッ

クに残されている。

996一:>-994市7-:>-644一一寸

{間体No.10

十→ 1345~60-:>-1651-:>-1655

70→805_! 

J喋面を除去する段階で、良好な剥片を石器の素材ーとしている。 j蚤器が 1

しない。

している。石核は

接合関係は、 B、E、F、日ブロックで認められる。掻器は、日ブ口ソクに残されていた。

外のものも、日ブロックに多い。
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.-1767ー '>-903

1766→1357…今1383… 令972…T1176十 939ーヰ

548 

個体No.l1

良好な接合資料は得られていないが、接合関係はB、Eブロックにおいて認められる。装合外の

ものも Eブロックに多く、 Eブロックが製作の主体で、あったと忠われる。

{国手|三No.l2

円礁を分割jし、背面にJ喋面をもっ盤状剥)tを得て、盤状長IJ片からi幅広寸詰まりの縦長斜片を剥離

する。円礁の中心部は、欠失している。

接合関係は、 E、F、日、 Iブロソクで認められる。接台外のものは、日ブロックに多い。

1532-T204イ-622十85+120--1-55-"'663ー '>-187

個体No.l3

円J擦の磯部除去の接合資1"1.で、ある。燥の中心部は欠失している。背面に、 J諜面をもっ厚子の長1]片

から、さらに小剥片を剥離している。

接合関係は、出土地点の不明なものを除く 10点中、 8点がGブロックで、 2点がDブロックで認

められる。石核も Gブロックに存在する。

1768→346→353→862， 

{自体No.l4

907-"'95ート"'609-)-1769-)-338

348斗03.....J

良好な接合資料は得られていないが、接合関係はB、五ブロックに認められる。

{自体No.l5a

した石核の一端から、錯I'EIJ景1]離によって幅広の縦長長1]片を剥離する。

接合関係は、 B、Eブロックに 7点ずつ、 Dブロックに 4

核は、 Dブロックに存在する。

Gブロックに 1点認められる。石

r 1029-十 806十645十-984， ，1158-1 

1771 ヰ i→69-"'1011-:>1260市0--:>544→1701-~ 1~>991..)-1480-:>65 → 

」 … ー …-52十1206一一一_J L 1212 __J 

693ー '>-90

個体NO.15b 

盤状剥片の腹面を打聞として、背面側から剥片を剥離する。

接台関係は、 Fブロックに 3 B、Lブ口、ソクでそれぞれ l点ずつ認められる。

1586→1550-:>966-:>553-:>427 
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個体No.16

接合関係は、 B、F、日ブロックで認められるが、若核及び接合外のものを含め、日ブ口ックに

多く分布する。

個体No.17

ほとんどがGブロックに集中しているが、 Fブロックとの接合関係が 1点認められる。

個イ本No.19

接合関係は、 G、日、 Iブロック間で認められる。石核は、 Iブロックに存在する。

個体No.20

良好な接合資料は無いが、 B、E、F、日、 I、J、Lブロックの広範囲に分布する。石核は、

Hブ口ックに存在する。

個体No.25

接合関係は無いが、 A、Cブロックに分布する。

偲体No.29

削器と剥片がA、Cブロック問で接合する。また、 削器が、それぞれA、Cブロック

に存在する。 Dブロックにも 1点分布が確認される。

偲体No.32

石刃石核に、稜形成痕の残る石刃が 1

る。接合関係は、 Cブロックで完結する。

している。石核は、最終的には 2つ

103+43→40十41

第 4表 ブロック別器種組成表

ブロッケ 五!IBMCO K T G ES SC RF  UF  D DE SP co F C 

A l 1 6 

B 109 4 

C 18 1 1 6 3 2 3 2 40 6 

D 2 4 51 127 7 

E 1 5 1 3 1 1 71 159 7 

F 3 21 133 3 

G 9 6 51 259 33 

H 13 2 1 51 277 24 

I 1 1 1 3 35 1 

J 1 27 3 

K 1 94 13 

L l 1 4 1 3 51 1 

M 1 1 26 1 

N 1 24 

タト 2 3 3 1 1 1 71 4 

司二 2 2 1 6 64 

合計 19 1 3 37 6 3 91 31 3 1 1 5 38 1502 107 
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PE PT 合計

8 

1 114 

2 84 

11 146 

1 186 

141 

2 11 315 

1 323 

421 

31 

108 

1 63 

29 

25 

2 88 

75 

10 211778 



ブロックの性格とブロック間の関係

各ブロックを比較してみると、石器群の様相上で大きな違いがあり、組!石刃を中心とするブロッ

クと台形様石器を中心とするブロックの 2グループに分けることができる(第4 。

細石器を中心とするブロックはCブロックであり、ほとんどの細石刃と細石核のブランク、彫器、

掻器、削器を備えており、帝国石器石器群としてまとまった組成を示している。 Aブロックの石器群

は細石器を組成してはいないが、同一母岩、同一型式の削器を保有することから、細石刃石器群の

一部と考えられる。

一方、台形様石器を中心とするブロックは、 D、丘、 G、日、 I、J、Mブロックであり、これ

らにも、損器、削器が共伴するが、掻@自IJ器の型式は、前者とは全く異なっている。

また、製品の保有置にも大きな差があり、 Aブロックは全体量が少ないが、 25%の製品を保有し、

Cブロックでは、 37%という高率を占めている。また、石核の保有数も、 Aブロックでは皆無であ

り、 Cブロックでも、個体No.1と伺体No.32の石核を保有するが、個体総数が少なく、製品は単独個

体が多い。したがって、 A、Cブロックは、石器の製作の場というよりは、むしろ他で製作し搬入

した石器の使用@廃棄を中心とした場であったと考えられる。反対に、台形様王手器を中心とするブ

ロックでは、製品の保有量が O%~l1%であり、前者とは対照的な数字を示している。石核の保有

数、剥片、砕片の数量も多いことから、石器の製作も含めた活動の場と言えよう。

石器製作に関わる個体および剥片剥離技術のうえでも、両者の違いが認められる。細石刃石器群

と台形様お器石器群では、製品において個体の共有は認められず、石核形状においても、前者は、

京fD石核及び尖頭器状の石核と石刃石核であるのに対し、後者はチョッピング・トウーノレ状、亀甲状、

サイコロ状の石核と石核形状、すなわち剥片剥離技術の違いが顕著である。

では、これらのブロック間の関係についてはどうであろうか。接合関係の頻度で見てみると、 A、

Cブロックと日、 D、E、F、G、H、 Iブロックの 2グループに大別する事ができ、これは石器

群の様相および剥片剥離技術、ブロックの性格の違いによるグループと一致している。個体No.5は、

Cブロックと F、目、 Iブロックとの間で、接合関係の認められる唯一の例であるが、飽の個体につ

いては、 2ク、、ループ間の接合関係は全く確認することができなかった。

また、接合関係をもたない個体の共有関係からみると(第3表)、全てのブロックは相互補完的

に個体の共有が認められるのであるが、 2グ、ノレープ間で共有される個体は 6個体で、各個体に付き

1~2 点の共有が認められる。しかし、主となる個体の分布は、やはり 2 グループ。に分かれており、

A、Cブロックでは、単独個体を含む18個体が、その他のブロックでは29個体がそれぞれのグルー

プにおいて製作または使用されている。したがって、 2ク、、ループにおける個体の共有は全体から

みた場合にごく少数であり、層{立的、地形的に不安定なために生じた遺物の移動として考えられる。

以上、石器群の様相、ブロァクの性格、長iJ片剥離技術、個体の共有関係から考慮するならば、 2

ク、、ループ問には、時間的な間際、があったものとしてここでは考えておきたい。
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5表 A区出土遺物属性表(1 ) 

二世ミ~% グリッド E-"可4 S→N 際 ヲさ 隠{立 器稜 番号 グリソド 五一，.w S がN 際 ロ~ !誇{立 器f愛

53 3 9D 82 11 34.884 IV F 1910 3 -100 362 221 34.888 IV F 

54 3 9D 67 8 34.891 IV C 1911 3 -10D 358 242 34.902 IV F 

55 3 90 69 18 34.881 IV F 1912 3-100 359 231 34.908 IV F 

56 3 9D 51 13 34.893 IV C 1913 3-lOD 381 250 34.901 lV F 

69 3 9D 74 44 34.878 IV F 1914 3 -10D 388 250 34.902 IV F 

81 3-90 22 80 34.893 IV C 1915 3 -10D 369 256 34.881 IV F 

82 3 9D 17 90 34.890 IV C 1916 3 -10D 285 260 34.892 IV F 

346 7-10 66 9 34.947 IV F 1917 3-100 398 258 34.908 IV F 

359 7 lD 310 78 34.924 IV F 1918 3 -10D 392 272 34.881 IV F 

578 7-1E 240 283 34.956 IV y 1919 3 -100 365 269 34.894 lV F 

1258 3 9G 350 192 34.661 IV F 1920 3 -100 372 304 34.930 IV F 

1855 3-9C 274 107 34.780 IV EミF 1921 3-lOC 16 209 34.911 lV C 

1856 3 9C 92 299 34.908 IV F 1922 3 -10C 。 30 34.921 IV 

1857 3 9C 93 295 34.919 IV F 1923 3 -10C 47 354 34.925 IV 1ヲ

1858 3-9C 88 344 34.897 IV y 1924 3 -10C 50 368 34.901 IV ド

1859 3 9C 87 334 34.891 IV 1925 3 -lOC 19 370 34.899 IV F 

1860 3 9 C 88 358 34.894 IV 子 1926 3 -lOD 33 114 34.887 IV C 

1861 3 9C 107 372 34.873 IV Iプ 1927 3 --10D 169 132 3c1.892 IV F I 

1862 3 9C 67 333 34.856 IV F 1928 7 1 C 197 192 34.982 lV F 

1863 3 9C 3 359 34.890 IV C 1929 7 1 C 4 146 34.992 IV F 

1864 3 9C 37 377 34.866 日f C 1930 7 1 C 330 279 34.938 IV F 

1865 3 9C 73 386 34.891 IV C 1931 7 1 C 290 275 34.955 IV F 

1866 3 9D 25 12 34.908 IV F 1932 7 1C 284 302 34.995 IV F I 

1867 3 90 20 14 34.927 IV C 1933 7 1 C 279 345 34.935 IV C 

1868 3 90 55 12 34.855 れf F 1934 7 1 C 301 354 35.014 IV F 

1869 3 90 57 13 34.846 IV C 1935 7 1 C 253 350 34.985 れf F 

1870 3 9D 83 21 34.917 IV F 1936 7-1C 296 356 34.959 IV 1ヲ

1871 3 9D 83 24 34.891 F 1937 7 1 C 311 361 34.981 IV F 

1872 3 9D 84 26 34.902 IV F 1938 7 1 C 292 380 34.970 日/ F 

1873 3 9D 92 35 34.863 IV F 1939 7-1C 318 374 34.936 れf F 

1874 3-9D 78 35 34.890 IV F 1940 7-1C 346 388 34.929 IV 

1875 3-9D 76 36 34.903 IV F 1941 7-1C 357 363 34.970 lV F 

1876 3 90 72 38 34.867 IV F I l臼L12 7-1C 374 352 34.967 IV y 

1877 3-9D 98 56 34.896 れf F 1943 7-1C 258 394 34.940 IV F 

1878 3-9D 304 74 34.802 IV F i 194.4 7-1C 227 366 34.934 IV C 

1879 3 -10C 220 165 34.898 IV F 1945 7-1C 207 374 34.952 IV F 

1880 3 -10C 395 290 34.923 IV F 1946 7 1 C 200 379 34.951 IV F 

1881 3 -10C 277 295 34.916 IV F 1947 7-1C 140 354 34.926 IV RF  

1882 3 -10C 348 283 34.889 IV F 1948 7 C 134 395 34.937 IV F 

1883 3 -10C 335 278 34.878 IV C 1949 7 1 83 361 34.920 IV F 

1884 3 -10C 325 280 34.883 lV F 1950 7 C 24 348 34.927 IV F 

1885 3 -10C 338 305 34.9'10 IV F 1951 J 18 29 34.917 lV F 

1886 3 -10C 345 305 34.922 IV F 1952 1D 18 9 34.940 IV C 

1887 3 -10C 337 318 34.900 IV F 1953 7 1 D 133 2 34.936 IV F 

1888 3 -10C 330 335 34.893 れ/ F 1954 1D 160 14 34.974 IV F 

1889 3 -10C 313 350 34.87'1 lV 1955 7 1 D 162 26 34.952 IV F 

1890 3 -10C 361 340 34.894 IV C 1956 7 1 D 123 25 34.929 IV F 

1891 3 -10C 374 344 34.891 IV F 1957 7-1D 190 43 34.952 IV F 

1892 3 -10C 382 342 34.876 IV F 1958 7-1D 247 10 34.978 lV F 

1893 3-lOC 382 336 34.880 IV F 1959 7 1D 251 21 34.954 lV C 

1894 3 -10C 389 338 3'1.879 IV F 1960 7 1 D 255 22 34.950 IV F 

1895 3 -10C 389 313 34.894 lV F 1961 7 1 D 257 28 34.954 IV F 

1896 3 -10C 387 392 34.874 IV F 1962 7 1 D 232 29 34.951 IV C 

1897 3 -10D 387 7 34.898 lV F 1963 7 1 D 282 18 34.994 IV F 

1898 3 -10D 369 78 34.927 IV F 1964 1D 294 13 35.007 IV C 

1899 3 -100 348 100 34.880 IV F 1965 1D 297 14 35.005 IV C 

1900 3 -10D 358 148 34.895 IV F 1966 7-1D 308 12 34.969 lV F 

1901 3 -10D 372 121 34.933 IV F 1967 7 1 D 313 50 34.921 IV F 

1902 3 -10D 253 58 34.960 IV F 1968 7-1D 364 36 34.938 IV F 

1903 3 -10D 250 111 34.952 れf F 1969 7-1D 346 54 34.938 IV F 

1904 3 -10D 239 115 34.939 IV F 1970 7-1D 335 69 34.917 IV F 

1905 3 -10D 228 122 34.895 lV C 1971 7 lD 336 76 34.915 ひJ F 

1906 3 -10D 222 142 34.949 れf F 1972 7 1D 284 68 34.937 IV F 

1907 3 -10D 223 254 34.894 IV F 1973 7 10 295 76 34.967 IV F 

1908 3 -10D 296 234 34.906 IV F 1974 7 1D 303 94 34.926 IV F 

1909 3 -100 316 222 34.918 IV C 1975 7 1 D 340 100 34.949 IV F 
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第 5表 A区出土遺物属性表(2 ) 

設号 グリッド E->W S→N 際 2昨一日 }習{立 器種 番号 グリッド E 令明f S-->N 擦 信】 !雪{立 器種

1976 7 1 D 357 109 34.938 IV F 2046 7 3 C 14c1 224 34.935 IV C 
1977 7 1 D 303 116 34.914 日f C 2047 7 3 C 70 242 34.940 IV F 
1978 7 1D 396 155 3/1. 959 IV F 2048 7 3C 74 238 34.934 IV C 

1979 7 1D 75 129 34.919 IV F 2049 7 3C 68 248 34.990 IV F 
1980 7 1 D 49 118 34.910 IV F 2050 7 3C 62 248 34.984 IV C 
1981 7 2C 297 357 34.940 IV F 2051 7 3C 57 243 34.973 IV F 
1983 7-2D 260 69 34.954 IV F 2052 7 3C 62 55 34.937 IV C 
1984 7 2D 276 92 34.944 IV C 2054 7-3C 94 252 34.931 IV C 
1985 7 2D 268 102 34.958 日/ C 2055 7 3C 83 236 34.934 IV C 
1986 7 2C 175 55 34.967 れ/ RF 2056 7 3C 142 207 34.938 IV F 
1987 2C 183 171 34.979 IV F 2057 7 3C 140 224 34.929 IV F 
1988 7 2 C 161 158 34.982 IV F 2058 7 3C 124 253 34.927 IV F 
1989 7 2D 135 182 35.007 IV F 2059 7 3 C 150 287 34.940 IV F 
1990 7 3C 332 82 34.949 IV F 2060 7 3 C 150 300 34.945 IV F 
1991 7 3C 328 76 34.948 IV I土 2062 7 3C 86 279 34.976 IV C 
1992 7 3C 302 150 34.966 IV C 2063 7 3C 62 270 34.958 IV C 
1993 7 3C 265 118 34.958 IV F 2064 3C 67 277 34.929 IV y 

1994 7 3 C 340 308 34.901 IV F 2067 3C 52 350 34.983 IV F 
1995 3 ~-10D 398 264 34.871 IV F 2069 7 3 C 97 384 34.921 IV F 
1996 3 -10D 339 340 34.877 IV C 2072 7 3 D 35 79 34.919 IV F 
1997 3 -10D 215 357 34.925 れ/ C 2073 7 3D 98 191 34.954 IV F 
1998 3 -10E 303 29 34.957 IV F 2074 7 3D 120 183 34.950 IV F 
1999 3 -10E 330 49 34.902 IV F 2075 3 8 F 186 219 34.656 IV C 
2000 3-lOE 342 91 34.873 IV SC 2076 3-8F 165 150 34.595 IV F 
2001 3-lOE 327 130 34.941 IV F 2077 3-8F 176 194 34.656 IV C 
2002 3 -10E 331 163 34.932 IV SC 2078 3 8F 45 130 34.757 IV F 
2003 3 -10E 297 148 34.950 IV F 2079 3-8F 242 291 34.518 IV C 
2004 3 -10E 383 181 34.851 IV F 2080 3-8F 223 322 34.563 IV F 
2005 3 -10E 375 220 34.920 IV F 2081 3 8F 252 319 34.560 IV C 
2006 3 9 87 275 34.812 IV F 2083 3 8F 302 310 34.502 1¥7 C 
2007 3 -10H 96 333 34.697 IV F 2084 3 8F 154 334 34.672 IV F 
2008 7 1H 298 260 3'1.725 IV F 2085 3-8F 130 320 34.643 IV F 
2009 3 8E 34 124 34.650 IV F 2089 3-9F 368 329 34.730 IV F 
2010 3 9 E 391 182 34.683 れJ F 2090 3-9F 372 372 34.651 IV C 
2013 3 8E 7 365 34.702 IV F 2091 3 9F 214 223 34.760 IV F 
2014 3 9E 152 76 34.835 IV F 2092 3 9F 209 222 34.740 IV F 
2015 3 9E 122 61 3，1.806 IV C 2093 3-9F 215 247 34.722 IV F 
2016 3 9 E 23 322 34.828 IV RF 2094 3 9 F 216 288 34.711 IV F 
2017 3 -10E 338 93 34.890 IV C 2095 3-9F 152 120 34.803 IV F 
2018 3-lOE 214 108 34.938 IV F 2096 3-9F 153 130 34.805 IV F 
2019 3 -10E 214 102 34.909 れf F 2098 3-9F 200 200 34.750 IV F 
2020 3-lOE 219 128 34.958 IV F 2099 3 9 F 197 210 34.742 IV F 
2021 3 -10E 216 12，1 34.940 IV C 2100 3 9F 172 236 34.792 IV F 
2022 3 -10E 226 148 34.895 IV C 2101 3-9F 193 238 34.734 IV C 
2023 3 -10E 230 197 34.933 IV F 2102 3 9F 200 243 34.725 IV F 
2024 3-lOE 193 191 34.9'13 IV F 2103 3 9F 178 282 34.730 IV F 
2025 3-lOE 203 206 34.934 IV F 2104 3-9F 177 310 34.744 IV F 
2026 3 -10E 200 223 34.944 IV F 2105 3 9F 160 315 34.795 IV 
2027 3 -10E 328 256 34.894 IV F 2106 3 -10D 70 191 34.904 IV F 
2028 3 -10E 328 263 34.889 IV F 2107 3 -10D 46 181 3'1.644 IV F 
2029 3 -101コ 357 328 34.889 IV F 2108 3 -10D 12 165 34.959 IV F 
2030 3 -10D 393 241 34.864 IV C 2109 3 -10D 25 154 34.919 IV F 
2031 3-lOD 387 258 34.864 IV C 2110 3 -10D r1l 146 34.923 IV C 
2032 3 -10D 386 249 34.885 IV C 2111 3 -10D 63 146 34.919 IV F I 
2033 3 -10D 285 269 34.861 IV C 2112 3 -10D 96 150 34.900 IV i才
203Ll 3-lOD 341 241 34.872 IV F 2113 3 -10D 100 149 34.900 IV C 
2036 7 3C 83 197 34.941 IV F 2114 3 -10D 99 137 34.911 IV C 
2037 7 3C 27 92 34.948 IV F 2115 3 -10D 120 106 34.904 IV F 
2038 7 3C 93 155 34.921 IV C 2116 3 -10D 36 291 34.945 IV F 
2039 7 3C 90 158 34.922 IV C 2118 3 -10D 44 342 34.928 IV F 
2040 7 3C 106 180 34.925 IV F 2119 3 -10D 40 382 34.923 IV lヲ
2041 7 3C 58 167 34.963 IV C 2120 3 -10D '18 384 34.924 IV F I 
2042 7 3C 54 174 34.921 IV F 2122 3-lOD 168 356 34.909 IV F I 
2043 7 3C 64 193 34.925 IV C 2123 3-lOE 154 lO 34.910 IV F 
2044 7 3C 77 193 34.957 IV F 2124 1D 356 209 34.932 IV F 
20115 7 3C 164 212 34.958 IV F 2129 7 1D 256 288 3，1.948 IV F 
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第 7表 A区出土遺物属性表(3 ) 

番号 グリッド B→W S 令N 際 情I 層f立 器種 番号 グリッド B がw S シN 高 j脅f立 器綴

2132 7 1 D 191 202 34.937 日f F 2199 3 -10E 128 152 34.923 IV F 

2133 7 1D 190 234 34.962 IV F 2200 3 -10E 136 156 34.964 IV F 

2134 7-1D 177 295 34.939 IV F 2201 3 -10E 145 130 34.920 IV F 

2135 7-1D 149 333 34.938 IV F 2202 3 -10E 162 145 34.924 れf F 

2136 7-1D 141 335 34.953 IV F 2203 3 -10E 170 178 34.956 IV F 

2137 7 1E 138 32 34.952 IV F 2201 3 -10E 181 181 31.910 IV F 

2138 7 1E 127 43 34.960 IV F 2205 3 -10E 189 190 34.906 IV C 

2139 7 1 E 138 59 34.972 れf F 2206 3 -10E 196 196 34.907 IV F、

2140 7-1E 138 83 34.985 IV F 2207 3 -10E 178 208 34.904 IV IコE

2141 7-1E 111 59 35.010 IV F 2208 3-lOE 173 213 34.933 れf F 

2142 7-1E 193 56 34.938 IV F 2209 3 -10E 172 221 34.910 IV F 

2143 3 -10E 29 75 34.978 IV F 2210 3 -10E 144 220 34.911 IV RF 

2144 3 -10E 12 84 34.989 IV C 2211 3-lOE 137 228 34.908 IV F 

2145 3-lOE 39 84 35.120 IV F 2212 3 -10E 125 210 34.920 IV C 

2146 3-lOE 47 99 34.913 IV F 2213 3 -10E 119 212 34.918 IV F 

2147 3 -10E 56 95 34.898 IV F 

2148 3-lOE 59 90 34.995 れ/ F 
2222115 4 

3 -10E 116 212 34.923 IV F 

3 -10E 117 203 34.923 IV C 

2149 3 -10E 55 99 34.929 IV C 2216 3 -10E 124 202 34.912 IV F 

2150 3 -10E 76 87 34.981 IV F 2217 3 -10E 109 217 3，1.916 IV F 

2151 3 -10E 83 91 34.936 lV C 2218 3 -10E 90 212 34.926 IV C 

2152 3 -10E 78 97 34.930 IV F 2219 3 -10E 50 203 34.931 IV i才

2153 3-lOE 74 110 34.921 IV C 2220 3 -10E 48 221 34.952 IV F 

2154 3 -10E 73 112 34.925 IV C 2221 3-lOE 41 254 34.948 IV F 

2155 3 -10E 84 110 34.911 IV F 2222 3 -10E 49 276 34.944 IV F 

2156 3 -10丘 72 118 34.978 れf F 2223 3 -10E 60 290 34.940 IV C 

2157 3 -10E 71 121 34.971 IV F 2225 3 -10E 78 293 34.993 IV C 

2158 3 -10E 64 125 34.920 IV F 2228 3 -10E 90 295 34.910 IV C 

2159 3 -10E 64 135 34.963 IV f才 2230 3 -10E 95 306 34.898 IV F 

2160 3-lOE 62 142 34.951 IV F 2231 3 -10E 98 299 34.903 IV c I 

2161 3-lOE 54 131 34.935 IV C 2232 3 -10E 103 301 34.899 IV 

2162 3 -10E 49 128 34.956 IV C 2233 3 -10E 104 296 34.926 IV 

2163 3 -10E 39 127 34.928 IV F 2235 3 -10E 135 307 34.898 IV 

2164 3 -10E 35 131 34.920 IV F 2236 3 -10E 98 238 34.920 れf C 

2165 3 -10E 28 132 34.957 IV F 2237 3 -10E 106 257 34.917 IV F 

2166 3-lOE 23 138 34.954 IV C 2238 3 -10E 115 250 34.911 IV C 

2167 3-lOE 20 132 34.937 IV F 2239 3 -10E 115 264 34.910 IV F 

2168 3 -10E 19 128 34.939 IV F 22'10 3 -10E 123 254 34.909 IV C 

2169 3-lOE 17 125 34.928 IV F 2241 3 -10E 126 267 34.900 IV F 

2170 3 -10E 15 121 34.943 IV F 22'12 3 -10E 131 259 34.900 IV F 

2171 3 -10E 8 115 34.928 IV C 2243 3 -10E 142 278 34.901 lV F、

2172 3 -10E 10 124 34.946 IV C 2244 3 -10E 145 255 34.903 IV F 

2173 3 -10E 5 131 34.969 IV F 2245 3 -10E 150 254 34.901 IV C 

2174 3-lOE 12 133 34.922 IV F 2246 3 -10E 30 315 34.937 IV F 

2175 3 -10E 54 174 34.910 IV F 2247 3-lOE 27 373 34.908 IV RF 

2176 3-lOE 48 174 34.946 IV 
CF J i 

2177 3-lOE 50 164 35.004 IV 

2248 3 -10E 55 385 34.895 IV F 

2249 3 -10E 85 352 34.903 IV F 

2178 3-lOE 51 197 34.933 IV C 2252 3 -10F 29 6 34.900 IV F 

2179 3-lOE 52 203 34.919 IV C 2256 3-lOF 75 77 34.896 IV F 

2180 3 -10E 73 146 34.920 IV F 2257 3-lOF 36 128 34.946 IV F 

2182 3 -10E 83 172 34.949 IV F 2258 3 -10F 28 205 34.884 IV F 

2183 3 -10E 88 178 34.956 IV F 2259 3 -10F 38 314 34.860 IV F 

2184 3 -10E 87 181 34.948 れf C 2260 3 -10F 101 234 34.857 IV F 

2185 3 -10E 88 175 34.954 IV C 2261 3 -10F 127 244 34.854 IV F 

3 -10E 85 179 34.947 日f C 2262 3 -10F 120 234 34.860 W F 

2187 3 -10E 86 193 34.991 IV C 2263 3 -10F 116 202 34.874 IV F 

2188 3 -10E 84 198 34.961 IV F 2264 3 -10F 112 210 34.924 lV F 

2189 3 -10E 102 179 34.912 IV F 2265 3 -10F 108 217 34.878 IV F 

2190 3 -10E 100 172 34.910 IV C 2266 3 -10F 158 213 34.924 IV F 

2191 3 -10E 94 169 34.908 IV F 2267 3 -10F 159 231 34.853 IV F 

2192 3 -10E 112 193 34.923 IV F 2268 3 -10F 152 285 34.848 IV F 

2193 3-lOE 114 179 34.969 IV F 2269 3 -10F 125 373 34.818 IV F 

2194 3-lOE 142 186 34.912 れf PE 2270 3 -10F 193 349 34.867 IV F 

2195 3 -10E 129 170 34.911 IV F 2271 3-lOF 221 238 34.849 IV F 

2196 3 -10E 118 155 34.914 IV F 2272 3 -10F 309 194 34.862 IV F 

2197 3-lOE 122 1L16 34.917 IV F 2274 3 -10F 355 126 34.833 IV F 

2198 3 -10E 121 137 34.915 IV F 2275 3 -10F 341 103 34.874 IV F 
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第 8表 A区出土遺物属性表(4 ) 

番号 グリッ i、 E→W SーシN 標 同 }寝位 器種 番号 グリ 7 ド E→W SーシN 標 主同主T 謄 f立 器種

2276 7 1 E 393 95 34.961 れf F 2348 7 3 E 146 2 34.971 IV F 
2277 7-1E 379 130 34.973 N F 2349 7 3 E 150 12 35.007 日f C 
2278 7-1E 393 145 34.978 N F 2350 7-3E 152 35 35.036 日f F 
2280 7-1E 211 322 34.926 N F 2351 7 3E 198 49 35.001 IV F 
2281 7-1E 207 360 34.960 日f F 2352 7-3E 158 65 35.001 IV F 
2282 7 1 E 238 332 34.938 N C 2353 7 3E 156 70 35.017 IV C 

2283 7 1 E 244 335 34.924 lV F 2354 7-3E 187 93 34.983 lV C 

2284 7 1E 277 309 34.985 でJ F 2355 7 3E 187 97 35.006 れf F 
2287 7-1F 290 41 34.915 N F 2356 7 3 E 182 96 35.031 IV F 
2289 7 1F 325 59 34.961 N F 2357 7-3E 182 110 35.026 IV F 
2290 7 1 F 308 139 34.974 N F 2358 7-3E 175 109 34.989 IV C 
2291 1 F 381 193 34.906 lV F 2359 7-3E 125 122 34.978 IV F 
2292 7 1 F 350 198 34.908 IV RF 2361 7-3E 21 140 34.980 IV F 
2293 7 1 F 255 108 34.919 N F 2362 7 3 E 223 56 34.952 IV C 
2294 7 1 F 220 189 34.907 N F 2363 7-3E 230 89 34.974 IV F 
2295 7 1 F 90 208 34.899 N F 2364 7-3E 238 91 34.952 IV J 
2296 7 1 F 115 243 34.896 N F 2365 7 3E 236 98 35.001 IV C 
2297 7-1F 225 194 34.942 N F 2366 7 3E 255 89 34.996 IV F 
2298 7-2D 380 305 34.945 N J 2367 7-3E 269 81 35.016 IV F 
2299 7-2E 382 28 35.027 れ7 F 2368 7-3E 310 51 34.987 IV C 
2300 7-2E 312 34 34.979 れf F 2369 7-3E 300 96 34.992 IV F 
2301 7-2D 171 316 34.990 N F 2370 7-3E 347 98 34.967 IV F 
2302 7-2E 150 100 34.987 N F 2371 7-3E 332 133 34.979 IV F 
2303 7-2E 153 287 34.990 IV F 2372 7 3F 243 252 34.887 IV F 
2304 7-2E 178 296 34.931 N F 2373 7-3F 365 282 34.912 IV F 
2305 7-3D 283 213 34.995 N F 2374 7-2F 169 348 34.878 IV F 
2306 7-3D 191 274 34.991 N F 2375 7-2F 269 391 34.870 IV F 
2307 7-3D 255 269 34.977 lV F 2376 7-2F 397 13 34.879 IV RF 
2309 7-3D 265 370 35.008 N F 2377 3-9F 90 207 34.802 IV C 

2310 7 3D 179 233 34.989 N F 2378 3 9F 107 353 34.733 N F 
2311 7-3D 176 361 35.028 IV F 2379 3-9F 70 375 34.751 IV F 
2312 7-3D 148 384 34.961 れ7 F 2380 3-8G 70 72 34.723 IV F 
2313 7 3D 132 389 34.971 N F 2381 3-8G 106 195 34.634 IV F 
2314 7-3D 130 392 34.981 IV C 2382 3-9G 258 57 34.709 IV F 
2315 7-3D 128 394 34.975 IV F 2383 3-9G 266 161 34.699 IV F 
2316 7-3D 126 392 34.977 IV C 2384 3 9G 223 149 34.725 れf F 
2317 7 3D 123 390 34.981 IV C 2385 3-9G 378 239 34.612 IV F 
2318 7-3D 129 389 34.990 IV C 2386 3-9G 312 254 34.634 IV F 
2319 7-3D 124 386 34.988 IV F 2387 3-lOG 299 127 34.567 IV F 
2320 7-3D 119 302 34.978 IV F 2389 3 -10G 352 255 34.493 IV PEi 
2321 7-3D 117 386 35.010 IV C 2390 3 -10G 283 364 34.521 IV c ! 
2322 7 3D 114 371 34.988 IV F 2391 3 -10G 293 347 34.784 IV 
2323 7 3D 113 385 35.028 IV C 2392 3 -10G 375 334 34.686 IV 
2324 7 3D 110 376 34.987 IV F 2393 3 -10G 230 394 34.677 IV F 
2325 7 3D 108 374 34.998 IV F 2394 3-lOG 208 280 34.723 IV F 
2326 7 3D 119 382 34.994 IV F 2395 3-lOG 258 245 34.732 IV F 
2327 7 3D 114 371 34.991 れ/ F 2396 3 -10G 239 242 34.729 IV F 
2328 7-3D 116 373 3'1.958 N c I 2397 3-lOG 250 222 34.749 IV C 
2329 7-3D 104 272 34.976 IV F 2398 3 -10G 250 217 34.756 IV F 
2330 7 3D 100 381 34.981 IV F 2399 3 -10G 276 214 34.737 IV F 
2331 7-3D 107 392 34.970 IV F 2400 3 -10G 265 167 34.775 IV F 
2332 7 3D 101 377 34.983 N C 2401 3 -10G 251 173 34.782 IV C 
2333 7-3D 94 395 34.984 N C 2402 3 -10G 221 180 3'1.790 IV F 
2334 7-3D 96 396 34.976 lV F 2403 3 -10G 223 168 34.813 IV F 
2335 7-3D 98 396 34.977 IV C 2404 3 -10G 222 157 34.802 IV F 
2336 7-3D 98 384 34.974 N C 2405 3 -10G 203 154 34.844 IV F 
2337 7 3D 76 396 34.977 IV c I 2406 3-lOG 225 104 3'1.789 IV F 
2338 7-3D 77 376 35.020 IV C 2407 3 -10G 244 80 34.789 IV F 
2339 7-3D 80 359 34.978 IV F 2408 3 -10G 144 28 34.802 IV F 
2341 7 3D 69 353 3'1. 987 IV C 2409 3 -10G 134 25 34.800 IV EF 
2342 7 3D 68 351 34.985 IV C 2410 3-lOG 60 21 34.798 IV F 
2343 7-3D 79 339 34.990 IV F 2411 3-lOG 188 157 34.803 IV F 
2344 7 3D 77 337 34.987 IV F 2412 3 -10G 193 162 34.827 IV F 
2345 7 3D 74 334 35.031 IV F 2413 3 -lOG 172 187 34.802 IV F ! 
2346 7 3D 196 398 34.994 IV F 2414 3-lOG 170 187 34.802 IV F 
2347 7 3E 148 1 34.969 IV F 2415 3 -10G 170 186 34.807 IV F 
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第 9表 A区出土遺物属性表(5 ) 

番号 グリソド E→W S 歩N 擦 !i右 層f立 音寺種 番号 グリ y ド E→W S 少N 際 {勾 !習{立 器 f蚤
2416 3 -10G 169 185 34.801 IV F 2526 3 9 J 189 55 34.428 れf F 
2417 3 -10G 166 187 34.822 日/ F 2527 3 9 J 354 374 34.270 lV F 
2418 3 -10G 168 189 34.829 IV F 2528 4 8A 20 104 34.176 IV F 
2419 3-lOG 171 190 34.807 れr F 2531 4-8A 325 164 33.951 IV PE 
2420 3 -10G 188 272 34.720 IV F 2532 4 8 A 294 230 33.905 IV F 
2422 3-lOG 68 365 34.771 IV F 2533 4 8A 223 263 33.881 IV F 
2423 3 LOG 97 340 34.752 IV F 2534 3 7 J 130 378 34.060 lV F 
2424 3 -10G 102 251 34.727 IV F 2535 4-7A 145 82 33.924 lV F 
2425 3-lOG 111 234 34.740 IV F 2537 3 6H 245 357 33.970 IV F 
2426 3-lOG 40 140 34.808 IV F 2538 3 8E 20 342 34.153 IV 上「

2427 3 -10G 31 155 34.778 IV F 2539 3 8 F 298 150 34.518 IV F 
2428 3 8G 219 228 34.584 IV F 2540 3 8F 297 166 34.512 IV F 
2429 3 8G 334 328 34.477 IV F 2541 3 7G 2 153 34.402 IV F 
2430 3 7H 83 29 34.382 IV C 2542 3 7G 16 191 34.383 IV F 
2431 3 7H 58 57 34.442 IV F 2543 3 7G 78 251 34.347 IV F 
2432 3 7H 131 70 34.296 IV sc 2544 3 9F 198 189 34.691 IV 
2433 3 7H 44 177 31.393 IV E干 2515 3 9F 218 191 34.680 IV F 
2434 3 7 1 75 127 34.367 IV F 2546 3 9 F 207 230 34‘673 IV C 
2435 3 -9 1 324 106 34.582 IV co 2547 3 9 F 216 283 34.665 IV F 
2436 3 9 1 322 128 34.612 日/ RF 2548 3 8H 111 29 34.582 lV F 
2437 3 9 1 366 226 34.554 IV F 2549 3 8H 98 49 34.599 IV C 
2438 3 9 1 202 286 34.587 IV F 2550 3 8H 115 66 34.563 IV C 
2439 3-9H 104 304 34.619 lV F 2551 3 8H 91 62 34.593 IV C 
2440 3 9 H 70 318 34.655 れ/ F 2552 3 8H 140 50 34.558 IV C 
2441 3 9H 7 320 34.672 IV F 255/1 3 8H 93 179 34.533 IV F 
2442 3 -10H 398 318 31.673 IV F 2555 3-8H 9 185 34.568 IV C 
2443 3 -10H 361 264 34.730 IV C 2811 3 8C 218 391 34.179 IV C 
2444 3 -10G 169 179 34.784 IV F 2817 3-8D 288 81 34.229 IV C 
2445 7 1G 309 175 34.778 れf F 2818 3 8D 158 84 34.238 IV C 
2446 7 1G 294 198 34.800 IV F 2819 3-8D 182 90 34.235 IV C 
2447 7-1G 302 208 34.786 IV F 2820 3 8D 193 85 34.219 IV 
2448 7 1 G 194 208 34.803 IV C 2821 3-8D 199 84 34.192 IV C 
2449 7-1G 191 212 34.807 IV F 2822 3-8D 213 79 34.185 れ/ C 
2450 7 1G 177 227 34.804 IV C 2823 3-8D 241 63 34.107 IV F 
2451 7-1G 179 230 34.793 IV F 2824 3 8D 234 39 34.102 IV C 
2452 7 1 G 322 224 34.781 IV F 2846 3-8D 239 55 34.136 IV PE 
2454 7-1G 299 283 34.787 IV C 2847 3-8D 183 27 34.232 IV F 
2455 7 1G 203 310 34.804 IV F 2848 7 1 1 247 182 34.424 IV K 
2456 7 1 G 184 348 34.791 IV F 2849 3 9F 324 231 34.561 IV F 
2457 7 1 G 182 368 34.812 れf I才 2850 3 9ド 338 237 34.563 IV C 
2458 7 1G 174 369 3/1.837 IV F 2851 3 9F 346 331 34.540 IV F 
2459 7 1 G 173 338 34.785 れ/ RF 2852 3 9F 169 155 34.663 IV F 
2460 7-1G 25 53 34.860 IV F 2853 3 9F 189 172 34.597 IV C 
2461 7 1G 。 51 34.855 IV F 2854 3 9F 177 163 34.600 IV C 
2463 7 2B 340 360 34.868 IV F 2855 3 9F 180 223 34.586 IV C 
2483 7 2G 206 289 34.762 IV F 2856 3 9F 192 215 31.589 IV C 
2484 7-2G 206 296 34.755 IV F 2857 3 9F 205 224 34.584 IV C 
2485 2G 395 370 34.750 IV C 2858 3-9F 220 252 34.574 IV C 
2486 7 3G 334 12 34.833 IV F 2859 3 9F 214 263 34.576 IV F 
2490 7 2H 200 353 34.593 IV F 2860 3 9F 215 281 34.542 IV F 
2491 7 2H 163 339 34.524 IV F 2861 3 91" 209 271 34.650 IV C 
2493 7 1H 362 53 34.728 IV C 2862 3-91" 202 279 34.655 IV C 
2494 7 1H 217 120 34.708 IV F 2863 3 91" 209 286 34.642 IV RF 
2495 7 1H 235 135 34.713 IV F 2864 3-91" 183 281 34.565 れf C 
2496 1H 73 360 34.597 IV H 2500 7 -1 1 8 29 34.543 IV 

2865 3-91" 180 27'1 34.658 IV C 
2866 3 9F 207 369 34.645 IV F 

2501 7 2 1 390 121 34.'163 IV 

FF Fi  | 2506 3-lOG 37 153 34.728 IV 
2507 3 -10G 111 326 34.666 れf

2867 3 9F 166 372 34.552 IV C 
2868 3 9F 112 339 34.572 IV F 
2869 3 9G 30 71 34.586 IV F 

251L1 3 -10H 237 119 34.593 IV F I 2870 3 9G 116 32 34.563 IV C 
2516 3 -101 234 274 34.571 IV I 2871 3 9G 219 89 34.556 IV C 
2517 3-101 84 209 34.500 IV F I 2872 3 9G 272 64 34.557 IV F 
2518 3-101 259 331 34.499 IV F I 2873 3-9G 296 81 34.539 IV C 
2519 3 -101 274 317 34.517 IV 2874 3 9G 330 335 34.465 IV F 
2522 3 9 1 137 294 34.509 IV 2875 3 8H 98 41 34.460 IV C 
2523 3 -9 1 201 371 34.470 IV 2876 3-8H 38 45 34.452 IV F 
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第10表 A区出土遺物属性表(6 ) 

番号 グリッド B パ月J SーシN 校Z 日言ず1 !雪{金一 器種 番号 グリッド E 沙W s-→N 襟 同j J欝{立 器穏

2877 3 -8 H 140 109 34.523 IV PE 2947 7 1 D 359 4 34.790 IV C 

2878 3 8H 96 105 34.467 IV C 2948 7 1 D 321 10 34.825 IV F 

2881 3 8H 101 202 34.384 IV C 2949 7 1 D 299 14 34.880 IV F 

2882 3 9H 313 44 34.483 IV C 2950 7-1D 268 21 34.803 IV F 

2883 3 9H 282 47 34.507 IV C 2951 7-1D 371 44 34.786 IV C 

2881 3 9H 210 99 34.494 W fて 2952 7 1 D 320 51 34.786 IV F 

2885 3 9H 397 175 34.448 IV C 2953 7 1 D 310 49 34.800 IV F 

2886 3 9H 394 175 34.447 日f C 2954 7-1D 306 40 34.808 IV F 

2887 3-9H 368 269 34.293 IV F 2955 7 1 D 301 50 34.805 rv F 

2888 3 -10F 225 203 34.665 IV C 2956 7 1D 295 32 34.802 IV C 

2889 3-lOF 225 234 34.681 IV F 2957 7-1D 390 105 34.799 IV F 

2890 3 -10F 99 185 34.715 IV F 2958 7 1 D 170 66 34.784 IV F 

2891 3 -10F 56 284 34.712 IV F 2959 7 1 D 137 5 34.871 IV C 

2892 3-lOF 100 320 34.683 IV F 2960 7-1D 129 23 34.799 IV C 

2893 3 -10F 276 333 34.629 IV F 2961 7-1D 117 9 34.758 IV C 

2894 3 -10F 278 333 34.628 IV F 2962 7-1D 175 119 34.765 IV F 

2895 3-lOG 209 141 34.638 IV C 2963 7 1 D 385 376 34.789 IV F 

2896 3 -10G 155 120 34.633 IV F 2964 7 1 D 203 265 34.794 IV F i 

2897 3 -10G 36 348 34.592 IV C 2965 7 1 D 224 283 34.811 IV F 

2898 3-lOF 50 120 34.726 IV F 2966 7 1 D 230 288 34.825 IV F 

2899 7-1F 217 57 34.768 LV F 2967 7-1E 392 121 34.790 IV F 

2900 7 1 F 11 6 34.814 IV F 2968 7 1 E 298 127 34.790 IV C 

2901 7 1 F 12 220 34.783 IV RF 2969 7 1 E 322 190 34.841 IV F 

2902 7 1 F 76 267 31.749 IV F 2970 7 1 E 120 38 34.893 IV F 

2905 7 1 G 66 226 34.760 IV F 2971 7 1 E 110 81 34.861 IV F 

2906 7 1 G 38 254 34.655 IV C 2972 7 1 E 13 142 34.805 IV C 

2907 7 1 G 306 113 34.660 IV F 2974 7-2C 328 284 34.826 IV F 

2908 7-1G 294 313 34.690 IV F 2975 7 2C 288 355 34.803 IV F 

2909 7 1G 318 183 34.690 IV F 2976 7-2D 373 388 34.818 IV F 

2910 7 1G 183 200 34.685 IV F 2977 7 2D 352 392 3'1.819 IV F 

2911 7 1G 251 322 34.704 IV F 2978 7-2E 333 12 34.829 IV F 

2912 7 1 G 203 309 34.676 IV C 2979 7-2E 328 37 34.851 IV F 

2913 7 1 G 205 321 34.677 IV F 2980 7-2E 318 36 34.845 IV F 

2914 7 2F 290 45 34.757 IV F 2981 7-1C 110 106 34.820 IV F 

2915 7 2 F 285 183 34.797 IV F 2982 マ-2C 285 261 34.815 IV F 

2916 7 2G 285 91 34.715 IV F 2984 7-3C 343 160 34.822 IV RF 

2917 7 2G 281 89 34.707 IV F 2985 7-3C 362 66 34.811 IV F 

2918 7 2G 281 82 34.710 IV F 2986 7-3C 151 173 34.791 IV F 

2919 7 2G 280 81 34.710 IV F 2987 7 3C 130 160 34.785 rv C 

2920 7 2G 265 76 34.729 IV F 2988 7 3C 127 168 34.845 IV C 

2921 7 2G 252 78 34.730 IV F 2990 7 2 D 3 5 34.913 IV C 

2922 7 2G 244 109 34.725 IV C 2991 7-2D 5 7 34.912 IV C 

2923 2G 236 111 34.742 IV F 2992 7 3C 71 209 34.791 IV F I 
2924 2G 259 133 34.706 IV F 2993 7-3C 92 18 34.791 IV C 

2925 7 2G 257 144 34.732 IV SC 2994 7-3C 82 14 34.795 IV y 

2926 7 2G 258 163 34.731 IV RF 2995 7-3C 63 18 34.816 lV C 

2927 7 2G 250 148 3'1.758 IV C 2996 7-3C 62 19 34.815 IV F 

2928 7 2G 227 166 34.734 IV F 2997 7 3C 42 20 3'1.825 IV C 

2929 7 2G 221 129 34.755 IV F 2998 7 3C 42 27 34.808 IV F 

【I L ¥J ム内ム向ム山 可J.'"円::; d門"J..門I':LLI τLY 丁よ、L τふ一、 ムr、，J、9、D、 7 '1 r、J、 AA 、
υつυつ つ・つ0A Jτ[¥，T r;' 

2931 7 2G 119 129 34.775 IV F 3000 7 3C 43 34 34.823 IV C 

2932 7 2G 328 161 34.698 IV F 3001 7 3C 12 29 34.801 IV C 

2933 7 2F 136 368 3'1.777 IV F I 3002 7 3C 53 32 34.805 IV C 

293'1 7 3F 381 233 34.762 IV 3003 7-3C 58 19 34.810 IV C 

2935 7 1C 343 329 34.820 IV 3004 7 3C 66 30 34.864 IV C 

2936 7 1C 317 333 34.825 IV F 3005 3C 73 30 34.856 IV F 

2937 7 1C 347 365 34.795 IV C 3006 7-3C 70 42 34.865 IV C 

2938 7 lC 342 。 34.770 IV F 3007 7-3C 97 35 34.798 IV C 

2939 7 1C 333 399 34.808 IV F 3008 7 3C 89 37 34.795 IV C 

2940 7-1C 320 397 34.859 IV F 3009 7 3C 86 46 34.808 IV C 

29L1l 7-1C 302 396 34.846 IV F 3010 7 3C 99 60 34.812 IV F 

29L12 7 1 C 265 286 34.805 IV F 3011 7 3C 89 68 34.847 IV F 

2943 7-1C 224 340 34.838 IV F 3012 7 3C 68 58 34.795 IV C 

2944 7 1C 202 332 34.802 IV F 3013 7 3C 70 66 34.802 IV C 

2945 7-1C 197 372 34.794 IV F 3014 7 3C 59 69 34.856 IV C 

2946 7-1C 143 332 34.770 IV F 3015 7 3C 38 57 34.798 IV C 
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第11表 A区出土遺物属性表(7 ) 

番号 グリソト E→W S→N 同口j J習位 器種 番号 グリッド E乙ト、J S 少N 際 局 隠{立 器 f愛
3016 7 3C 44 83 34.807 IV F 3085 3-lOE 50 130 34.841 lV C 
3017 7 3C 26 84 34.812 れf C 3086 3 -10E 57 206 34.787 IV C 
3018 7-3C 89 87 34.790 IV F 3087 3 -10E 60 235 34.861 IV F 
3019 7-3C 81 91 34.864 IV C 3088 3 -10E 76 230 34.824 IV F 
3020 7 3C 4 372 34.890 IV C 3089 3 -10E 80 224 34.792 IV F 

7 30 93 229 34.817 rv F 3090 3 -10E 87 254 34.786 IV C 
3023 30 124 327 34.903 IV F 3091 3 -10E 84 236 3/1.852 IV C 
3024 -30 147 360 34.808 IV F 3092 3 -10E 82 237 34.848 lV C 
3025 7 30 123 392 34.870 lV F 3093 3 -10E 119 235 34.803 lV C 
3026 7-30 71 359 34.869 IV F 3094 3 -10E 232 244 34.840 れf C 
3027 7 3D 47 377 34.828 れ/ F 3095 3 -10E 230 249 34.8/13 IV C 
3028 7 3E 119 4 34.840 IV F 3096 3 -10E 119 258 34.845 IV F 
3029 7 3 E 381 38 34.823 IV F 3097 3-lOE 99 266 34.777 IV C 
3030 7-3F 307 147 34.767 IV 1ヲ 3098 3 -10E 82 255 34.784 IV C 
3031 3 -10C 125 98 34.845 lV F 3099 3 -10E 83 264 34.844 IV F 
3032 3 -10C 382 13 34.823 IV 3100 3-lOE 87 276 34.863 IV C 
3033 3 -10C 378 325 34.797 lV F 3101 3 -10E 30 275 34.795 IV C 
3034 3 -100 295 4 34.819 IV F 3102 3 -10E 28 311 34.839 lV C 
3035 3 -10C 33 222 34.785 IV F 3103 3 -10E 68 339 34.846 IV C 
3036 3-lOC 27 226 34.786 lV C 3104 3 -10E 55 363 34.809 lV C 
3037 :: -10C 17 229 34.801 IV F 3105 3 -10E 103 343 34.801 lV C 
3038 3-lOC 280 34.784 IV C 3106 3 -lOE 112 338 34.753 lV C 
3039 3 -10C 31 298 34.863 IV F 3107 3 -10E 97 382 34.766 IV C 
::1040 3 -100 40 39 ::14.747 rv C 3108 3 9C 331 167 31.685 IV F 
3041 3 -100 6 151 34.823 IV F 3109 3 9C 183 216 34.691 IV F 
3042 3-100 10 258 34.814 IV F 3110 3 9C 171 284 34.687 lV F 
3043 3 -10D 40 260 34.863 IV F 3111 3 9C 131 328 34.797 IV F 
3044 3 -100 38 287 34.856 IV C 3112 3 9C 152 117 34.690 れ/ F 
3045 3-100 28 193 34.804 IV F 3113 3-90 152 34.784 IV F 
3046 3 -100 35 321 34.791 IV C 3114 3 90 57 243 34.701 IV F 
3047 3 -100 5 331 34.812 IV C 3115 3 90 68 221 34.703 IV F 
3048 3-lOD 2::1 ::m行 34.823 IV C .'111民 3-90 ぷハ 】ワ民64 31.725 IV C 、

3049 3 -100 293 240 34.801 IV F 3117 3 9 E 141 22 34.634 IV F 
3050 3 -100 268 270 34.797 IV F 3118 3 9E 63 85 34.696 IV C 
3053 3 -100 378 266 34.810 IV F 3119 3 9E 159 86 34.640 IV PE 
3054 3 -100 383 264 34.767 IV F 3120 3 9E 395 136 34.597 IV F 
3055 3 -100 392 346 34.718 IV F 3121 3 8E 59 214 34.581 IV F 
3056 3 -10E 353 88 34.717 lV C 3122 3 刊行 154 256 34.424 IV F 
3057 3 -10E 309 80 34.733 IV F 3123 3-9H 64 344 34.363 lV F 
3058 3 -10E 297 97 34.867 lV F I 3124 3 -101 340 24 34.552 IV F 
3059 3 -10E 202 127 34.840 IV F 3125 3 9 1 56 210 34.379 IV F 
3060 3-lOE 201 188 34.825 IV F 3126 3 9 1 273 296 34.366 IV F 
3061 3 -10E 204 201 34.827 IV F 3127 3 9 J 127 112 34.297 IV RF 
3062 3-lOE 197 202 34.826 れf F 3128 3 -10J 387 249 34.187 IV F 
3063 3-lOE 240 217 34.754 IV F 3129 3 -10J 320 240 34.11-1 IV F 
3064 3 -10E 142 132 34.864 lV ド 3130 7 1 H 386 230 34.452 IV F 
3065 3-lOE 151 133 3.1.828 IV F 3131 7 1H 73 337 3'1.462 IV F 
3066 3-lOE 142 156 34.829 IV F 3132 7 1 1 370 206 34.375 IV SC 
3067 3-lOE 3 45 34.859 lV C 3133 7 1 1 3'18 206 34.350 IV F 
'1nぷ只 '1-1ハI平 7A llA '<，1ワRl nr t;' つ1~A ワ7 1ムムr uつつ'Jn 。ーイハU υつJコ， .つ00臼." Tム1T gミJ一、

3069 3 -lOE 64 130 34.778 IV F 3135 7 1 1 250 240 34.289 IV F 
3070 3 -10E 68 130 34.782 lV C 3136 7 1 1 328 342 34.244 IV F 
3071 3 -10E 54 133 34.784 IV C 3137 1 1 46 234 34.207 IV F 
3072 3 -10E 46 135 34.822 IV F 3138 7 2H 204 189 34.584 IV F I 

3073 3-lOE 20 133 34.786 IV C 3139 3 9G 164 148 34.474 rv F 
3071 3 -10E 6 117 34.797 lV C 3140 3 9G 152 148 34.506 IV C 
3075 3 -10E 38 165 34.789 IV C 3141 3 9 G 146 151 34.517 lV C 
3076 3 -10E 73 174 34.852 IV E干 3142 3 8F 170 35 34.414 lV C 
3077 3-lOE 86 171 34.783 lV C 3144 3-lOG 184 126 34.630 IV C 
3078 3 -10E 87 180 34.783 IV F 3145 3 -10G 236 206 34.603 IV C 
3079 3 -10E 391 186 3'1. 781 IV C 3lL16 3 -10G 271 334 34.529 lV F 
3080 3 -10E 94 297 34.858 IV F 3147 3-lOF 37 210 3'1.666 IV C 
3081 3 -10E 16 298 34.856 IV F 3148 3 -'10F 46 304 34.686 IV 1干
3082 3 -10E 36 24 34.833 IV C 3149 3 -10F 44 304 34.6s3 rv F 
3083 3 -10E 38 134 34.813 IV C 3150 3 -10F 43 280 34.661 IV C 
3084 3 -10E 48 28 34.841 IV C 3151 7 1G 160 352 34.632 IV F 
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第12表 A区出土遺物属性表(8 ) 

番号 グリッド E パ1y S-'N 際 同口1 層 f立 器稜 番号 グリッド E→W S ャN 標 向 J議{立 器 穏

3152 7 2G 249 90 34.653 IV F 3220 7 3C 105 223 34.591 IV F 

3153 3 -10E 34 114 34.590 IV F 3221 7 3C 367 317 34.642 IV F 

3154 3-lOE 35 131 34.602 IV F 3222 7-2C 251 379 34.684 IV F 

3155 3 -10E 14 161 34.632 IV C 3223 7-2D 170 202 34.642 IV F 

3156 3 -10E 99 183 34.617 れf F 3224 7-1C 133 376 34.600 IV F 

3157 3 -lOE 91 192 34.641 IV F 3225 7 1 D 304 33 34.621 IV F 

3158 3 -10E 87 204 34.609 IV F 3226 7 1 D 177 298 34.682 IV F 

3159 3 -10E 30 240 34.600 rv F 3227 7 1 D 219 244 34.656 IV F 

3160 3 -10E 15 277 34.571 IV F 3228 7-1E 167 259 34.605 IV F 

3161 3 -10E 91 149 34.636 IV C 3229 7-1E 184 290 34.691 IV F 

3162 3-lOE 211 203 34.613 IV C 3230 3 -10D 212 15 34.577 IV F 

3163 3 -10E 221 206 34.587 IV C 3231 3 9C 167 140 34.548 IV F 

3164 3-lOE 222 235 34.578 IV C 3232 3 9C 190 303 34.535 IV F 

3165 3 -10E 239 312 34.547 IV C 3233 3 9 C 375 350 34.451 IV F 

3166 3 -10E 195 350 34.628 IV C 3234 3-9D 234 77 34.503 IV F 

3167 3-lOE 236 100 34.586 IV F 3235 3-8D 339 19 33.769 IV F 

3168 3-lOE 389 68 34.551 IV F 3236 7-3D 157 309 34.592 IV F 

3170 3 -10D 72 28 3/{.565 IV C 3237 3 9H 56 74 34.305 IV F 

3171 7 1 E 392 122 34.604 IV C 3238 3 9H 57 75 34.306 IV F 

3172 7 1 E 397 164 31.591 IV F 3239 3 9H 57 74 34.298 IV F 

3173 7 1 E 339 215 31.590 IV C 3240 3-lOG 188 250 34.377 IV F 

3174 7 1 E 385 293 31.563 IV F 3241 3-lOG 105 177 34.481 IV C 

3175 7 1 E 181 298 34.606 IV F 3242 3 -10H 198 102 34.358 IV F 

3176 1 E 177 202 31.630 IV C 3213 1[ 9A 283 25 34.050 IV F 

3177 7 1 E 173 57 3tl.657 IV F 3244 4 9A 331 60 34.006 IV F 

3178 7 1 E 151 95 34.655 IV C 3245 4 9A 324 94 33.982 IV F 

3179 7 1 E 155 92 34.646 IV C 3246 4-9A 93 74 34.014 IV F 

3180 7 1 E 101 78 34.855 IV F 3247 3-8J 16 354 34.021 IV y 

3181 3 8D 182 3 34.037 IV F 3248 7 1H 102 293 34.381 IV C 

3182 7 1 D 362 112 34.694 IV C 3249 7 3G 363 358 34.479 IV F 

3183 7 1 D 289 46 34.718 IV C 3250 7 3H 111 218 34.277 IV K 

3184 7-1D 277 48 34.762 れ/ F 3251 7-1G 303 156 34.479 IV F 

3185 7 1 D 277 55 34.762 IV F 3942 3 8A 341 195 34.466 IV F 

3186 7 2D 371 201 34.729 IV F 3943 3 8A 289 391 34.486 IV F 

3187 7 1 C 13 174 34.736 IV C 3945 3 9B 294 240 34.616 IV F 

3188 7 3C 369 58 34.763 IV F 3953 3-9B 27 34.638 IV F 

3189 7 3C 55 227 34.796 IV F 3956 3 9B 262 6 34.640 IV C 

3190 7 3C 53 227 34.807 IV C 3957 3 9B 258 2 34.642 IV C 

3191 3 8H 5 155 34.399 IV F 3958 3 9A 255 391 34.721 IV F 

3192 3 8H 4 162 34.435 IV C 3965 3 9A 332 291 34.603 IV F 
3193 3 8H 6 172 34.355 IV F 3966 3 9 A 287 289 34.628 IV C 

3194 3 8H 126 169 34.376 IV PE 3972 3 9A 214 344 34.653 IV F 

3195 3-7H 71 241 34.135 IV RF 3973 3 9A 223 362 34.659 IV F 

3196 3 7 H 373 284 34.077 IV C 3974 3 9B 288 16 34.642 IV F 

3197 3 6H 3 371 34.005 IV F 3975 3-9A 292 177 34.622 IV F 

3198 3 -10G 263 10'1 34.521 IV F 3976 3 9A 113 372 34.649 IV F 

3199 3 8G 14 330 34.393 IV C 3977 3-9B 30 17 34.662 IV F 

3200 3 9 1 348 87 34.424 IV RF 3984 3 -10B 85 99 34.692 IV F 

3201 3 9 1 330 103 34.447 IV RF 3985 3 -10B 99 116 34.704 IV F 
‘つJ叩つれVωつ つ~ (、a ムτ つu つuつu ム1~ つ日d つ~Æ ・ Æ"】η“ l、" ふr "J()QC つ2 ハ(¥0 日つ 1 ~つ5 υつAふウS円(¥A τnr I ア

3203 3 -9 1 357 168 34.405 IV F 3988 3 -10B 40 168 34.731 IV F 

3204 3 9 1 238 356 34.435 IV F 3989 3 -10B 34 167 34.734 IV F 

3205 3 9 1 162 193 3/1.379 IV F 3992 3 -10B 67 190 34.703 IV C 

3206 3 9 1 158 240 34.380 IV C 3993 3 -10B 95 235 34.689 IV F 

3207 3 9 J 113 44 3'1.431 町 F 3994 3 -10B 104 270 34.68'1 IV C 

3208 3 9 J 233 33 34.361 IV C 3995 3-lOB 111 320 34.709 IV F 

3209 3-9J 258 88 34.332 IV C 3999 3 -10B 23 269 34.712 IV C 

3210 3-9J 235 205 34.266 IV C '1000 3 -10B 15 241 34.716 IV F 

3211 11 9A 135 46 34.202 IV F 4001 3 -10B 55 33 34.694 IV F 

3212 4-9A 128 '18 34.210 IV F 4003 3-lOA 80 288 34.707 lV F 

3213 3 -7 1 6 55 34.297 れf F 4005 7 1 B 107 129 34.793 IV F 

3214 3 7 1 12 163 34.2u lV CO  4006 7 1B 198 134 34.795 IV C 

3215 3 7 1 108 300 34.250 IV C 4007 7 1 B 200 152 34.795 IV C 

3216 3 7 J 231 147 34.115 IV F 4008 7 1 B 214 170 34.781 IV F 
3218 3C 20 180 34.607 れ/ F 11011 7 1 B 239 212 34.783 IV F 
3219 7 3C 60 229 34.596 IV F 4014 7-1B 40 280 34.771 IV F 

- 55 



第13表 A区出土遺物属性表(9 ) 

番号 グリッ|、 E→W S…シN 襟 品 j脅位 器後 番号 グリッ F" E →明f S→N 襟 il'I主11 層 f立 器種
4015 7 1 B 62 202 34.761 N F 4154 2 9 J 336 266 34.536 IVb RF 
4017 7 2A 217 372 34.774 れf F 4155 7 1A 348 240 34.617 IVb F 
4029 7-2B 160 331 34.754 IV C 4156 7 18 302 136 34.788 IVb F 
4033 7 2B 149 358 34.783 れf F 4157 3 9 A 52 348 34.627 IVb C 
4034 7 2B 137 359 34.778 れ/ F 4158 2 -lOJ 2 46 34.545 IVb F 

7 28 133 377 34.784 れf F 4159 2 -101 96 94 34.373 IVb RF 
4038 7 2B 281 370 34.748 N F 4160 7 4 F 54 353 34.801 IVb F 
4039 7 2B 50 329 34.776 IV F 1161 7 5F 380 339 34.721 IVb C 
4044 7 3 B 297 310 34.794 れ/ F 4162 7 5F 390 317 34.734 IVb F 
4047 7 3B 257 154 34.788 N F 4163 3-lOB 165 58 34.509 IVb F 
4048 7 38 264 100 34.772 IV F 4161 3 98 127 81 34.472 IVb F 
4049 7 38 383 144 34.778 IV F 4165 3 98 216 146 34.455 IVb F 
4050 7 3A 343 345 34.757 IV F 4166 3 98 225 134 34.455 IVb F 
4052 2 9 J 254 88 34.623 れ/ C 4167 3-9B 223 58 34.456 IVb F 
4054 2 9 J 170 172 34.640 IV F 4168 3 9A 245 356 34.454 れTb F 
4070 3-98 279 236 34.666 IV F 4169 3 9A 219 377 34.462 IVb C 
4071 3-9A 145 377 34.688 IV F 4170 3 9A 133 376 34.197 IVb C 
'1072 2 9 J 13 8 34.668 IV C i 4171 3 9A 139 374 34.494 IV b F 
4073 2 -9 J 2 15 34.676 れf C 4172 3 9A 135 359 34.498 IVb C 
'1074 7 4C 349 158 34.863 IV F 4173 3 9A 125 337 34.506 IVb C 
4075 7-4C 290 123 35.357 IV F 4174 3-9A 114 316 34.502 IVb C 
4077 7 5C 375 106 34.859 N F 4175 7-2B 134 245 34.566 IVb F 
4082 7-5D 370 63 34.955 IV F 1176 7-38 96 223 34.560 IVb F 
4084 7-4E 298 25 34.894 れ/ F 4183 4D 364 37 34.791 IVb F 
4085 7 4E 108 29 34.906 IV F 4184 7-4C 201 48 34.907 IVb F 
4086 7-4E 167 80 34.902 N F 4185 7-1C 330 41 34.850 IVb F 
4087 7-4E 215 136 34.886 IV F 4196 7-3C 394 6 34.873 IVa F 
4088 7 4 E 205 150 34.881 日f F 4197 7-2B 14 397 34.833 IVb F 
4089 7-4E 335 148 34.922 N F 4198 7-28 6 。 34.840 IVb F 
4091 7-4E 291 158 34.896 口/ F 4199 7 2B 10 6 34.788 IVb F 
4092 7-4E 284 158 34.894 IV F 4200 7-28 5 3 34.788 IVb F 
4093 7-4E 246 166 34.893 N F 4201 7-2C 3 2 34.767 IVb C 
4094 7-4E 134 113 34.888 N ド 4202 7 28 5 394 34.776 IVb CO  
4095 7-4E 17 133 34.881 IV F 4203 7-2C 4 。 31.769 IVb F 
4102 7-4F 90 200 34.770 N F 4204 7-28 383 387 34.769 IVb F 
4103 7-4F 85 176 34.776 IV F 4205 3-lOC 67 16 34.862 IVa F 
4109 7-5F 106 270 34.712 IV F 4206 3 -10C 165 34 34.769 IVa F 
4115 7-5F 362 320 34.696 N F 4207 7-38 391 。 34.722 IVb F 
4121 7 4F 130 350 34.732 IV F 4208 7 2C 6 5 34.763 IVb F 
4123 7-4G 340 181 34.759 IV F 4209 7 2C 9 2 34.775 IVb C 
4128 7-3B 127 264 34.764 IVb F 4210 7 2C 10 6 34.779 IVb P 
4129 7 3B 176 181 34.780 Nb  F 4211 7 2C 9 2 34.776 IVb F 
4130 7 38 345 213 34.695 IVb F 4212 7 2C 33 。 34.774 IVb F 
4131 7 2C 105 84 34.731 IVb F 4213 7 2C 13 5 34.779 IVb F 
4132 7 2C 108 150 34.702 IVb F 4214 7-2C 3 4 34.702 IVb F 
4133 7 2C 140 156 34.702 Nb  F 4215 7 2.C 9 2 34.726 IVb F 
4134 7 2C 196 120 34.698 IVb F 4218 7 2C 255 4 34.714 IVb F 
4135 7-28 46 252 34.648 IVb F 
4136 3-108 96 217 34.679 IVb C 
.1117 :i -lnR 1":i :iAl :iA ぷQQ nTh R 

4138 3 -108 259 192 34.662 IVb F 
t1l39 3 98 369 375 34.520 IVb F 
4140 3-8B 8 299 34.566 IVb F 
4141 3 98 230 36 34.578 IVb F 
4142 3 9A 171 391 34.643 IVb C 
4143 3-8A 55 372 34.581 IVb F 
4144 3 8A 51 364 34.573 IVb F 
4145 3 8 A 20 368 34.535 IVb F 
4146 3 8A 24 332 34.528 IVb C 
4147 3-8A 41 136 34.588 IVb F 
4148 2-8J 34 381 34.517 IVb F 
4149 2 8 J 39 361 34.512 IVb F 
4150 2 8 J 32 358 34.518 日Tb F 
4151 2-8J 44 291 34.529 IVb F 
4152 2-8J 58 296 34.526 IVb C 
4153 I 2 8 J I 64 296 34.521 IVb C I 
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第14表 B区出土遺物属性表(1 ) 

番号 グリッド 丘シW S 歩N 際汚l 号~:frJI 被熱 ブ口ヅク {悶体 番号 グリッド E→可J S→N 擦両 器種 主段、熱 ブロ!ノク 個体

1 16 4 A 267 350 33.97'1 F 外 67 5-4J 76 136 34.304 F E 7 

216-4A 11 117 34.036 F B 20 68 5 4 J 47 911 34.293 F 巳 2 

3 16 5 A 367 451 34.015 F B 9 69 5 4 J 111 132 34.334 EミF D 15 

416-5A 294 181 33.998 F B 11 70 5 4 J 170 122 34.252 F D 

516-5A 276 161 33.896 F 日 11 71 5 4 J 198 173 34.290 F D 30 

6 16 5 A 170 164 33.897 F 8 72 5 4 J 169 210 34.229 y H D 

716-5A 157 156 33.876 C B 73 5 4 J 132 158 34.223 F H D 11 

8 16 5 A 150 166 33.895 F B 9 74 5 4 J 120 318 34.249 y B 9 

9 16 5 A 129 108 33.936 F B 16 75 5 4 J 135 366 34.1<11 C B 

10 6 5A 100 61 33.896 F B 9 76 5-4.J 314 315 34.193 F fヨ
11 6 6A 164 33.743 R F  C 77 5 4 J 327 303 34.211 y 日 B 

12 6 6A 181 33.815 F C 78 5 4 J 284 257 34.194 F H B 

13 6 6A 25 211 33.787 F C 31 79 5 4 J 276 118 34.423 F D 6 

14 6 6A 60 31 33.808 C C 80 5 -4 J 214 901 34.329 F D 

15 6-7A 270 51133.703 G C 単 81 5 -4 J 195 821 34.276 F H D 

16 6 7A 260 801 33.711 y C 82 5 -4 J 298 601 34.205 co D 6 

17 5 7 J 209 122 33.546 F 日 C 1 83 5 4 J 288 431 34.276 F D 

18 5 7 J 237 136 33.778 F C l 84 5 4 J 220 331 34.329 D 

19 5 J 316 871 33.788 F C 1 85 5-4J 166 251 34.392 y 日 D 12 

20 5 7 J 298 382 33.765 C C 9 86 5 -4 J 122 101 34.349 F D 

21 5 7 J 346 383 33.790 F C 5 87 5 4 J 110 221 34.372 F H D 

22 5-7J 366 214 33.861 SP C 27 88 5 4 1 246 353 34.258 F H D 

23 5 7 J 286 100 33.801 F C 1 89 5 4 1 210 372 34.333 F H D 

24 5-6J 45 322 33.804 F C 90 5 -4 1 245 308 34.492 co D 15 

25 5-6J 62 322 33.804 C H C 91 5 4 1 262 297 34.384 C H D 

26 5 -6 J 78 350 33.847 G C 主手 92 5 4 1 283 285 34.392 F D 12 

27 5-6J 86 368 33.818 SP C 29 93 5 4 1 273 212 34.452 F D 17 

28 5-6J 98 366 33.825 sc C 29 94 5 4 1 260 299 34.452 F D 

29 5-6J 106 357 33.811 F H C 95 5 4 1 210 263 34.391 F 。13 

30 5 6 J 116 356 33.860 G C 主幹 96 5 4 1 197 211 34.513 F D 3 

31 5-6J 130 383 33.821 G C 29 97 5 4 1 168 212 34.488 F D 6 

32 5 6 J 88 296 33.840 C H C 98 5 4 1 264 287 34.371 F 。
33 5-6J 76 301 33.860 G C 単 99 5 4 1 135 317 34.420 F D 3 

34 5-6J 53 226 33.814 F C I 100 5 4 1 122 347 34.386 F D 9 

35 5-6J 124 203 33.913 F C 6 101 5-5J 232 297 34.018 F B 

36 5-6J 144 256 33.915 co C l 102 5 6 J 162 248 33.850 F C 15 

37 5-6J 136 326 33.911 F C 31 103 5 6 J 820 F C 32 

38 5-6J 182 264 33.853 sc C 主再 104 5-5J 324 106 34.163 F E 10 

39 5-6J 212 250 33.874 M B  C 31 105 5 5 J 328 109 34.185 F E 11 

40 5-6J 190 295 33.894 co C 32 106 5 5 J 323 336 34.230 F B 

41 5 6 J 198 305 33.898 F C 32 107 5 4 J 282 116 3'1.238 F D 11 

42 5-6J 190 324 33.967 sc C 単 108 5 4 1 250 308 34.379 F D 6 

43 5-6J 174 337 33.892 F C 32 109 5 4 1 63 323 34.357 F E 

44 5 6 J 170 346 33.907 F H C 110 5-41 2 279 34.420 F H E 7 

45 5-6J 267 288 33.922 F C 111 5 5 1 379 367 34.242 F H E 

46 5-6J 308 348 33.900 M B  C 31 112 5 5 1 248 309 34.276 F E 

47 5 5 J 158 224 34.049 F B 113 5 5 1 111 346 34.180 F 日 F 9 

48 5-5J 94 190 34.024 F B 16 114 5-51 121 316 34.216 F F 

49 5-5J 197 81 34.080 F E 115 5 5 1 130 286 34.256 F F 9 

;jV ‘;j ;j J L凸三] l;jV Jせ.L(;j r 工〉 ~;j ~~( ;j J 1 iVV L‘コ‘コ .J'土..JVV F r iV 

51 5 5 J 211 320 34.012 F B 11 118 5 -5 1 22 337 34.195 F F 16 

52 5-51 284 387 34.088 F B 15 119 5 -5 1 32 262 34.188 F F 6 

53 5 5 1 310 252 34.095 1ヲ B 120 5 6 1 328 204 34.186 F H F 12 

54 5 5 J 311 243 34.148 1ヲ B 30 121 5-61 256 279 34.021 F F 

55 5 5 J 333 200 34.104 F E 12 122 5-61 249 368 33.962 y F 

56 5-5J 370 186 34.231 F E 15 123 5 -8 1 349 125 33.489 F K 

57 5 5 J 316 114 34.188 F E 9 124 5 -7 1 39 258 33.570 F 外

58 5 5 J 329 104 34.327 co E 11 125 5 -7 1 129 97 33.643 F H T王 22 

59 5-5J 345 71 34.183 F E 11 126 5 -7 1 159 61 33.674 F 日 K 

60 5 5 J 367 46 34.193 F E 9 127 5-71 286 81 33.821 F K 

61 5 5 J 370 171 34.225 F E 9 128 5 -7 1 307 31 33.851 F K 9 

62 5-5J 397 71 34.234 F E 16 129 5 -7 1 309 71 33.859 F 日 K 

63 5 4 J 8 80 34.201 F E 11 130 5 -7 1 322 15 33.872 F K 

611 5 11 J 23 150 31.146 F E 11 131 5 -7 1 328 30 33.873 F K 

65 5 4 1 32 120 34.253 F E 15 132 5 7 1 319 85 33.855 F K 

66 5 4 J 43 197 34.179 F E 9 133 5 -7 1 355 19 33.895 F K 
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第15表 B区出土遺物属性表(2 ) 

番号 グリッド E ペヘ/ S-+N 襟両 器稜 被熱 プロック f悶体 番号 グリッド E シW S 少N rJ!? 1.ι司r 器1重 被熱 ブロ yク{際体

267 5 8H 276 398 33.431 F 日 K 336 5 3 1 266 120 34.517 I土 上I G 
268 5 8H 300 365 33.415 F H K 337 5 3 1 303 51 3/1.504 T G 9 
269 5-8H 325 327 33.465 F H K 338 5 3 1 206 261 34.641 co G 13 
270 5 8H 265 362 33.368 E王 Iく 339 5 3 1 210 121 34.711 F G 
271 5-7H 60 831 33.550 F L 340 5 -3 1 188 361 34.684 F G 
272 5 7H 70 771 33.600 F L 341 5 3 1 187 211 34.711 T G 9 
273 5-7H 125 188 33.647 F H K 342 5 3 1 183 291 34.630 C G 
274 5-7H 146 164 33.724 F H K 343 5 3 1 190 331 34.695 F G 

275 5-7H 193 133 33.817 F L 344 5 -3 1 140 581 34.672 F G 

276 5-7H 187 171 33.823 F H L 345 5 -3 1 151 281 34.679 F G 2 

277 5-7H 230 741 33.884 F L 346 5 3 1 148 331 34.599 F G 13 

278 5-7H 178 431 33.968 F H L 347 5 3 1 33 371 34.679 F G 9 
279 5 7H 248 104 33.919 F H L 348 5 3 1 166 171 34.732 F 日 G 13 
280 5-7H 251 107 33.923 F H L 349 5 3 1 167 61 34.726 F G 9 
281 5 7H 319 150 34.076 F L 350 5 3H 150 398 34.578 F G 

282 5 7G 165 383 33.837 F L 351 5 3 H 167 392 34.663 y G 3 
283 5 7G 136 335 33.737 co L 5 352 5 3H 155 360 34.588 F G 17 
284 5 7G 227 283 33.943 co L o 353 5 3H 123 363 34.648 上 H G 13 
285 5-7G 247 244 33.958 F L 354 5-3H 106 370 34.655 co G 17 
286 5 7G 298 188 34.005 F L 5 355 5 3 1 89 115 34.537 F H G 
287 5 7G 146 96133.754 F H L リ「 356 5 3 1 52 102 34.543 F H G 
288 5-7G 138 451 33.729 co L 5 357 5 3 1 6 102 34.550 co G 8 
289 5 6G 215 259 34.433 RF H L 8 358 5 3 1 7 851 34.508 F G 9 
290 5-6G 342 348 34.427 F 外 359 5 -3 1 23 261 34.603 F G 
291 5-5G 62 274 34.557 F H 外 360 5 -3 1 31 71 34.630 F G 
292 5-5G 64 174 34.546 F タト 361 5 3 1 72 431 34.581 F G 9 
293 5 5G 18 301 34.470 F H タト 362 5 -3 1 75 381 34.551 F G 3 
294 5 5G 36 117 34.525 F タト 363 5 -3 1 85 91 34.643 F 日 G 
296 5 5G 243 289 34.592 F タト 364 5-3H 77 387 34.755 F H G 3 
297 5 5G 377 329 34.721 F I 365 5 3H 55 28/1 34.739 F G 
298 5-4G 16 140 34.634 y タト 366 5 3H 26 244 34.805 F G 9 
299 5-4G 27 51 34.659 C 外 367 5-3H 207 368 34.585 F G 
300 5-4G 103 247 34.743 F I 15 368 5-3H 213 288 34.581 F G 
301 5 4 G 297 398 34.734 F I 369 5 3 H 239 252 34.561 す G 
302 5-4G 278 289 34.731 F I 370 5-3H 179 206 34.733 F G 9 
303 5 4 F 317 731 34.328 C 日 M 371 5 3 H 105 201 34.641 F G 9 
305 5-4F 103 377 34.625 F タト 372 5 3H 34.709 F 可二 3 
306 5-5F 348 337 34.610 RF タト 26 373 5 3H 280 301 34.582 F タト
307 5-5F 220 150 34.380 F H タト 21 374 5 3H 312 171 34.575 F H タ卜

308 5-6E 228 363 33.932 F 外 375 5 3 H 319 31 34.505 F H タト
309 5 6E 382 382 34.111 F H 外 376 5 3 1 H5 205 34.524 F H G 8 
310 5 5E 120 373 34.133 F タト 377 5 3H 302 lL15 34.548 F タト
311 5-5F 390 41 34.293 F M 378 5 3H 318 108 34.554 F タト
312 5 4 E 16 247 34.063 F タト 379 5-2H 70 283 34.40'1 F H 
313 5 4 E 302 318 34.107 F M 380 5-2H 125 271 34.320 F、 タト
314 5-4E 34.042 F 不 381 5- H 37'1 152 33.867 F タト 9 
315 5-4E 302 249 34.055 F H M 382 5 G 208 292 34.110 N 
316 5-6G 335 37 34.385 F H タト 383 5-2G 159 95 34.056 F N 
317 5 6 F 268 93 34.106 F タト 385 5-2F 101 225 33.848 F タト
11 R 民 -7W つι1 qιに ':l':l RA口 L' v 

υつ:3にu U に Uつc: :.つ')(¥ M円00
U つ 1ι にV~つuに ムEア ff 

319 6 1A 73 353 33.938 F タト 15 387 5 3 G 95 114 34.598 じF タト 10 
320 6 1A 8/1 354 33.932 F 外 388 5 3F 80 260 34.414 F タト
321 6 1A 23 15 34.188 F 外 389 5-3F 303 171 34.145 F 15 
322 5 1 J 30 375 3'1.068 F 日 タト 391 5 3 F 73 33 34.197 F M 
323 6 1A 280 52 33.817 F クト 9 392 5 3E 64 293 34.013 F M 
324 5 3 J 18 351 34.139 F 外 395 5 3G 397 314 34.430 F タト 9 
325 5 3 1 141 290 34.452 F G 396 5 1 J 16 377 34.059 F タト
326 5 3 1 280 316 34.435 F タト 397 5 3H 103 375 34.595 RF G 15 
327 5 3 1 161 172 34.486 F G 398 5 3 1 163 11 34.569 F H G 
328 5 -3 1 218 213 34.506 F G 399 5 3 1 188 12 34.572 F G 3 
329 5 3 1 219 219 34.509 F G 

330 5 3 1 299 201 34.502 F 日 G 
1「440001 

5 -3 1 212 61 34.596 F G 

5 3 1 210 12 34.574 F H G 6 
331 5 2 1 40 219 34.441 F ク卜 3 402 5 3 1 206 18 34.576 F G 3 
332 5 3 1 350 170 34.536 F G 2 403 5 3 1 144 38 31.546 F G 13 
334 5 3 1 328 144 34.505 F H G 404 6 4 C 230 292 33.710 F A ヰ主

I 335 5 3 1 368 112 34.565 F G 9 405 6 '1 C 219 297 33.671 F A 
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第16表 B区出土遺物属性表(3 ) 

番号 グリソド 主乙 →可4 S→ N 1白言%ド? [口はJ 器f丞 被熱 フロァク {隠{本 番号 グリッド E->W s→N 探訪 器種 被熱 プ口ァク 個体

134 5 7 1 35E 125 33.863 F K 24 201 5 5H 215 317 34.568 F H 7 

135 5 6 1 221 721 31.136 F F 202 5 5 H 305 237 34.659 F 日 10 

136 5 6 1 222 162 34.142 F y 11 203 5 5H 286 216 34.641 F H 5 

137 5 6 1 298 981 34.206 F F 9 204 5 5H 228 132 34.681 co I 12 

138 5 6 1 373 176 34.260 F 2 205 5-5H 260 103 34.656 F I 15 

139 5 5 1 105 661 3'1.405 F F 10 206 5 5H 268 341 34.636 y I 7 

110 5 5 1 108 691 34.325 F F 207 5 5H 89 119 34.542 F J 4 
141 5 5 1 111 118 34.367 F 11 208 5 5H 80 141 34.525 F J 
142 5 5 1 112 143 34.357 F F 16 209 5 5H 102 158 34.505 T J 16 
143 5 fi 1 140 921 34.317 F ド ヌο 210 fi SH 82 254 3ι503 F H J 
144 5 5 1 156 151 31.496 F F 211 5 51-I 270 322 34.427 F H 9 
145 5 5 1 179 341 34.478 y F 212 5 5H 40 332 34.417 F J 20 
146 5 5 1 219 951 34.'125 F F 213 5 6H 394 232 34.409 F J 10 
147 5 5 1 218 113 34.412 F F 214 5 6 H 300 323 34.251 F j 

148 5 5 1 342 141 34.640 F H 3 215 5 6H 235 285 34.206 F J 
149 5 -5 1 382 451 34.540 す H 16 216 5-6H 216 357 34.221 F J 
150 5 5 1 376 621 34.509 F H 12 217 5 6H 160 305 34.193 F J 
151 5 -5 1 395 241 34.562 F H 218 5-6H 162 368 34.124 F J 
152 5 4 1 17 181 34.596 F H 219 5-6H 78 302 34.087 F J 
153 5 4 1 11 301 34.573 F H 3 220 5 61ゴ 98 244 34.162 C J 
154 5 4 1 43 241 311.598 F H 12 221 5 6H 100 223 34.178 C J 
155 5 -，1 1 41 481 34.566 F H 15 222 5 6H 88 222 34.262 C J 
156 5 5 1 383 169 34.540 F H 223 5-6H 76 238 34.174 F J 
157 5 4 1 59 133 3L1.527 F H 224 5 6H 72 229 34.189 F J 
158 5 4 1 103 871 34.551 F H 12 225 5 6H 68 194 34.213 F J 
159 5 1 1 122 110 34.539 F H 16 226 5-6H 32 881 34.232 RF  日 L 

160 5 -4 1 108 231 34.679 F H H 227 5 6H 62 891 34.259 F L 

161 5 -4 1 158 631 34.626 F H 4 228 5-6H 35 691 34.276 I¥.F L 

162 5 4 1 218 841 34.542 F H 16 229 5-7H 391 251 34.054 F H K 

163 5 -4 1 251 871 34.537 F H 7 230 5 7H 362 342 33.972 F Eζ 

164 5 4 1 289 791 34.549 y G 6 231 5 5H 71 263 34.464 F J 
165 5 4 1 62 981 34.580 F 日 7 232 5-7H 359 355 34.011 F H K 

166 5 -4 1 322 511 34.570 F G 30 233 5 7H 344 346 33.953 F 日 K 

167 5 -4 1 22 301 34.632 F 日 234 5-7H 310 258 33.943 F K 

168 5 4H '12 398 34.532 F H 235 5-7H 328 385 33.904 F K 

169 5 4H 82 357 34.645 F H 7 236 5 7H 312 393 33.913 F 日 K 

170 5-4H 81 352 34.650 F H 7 237 5-7子f 301 399 33.873 F 日 K 

171 5 4H 93 352 34.651 F 日 238 5 7H 318 317 33.933 F K 

172 5 4H 173 345 34.668 C H 239 5 H 304 333 33.964 F K 

173 5 4H 198 343 3.1.643 F 日 7 240 5-7H 311 342 33.938 F K 

174 5 4H 181 306 34.684 F H 6 241 5 7H 290 278 33.943 F I壬

175 5-4H 283 375 3'1. 613 F G 17 242 5-7H 264 312 33.864 y H K 

176 5 4H 313 328 34.651 F G 243 5-7H 263 360 33.858 F K 

177 5 4H 241 217 3'1. 710 F G 244 5 -7 I-1 263 365 33.884 F K 

178 5 4H 345 5'1 34.771 F 7 245 5 7H 260 362 33.868 F H K 

179 5 '1 H 279 42 34.702 co I 19 246 5-7H 255 366 33.847 C H K 

180 5 4H 16'1 212 34.7611 F H 9 247 5 7H 248 330 33.808 F 日 K 

181 5 4H 152 204 34.691 F H 15 248 5 7H 248 396 33.842 F 日 K 

182 5 4H 114 126 34.713 y I 10 249 5 7H 234 393 33.779 F 日 K 

1b::l ;:， 41寸 114 1(j:; j4.nl iプ i 1tJ :;jり j-'iH :;10 34j 33.i'il 1< K 

184 5 11 H 97 251 34.705 F H 6 251 5 7H 235 323 33.842 F K 

185 5 4H 28 234 34.716 co H 8 252 5 7H 220 310 33.855 C K 

186 5 4H 24 236 34.771 F H 253 5 7H 200 329 33.796 F K 24 

187 5 5H 388 241 34.656 F 日 H 12 254 5 7H 198 237 33.773 F K 

188 5 5H 385 376 34.588 F H 4 255 5 7H 171 338 33.714 F K 

189 5 5H 328 315 34.676 F H 8 256 5 7H 148 309 33.720 F K 

191 5 5H 274 287 34.607 sc H 9 257 5-7H 135 392 33.677 F K 

192 5 5H 271 292 34.614 F H 258 5 7H 133 378 33.693 F K 

193 5 5H 266 296 34.572 F H 16 259 5 7H 128 367 33.722 F K 

194 5 5H 260 302 34.572 F H 日 260 5 7H 104 376 33.721 F K 

195 5 5H 252 306 3'1.605 F H 8 261 5 7H 59 324 33.607 F K 

196 5 5H 258 382 34.5'13 F H 15 262 5 7H 95 342 33.657 F K 

197 5 5H 251 265 34.5tl4 F H 19 263 5 7子1 72 287 33.622 F H K 

198 5 51-1 213 334 34.560 F 11 4 264 5 -7I-I 126 210 33.688 F H K 

199 5 4H 142 319 311.669 F H H 265 5 8H 398 302 33.539 F H K 

200 5 4H 236 279 34.608 F G 266 5-7H 2 380 33.559 F H E三
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第17表 8区出土遺物属性表(4 ) 

番号 グリッド E→W S→N 襟 l笥 器後 被熱 フロック 総体 番号 グリッド E→W S→ N 際高 器種 被熱 フロック fllij体

406 6 4 C 200 280 33.752 F H A 472 5 7H 293 324 34.490 C K 

407 6 4 C 170 320 33.632 F A 473 5 7 H 272 309 34.488 F H K 

6 4 C 110 110 33.705 SC A 29 474 5 71-1 260 370 34.493 F K 

6-4C 31 260 33.713 RF A 25 475 5-7H 259 339 34.430 F H Eえ

110 6 6A 108 281 33.668 F C 25 476 5 7H 259 342 34.523 F 日 K 

411 6 7A 233 681 33.610 F C 1 477 5-7H 249 283 3，1. 420 F 日 K 

L1l2 5 6 J 394 235 33.812 ιifB C 33 478 5 7H 263 262 34.445 F K 

413 5-6J 391 271 33.818 F C 479 5 7H 135 299 34.278 F、 H iく

414 5 6 ] 394 292 33.810 F H C 480 5 7 H 103 316 34.230 F 日 K 

415 5 6 J 360 382 33.713 MB C 33 48] 5 71-1 64 323 34.205 ド 子[ K 9 

416 5 6 J 368 392 33.714 F C 482 5 7H 51 331 34.155 F K 

417 5 6 J 354 278 33.780 F C 483 5 7 H 112 213 34.256 F H K 

418 5 6 J 332 328 33.715 b在日 C 484 5 7H 398 141 34.830 L 

419 5 6 J 301 278 33.714 MB C 485 5 7H 359 lr11 34.745 ES L 28 

420 5 6 J 260 271 33.694 MB 日 C 487 71-1 196 121 34.400 ]士 日 L 

421 5 6 J 242 306 33.768 MB C 489 5 7H 38 551 34.115 F H L 

422 5 6 J 236 303 33.764 F C 490 5 7G 389 325 34.681 PE L 

423 5 6 J 276 340 33.678 F C 491 5 7G 375 264 34.745 F L 5 

421 5 6 J 274 354 33.738 F C 492 5 7G 330 296 34.683 F L 9 

425 5 6 J 264 364 33.682 MB C 34 '193 5 7G 326 288 34.691 F L 

L126 5 6 J 220 326 33.659 F C 49'1 5 7G 260 381 34.545 釘 L 

427 5 5 J 46 106 33.863 CO  F 15 495 5-7G 246 330 34.556 F H L 

428 5 6 J 251 198 33.710 MB C 31 496 5 G 326 298 34.725 F L 20 

429 5 5 1 21 171 34.028 F 日 F 9 '197 5 7G 298 275 34.620 SC L 23 

430 5 6 1 367 211 33.995 F F 22 498 5 7G 323 218 34.652 F L 5 

431 5 -6 1 212 200 33.824 F 1ヲ 499 5 7G 320 204 34.620 RF L 23 
，132 5 6 1 162 137 33.773 F F 9 500 5 7G 336 154 34.632 F L 

433 5 -6 1 104 100 33.748 F 上I K 501 5 7G 167 349 33.686 F L 5 

434 5 6 1 21 221 33.703 C H K 502 5 7G 128 366 33.661 F H L 

435 5 6 1 23 188 33.659 C 日 K 503 5-7G 98 337 33.611 F L 

436 5 6 1 32 197 33.692 F K 504 5-7F 285 348 33.912 F L 6 

437 5 7 1 395 185 33.591 F K 505 5 7F 275 330 33.842 F L 5 

438 5 7 1 366 134 33.633 C K 506 5-6G 107 254 34.189 F L 9 

439 5 6 1 96 235 33.753 iミF K 507 5-6G 4 278 34.091 F L 9 

440 5 6 J 21 351 33.626 RF C 9 508 5-5H 299 136 34.573 F 1 

441 5 6 J 86 801 33.515 F C 27 509 5-5H 295 145 34.563 RF I 

442 5 6 J 141 50133.710 F 日 C 10 510 5-5H 326 200 34.574 F H 

443 5 6 J 168 263 33.658 F C l 511 5 5H 282 232 34.554 F H 4 

444 5 6 J 78 369 33.616 G C 工 512 5 5H 229 274 34.491 F H 7 

445 5-6H 366 244 34.111 F J 513 5 5H 250 298 34.468 F 日

446 5-6H 338 244 34.138 F J 514 5 5H 220 322 34.483 I土 H 4 

147 5 6H 322 249 34.054 F J 515 5 5 H 282 349 34.512 F H 9 

448 5 6H 316 261 34.074 F J 516 5 5H 274 35'1 34.491 F H 4 

449 5 6H 362 288 34.055 F J 517 5 5H 249 357 34.468 F H 7 

450 5 6H 297 276 34.068 F j 518 5 5H 239 378 34.493 F H 
1151 5 6H 212 214 34.003 F 日 j 519 5 5H 234 384 34.412 F 日 10 

452 5 6 1 188 361 33.823 F F 15 520 5 5 1 215 71 34.417 F H 

453 5 7H 369 325 34.656 F K 521 5 5H 248 395 34.457 F 日 10 

454 5 7H 373 334 34.580 F K 522 5 5 1 261 01 34.1151 F 上玉 7 

'lbb b (土t jbb 五五i j4.bJU l' K b2j b b上士 2(ji:) j92 34.493 F 上でi

456 5 7H 357 351 34.616 F Eく 524 5 5 1 279 71 3/1.449 F H 

457 5 7H 351 331 3'1.570 C K 525 5 5 1 284 13 34.472 F 日

458 5 7H 348 318 34.625 F K 526 5 5 1 255 23 34.452 F 日

459 5 7H 365 372 34.556 F K 527 5 5 1 326 18 34.493 F H 

460 5-7H 363 368 3'1.532 F H K 528 5 5 1 302 50 34.452 F トI H 

461 5 7H 353 373 34.535 F H K 529 5 5 1 328 47 34.433 F 日

462 5-7H 350 368 34.535 F 日 K 530 5 5 1 316 68 34.409 F 日 9 
463 5-7H 339 361 34.582 F K 531 5 5 1 352 47 34.483 F H 7 
464 5 7H 346 344 34.620 C K 532 5 5 1 359 48 34.474 F H 

'165 5 H 340 348 34.608 F H K 533 5 5 1 34.455 F 不 16 
466 5-7H 342 338 34.545 F K 53/1 5 5 1 385 47 34.461 F H 1 

467 5 7H 333 346 34.564 C K 535 5 5 1 391 57 34.438 F H 7 

'168 5-7H 322 347 34.558 C H K 536 5 5 1 366 132 34.368 F 日 9 

469 5 7H 325 363 34.520 F K 537 5一-5 1 342 129 34.458 F H 
470 5 7H 307 330 34.516 F 日 K 538 5 5 1 223 60 34.388 F 4 
47115 -7 H 290 312 34.502 F 日 K 539 5 5 1 209 152 34.272 F F 7 
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第18表 B区出土遺物属性表(5 ) 

番号 グリソ I~' E一歩w S 一歩N 襟高 2苦種 被熱 7口ヅク {悶体 番号 グリヅド 玄シ羽f S-+N 襟高 器種 被熱 7口ック 個体

540 5 5 1 210 174 34.241 RF lヲ 15 606 5 4 1 128 51 34.575 F H 16 

541 5 5 1 260 207 34.239 F F 607 5 -4 1 159 31 34.594 F H 

542 5 5 1 332 351 34.144 F E 11 608 5 4H 240 373 34.522 F 日

543 5 5 J 374 141 34.134 F E 2 609 5 4H 249 391 34.509 F G 13 

544 5 5 J 369 151 34.163 F E 15 610 5 4H 326 359 34.564 y 日 G 

545 5 -5 J 357 931 34.128 F E 15 611 5-4H 326 350 34.561 co G 11 

546 5 5 J 302 601 34.102 F E 14 612 5 4 1 276 281 34.487 y G 

547 5 5 J 300 561 34.179 F 豆 11 613 5 4 1 264 351 34.475 F G 

548 5 -5 J 339 150 34.146 F E 10 614 5 4 1 282 701 34.446 F G 

549 5 5 J 371 831 34.078 F E 11 615 5 4 1 257 801 34.506 F 日 6 

550 5 5 J 345 108 34.009 F E 9 616 5 4 1 212 831 34.442 F 日 12 

551 5 5 J 274 286 33.959 F H B 617 5 4 1 186 761 34.444 co 日 16 

552 5 5 J 201 345 33.856 F H B 618 5 4 1 171 281 34.517 F H 日

553 5 5 J 152 346 33.836 F B 15 619 5 -4 1 156 411 34.507 F H 7 

554 5 5 J 27 230 33.829 F C 620 5 4 1 136 681 34.438 co H 18 

555 5 5 J 182 162 33.972 F B 621 5 4 1 122 781 34.468 F 日 H 

556 5 5 J 193 134 33.970 F E 622 5 1 1 157 103 31.118 F H 12 

557 5 -5 J 119 80 I 34.050 F F 623 5 4 1 34.490 F 不 3 

558 5 5 J 77 761 34.023 F F 11 624 5 -4 1 122 931 34.431 F H 12 

559 5 -5 1 120 318 34.063 F F 7 625 5 4 1 89 511 34.508 F 日 3 

560 5 5 1 83 312 31.076 F F 6 626 5 4 1 68 108 34.484 F H 7 

561 5 5 1 80 319 34.087 F F 627 5 4 1 29 77134.471 F H 12 

562 5 5 1 10 286 34.077 F F 11 628 5 4 1 106 140 34.418 F 日 16 

563 5 5 1 55 244 34.183 F F 9 629 5 4 1 200 188 34.360 F D 9 

564 5 5 1 58 237 34.155 F F 16 630 5 -4 1 203 192 34.377 F H D 

565 5 5 1 53 218 31.151 F F 15 631 5 -4 1 173 213 34.352 F D 9 

566 5 5 1 68 198 34.130 F F 17 632 5 4 1 143 239 34.323 T D 単

567 5 5 1 10 186 34.138 F F 16 633 5 4 1 192 272 34.395 F D 8 

568 5 5 1 88 162 34.211 F F 634 5 4 1 216 262 34.308 F D 29 

569 5 -5 1 76 981 34.227 RF F 8 635 5 4 1 272 208 34.354 F D 8 

570 5 -5 1 40 631 34.225 F F 636 5-41 373 199 34.424 F G 24 

571 5 5 1 173 263 34.148 F F 5 637 5 4 1 117 327 34.225 RF D 15 

572 5 5 1 176 243 34.202 F 日 F 638 5 4 1 128 378 34.222 F 。
573 5 5 1 197 207 34.229 F F 20 639 5 -4 1 65 388 34.198 F 日 E 

574 5 5 1 159 194 34.191 F F 640 5-4J 137 74 34.208 F D 

575 5 -5 1 166 166 34.278 F H F 641 5-4J 196 36 34.235 F E王 D 

576 5 5 1 166 109 34.328 C H F 642 5 4 J 17 78 34.120 F E 

577 5 -5 1 155 102 34.322 F 日 F 643 5-4J 39 62 34.119 F E 

578 5 -5 1 140 110 34.251 F H F 9 644 5-4J 13 801 34.159 F E 9 

579 5 5 1 189 79134.341 F F 20 I 645 5-4J 122 174 34.160 F D 15 

580 5 5H 188 344 34.386 F 日 18 646 5 4 J 167 191 34.188 F D 17 

581 5 5H 187 317 34.409 F 日 647 5 4 J 217 113 34.181 F D 24 

582 5 6 1 387 224 34.287 F 648 5 4 J 263 108 34.218 RF D 

583 5 6 1 382 23/1 34.252 F F 649 5 4 1 318 160 34.391 C G 

58/1 5 -6 1 369 366 34.155 F 日 F 650 5 4G 280 372 34.609 F I 9 

585 6 5A 369 241 33.925 F B 9 651 5 4G 296 371 34.601 F 1 

586 6 5A 329 541 33.964 F B 21 652 5 4H 297 131 34.594 F I 9 

587 6-5A 252 321 33.860 F B 9 653 5-4H 32 87 34.643 F I 

588 6 5A 236 7'11 33.875 F B 11 654 5-4H 36 131 34.612 F I 16 

.'i尺q 日日 A :17.R 7.71 :1:1.R56 F 外 11 655 5 4H  86 120 34.606 I 19 

590 6-5A 97 164 33.777 F B 15 656 5 4H  101 136 34.623 H I 

591 5-4F 76 72 34.203 F M 657 5 4H  116 145 34.651 F I 

592 5 4 F 70 94 34.258 RF M 658 5 4H 207 147 34.605 F I 20 

593 5 '1 F 87 104 34.288 F M 659 5-4H 168 203 34.572 F H 6 

594 5 4 F 115 106 34.294 F M 660 5-4H 152 246 34.617 F 日 H 

595 5 4 F 185 47 34.195 F M 661 5 4H 7 259 34.552 F H 1.5 

596 5 4 F 227 70 34.232 F M 662 5-4H 55 280 34.612 F H 4 

597 5 4 F 165 250 34.424 F M 663 5-4H 74 276 34.553 F H 12 

598 5-4G 362 196 34.600 F 外 664 5-4H 82 302 34.592 F H 

599 5 3G 358 198 34.238 K 外 20 665 5-4H 80 329 34.599 F 日 7 

600 5 3G 298 314 34.419 K 外 耳主 666 5-4H 70 337 34.603 F 日

601 5-2G 172 138 33.935 F N 667 5-4H 62 332 34.581 F 日

602 5 2G 168 196 33.930 F 日 N 668 5 4H  60 340 34.568 F H 

331 116 33.657 F N 15 669 5 4H 46 143 34.536 F I 7 

43 11 34.501 F H 670 5 4H  118 310 34.578 F H 8 

605 5 4 1 86 12 34.557 F H 9 671 5 4H 124 304 34.567 F H 
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第20表 8区出土遺物属性表(7 ) 

番号 グリッド E→W S-"+N 十葉商 器 f重 被熱 ブロヅク 個体 番号 グリッ F"E→W S→N 標区I 器種 被熱 ブロック {間体

805 5 5 J 316 266 33.983 F B 9 872 5 -3 1 67 201 34.412 F G 2 

806 6-4A 13 191 33.989 F B 15 873 5 3 1 62 261 34.433 F 日 G 

807 6 4 B 76 284 33.796 D 外 ヰ王 874 5 -3 1 50 411 34.398 F G 

808 6 5C 308 116 33.620 F A 875 5 3 1 38 104 34.358 F G 9 

809 6 4 C 204 299 33.623 F A 29 876 5 -3 1 55 861 34.377 F G 2 

810 6 3A 38 241 34.004 F ゲト 6 877 5 3 1 60 721 34.402 F G 2 

811 6 2B 334 173 33.831 F タト 878 5 3 1 175 841 34.363 F G 15 

812 5 3 1 171 200 34.179 F G 879 5 -3 1 176 135 34.339 F G 

813 5 2 1 16 314 34.329 F 外 3 880 5 3 1 212 31 34.376 F G 9 

814 5 2 1 91 285 34.320 T タト 30 881 5 3 1 254 161 34.386 F 日 G 9 

815 5 2 1 144 283 34.240 F H タト 882 5 -3 1 47 246 34.236 F G 

816 5 2F 340 245 33.331 F N 883 5 -3 J 47 100 34.088 F D 8 

817 5 1 F 60 231 33.111 F N 884 5 -3 J 39 471 34.114 F D 8 

818 5 1 F 63 233 33.080 F N 885 5 3 J 50 461 34.034 F D 6 

819 5 1 F 51 300 33.181 F N 886 5 -3 J 44 401 34.115 F D 8 

820 5 1 F 61 41 33.178 F 日 タト 887 5 3 ] 24 111 34.119 F D 8 

821 5 1 G 64 151 33.237 F N 15 888 5 4H 142 180 34.532 F H H 

822 5 1G 196 130 33.050 EF N 26 889 5 1H 155 205 34.537 T H 10 

823 5 1H 83 125 33.602 F 外 890 5 主H 188 272 34.553 F 日 15 

824 5 3H 370 208 34.381 F タト 891 5 4H 97 316 34.506 F H 9 

825 5-3H 336 210 34.388 F H 外 892 5 4H 56 294 34.500 F H 

826 5 3H 344 358 34.277 F G 893 5 4H 64 321 34.536 F H 9 

827 5 3H 328 367 34.333 F G 894 5-4H 70 332 34.544 F 日

828 5 3H 322 368 34.289 F G 895 5 4H 58 322 34.497 F 干f 4 

829 5 2 1 4 301 34.273 F G 2 896 5-4H 52 318 34.527 F H 

830 5 2 1 90 122 34.218 F タト 897 5-4H 42 302 34.459 F 日 15 

831 5 2 1 92 230 34.273 T タト ヰ主 898 5 4H 44 345 34.477 F 日

832 5 3H 206 374 34.394 F G 9 899 5 4H 80 364 34.462 F 日

833 5 3H 195 356 34.398 F G 2 900 5 4H 28 386 34.455 F H 

834 5 3H 128 322 34.443 F G 15 901 5 4 1 50 141 34.430 F H 

835 5 3H 107 310 34.428 F G 2 902 5 4 1 90 21 34.448 F H 7 

836 5 3H 86 305 34.426 F G 903 5 4H 132 390 34.480 sc H 10 

837 5 3H 67 295 34.412 F G 9 904 5 4H 195 383 34.455 F H 

838 5 3H 75 305 34.468 F G 2 905 5 4H 253 365 34.488 F G 

839 5 3H 10 305 34.441 F G 15 906 5 4H 306 290 34.418 F G 15 

840 5-3H 34 340 34.442 F G 2 907 5 4 1 328 128 34.364 F G 13 

841 5 3H 10 370 34.414 C G 908 5 4 1 338 172 34.340 F G 

842 5 3H 47 336 34.427 F G 909 5 4 1 168 130 34.354 F H 9 

843 5 3H 61 344 34.454 F G 17 910 5 -4 1 258 145 34.337 F 。 3 

844 5 3H 74 326 34.431 F G B 911 5 -4 1 224 147 34.373 F 。16 

845 5 3H 113 206 34.456 F G 17 912 5 4 1 202 54 34.399 F H 

846 5 3H 106 265 34.434 F G 9 913 5 4 1 196 100 34.391 F H 12 

847 5 3H 1H 347 34.426 F G 2 914 5 4 1 147 66 34.446 F H 7 

848 5 3H 75 396 34.407 F G 9 915 5 4 1 144 66 34.438 F 日 15 

8/19 5-3H 170 393 34.415 F G 9 916 5 4 1 132 60 34.428 1、 上i 尊重 」

850 5 3H 34.'137 F 不 9 917 5 -4 1 114 93 34.111 F 日

851 5 3H 164 398 34.430 F G 9 918 5 4 1 92 34 34.441 ド H H 

852 5 3 1 147 61 34.'139 F G 919 5 4 1 63 35 34.475 F H 

853 5 3 1 174 61 34.'104 F G 920 5 -4 1 50 36 34.416 F H 15 

U口υ υr υq ムτ J、L、C、s、亡z -ムl'μ、 つ'，"必"nc
ふE 

r 、
日u り一1 品 uに A ムムr '1ιつ~ Al '1/1 ;1ι1 j:;' l-i ワ

855 5 3 1 174 13 34.408 F G 9 922 5 -4 1 35 47 34.456 F H 日

856 5 3 1 170 1<1 34.'110 C G 923 5 4 1 33 48 34.449 C H H 

857 5 3 1 159 17 34.423 F G 9 924 5 4 1 58 7'1 34.391 F H 

858 5 -3 1 150 29 34.428 F G 925 5 4 1 8 44 34.443 F H 12 

859 5 3 1 161 27 34.398 F G 2 926 5 5 1 395 17 34.425 F H 

860 5 3 1 166 34 34.'152 F G 927 5 5 1 376 45 34.389 F H 7 

861 5 3 1 196 31 34.371 G 3 928 5 5 1 372 41 34.432 F 日 10 

862 5 3 1 180 '13 3/1.400 F H G 13 929 5 5 1 348 83 34.334 F H H 

863 5 3 1 168 56 34.417 i土 G 17 930 5 5 1 37'1 110 34.309 F H 9 

864 5 3 1 146 56 34./101 F G 8 931 5 5 1 345 110 34.303 co H 10 

865 5 3 1 120 30 34.416 F G 2 932 5 -5 1 344 140 34.265 F 日 日

867 5 3 1 100 64 34.390 F G 9 933 5 5 1 314 174 34.222 F F 

868 5 3 1 95 40 3/1.373 F G 934 5-5H 248 389 34.420 F H 

869 5 3 1 日。 40 34.421 F G 2 935 5-5H 231 384 34.356 F H 9 

870 5 3 1 79 51 3/1.4Lll F G 9 936 5 5 H 280 373 34.409 F 日 16 

871 5 3 1 54 41 3'1.'191 I干 G 9 937 ヨーゴ旦~LJl空4 34.414 F 日
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第21表 8区出土遺物属性表(8 ) 

番号 グリ:;1': E→W S一歩N 標高 器 1議 被熱 ブロヅク 個体 番号 グリッド E→W S...，.N 際民 器f丞 被熱 ブロック {障体
938 5 5上f 272 357 34.384 F 日 4 1004 5 4 J 80 293 33.958 F Iヨ
939 5 5H 284 348 34.403 F H 10 1005 5 4 1 134 303 33.986 F H B 
940 5 5H 217 362 34.353 F H 7 1007 5 4 1 230 310 33.764 F H 日 11 
941 5 5H 237 287 34.406 F H 7 1008 5 4 1 28 186 34.045 F E 10 
942 5 5H 206 296 34.372 F 日 7 1009 5 4 J 74 100 34.050 F E 5 
943 5-5H 249 240 34.415 F H 7 1010 5 4 J 127 127 34.056 F 。
944 5-5H 128 389 34.271 F F 1011 5 4 J 10 271 34.116 RF  E 15 
945 5 -5 1 169 130 34.199 F F 16 1012 5 4 1 31 281 34.098 F 日 E 21 
946 5 6 1 381 140 34.092 F H F 9 1013 5 4 1 15 101 34.092 F E 9 
947 5 -6 1 383 160 34.111 F H I土 1014 5 4 1 4 391 34.087 F E 11 
948 5 -6 1 72 234 33.753 F iく 1015 5 4 J 177 171 34.181 F iコ
949 5 -6 1 88 321 33.800 F H K 1016 6 4A 46 321 33.889 F Eヨ 9 
950 5 6 1 202 361 33.822 F F 16 1017 5 4 J 209 119 34.064 F D 10 
951 5 6 1 146 21 33.827 F J 4 1018 5 4 J 213 103 34.133 F 。
952 5-6J 44 135 33.670 PE C 1019 5 4 1 298 112 34.078 F D 
953 5 6 J 104 145 33.683 PE  C 1020 5 4 1 233 368 34.183 D 
954 5 6 J 10 186 33.649 F C 1 1021 5 -4 1 240 350 34.180 F D 21 
955 5 6 J 119 198 33.689 MB  H C 1022 5 4 1 280 363 34.178 F D 
956 5 6 J 44 254 33.627 b在B 日 C 1023 5 1 1 243 326 34.201 F D B 
957 5-6J 74 194 33.626 K C 単 1024 5 4 I 157 278 34.234 F D 11 
958 5 6 J 90 184 33.663 C 日 C 1025 5 4 1 118 297 34.222 F H D 
959 5 6 J 68 381 33.596 MB  C 31 1026 5 4 1 268 263 34.233 F D 8 
960 5-6J 124 182 33.695 F H C 1027 5 4 1 216 211 34.296 F D 8 
961 5 6 J 150 218 33.701 c Er C 

962 5-6J 150 192 33.702 H C 
1028 5 4 1 250 200 34.357 F 。 3 
1029 5 4 1 242 281 34.275 F D 15 

963 5 6 J 177 158 33.725 SP C 持主 1030 5 4 1 271 298 34.213 F D 
964 5 6 J 286 167 33.757 MCO C Iまi 1031 5 4 1 305 207 34.343 F p 15 
965 5-6J 280 132 33.776 F H C 1032 5 4 1 312 220 34.273 F D 
966 5-5J 48 125 33.843 F F 15 1033 5 4 1 334 240 31.276 F D 
967 5 5 J 80 217 33.780 F B 1034 5 4 1 159 165 34.326 F 。
968 5 5 J 175 100 33.949 F E 14 1035 5 4 1 171 166 34.310 RF  D 3 
969 5 -5 1 139 384 33.959 F F 日 1036 6 5A 289 181 33.779 F B 
970 5 5 1 32 266 33.987 F H F 11 1037 6 5A 152 147 33.710 F B 
971 5 5 1 108 290 34.041 F F 22 1038 6 6A 280 133 33.654 h在B C 33 
972 5 5 1 152 315 34.072 F F 10 1039 6 6A 370 260 33.636 F 外
973 5 5 1 378 201 34.225 F H 2 1040 6 6 A 100 901 33.613 MB  C 31 
974 5 5 1 391 153 34.604 F 日 9 1041 6 6A 17 23133.551 F C 
975 5 5 J 318 61 34.061 F 巳 9 1042 5 3 1 34.398 F 不 9 
976 5-5J 320 22 34.053 F E 11 1043 5 -3 1 152 241 34.403 F G 2 
977 5-5J 390 331 34.056 MB  E 34 1044 5-3H 28 212 34.404 F G 15 
978 5-5J 332 331 34.025 F E 6 1045 5 4 1 39 431 34.413 F H H 
979 5-5J 350 391 34.056 F H E 7 1046 5 4 1 30 561 34.316 F 日 8 
980 5 5 J 337 44 34.054 F E 1047 5-3H 12 385 34.408 F G 
981 5 5 J 317 68 34.012 F E 1048 5 2G 398 87 33.297 F N 
982 5 5 J 333 76 34.013 F E 11 1049 5 2H 248 240 33.894 PE  H タト
983 5-5J 388 3134.076 H E 11 1050 5 1 1 150 226 33.614 RF  タト
984 5-5J 384 301 34.093 F E 15 1051 5 3H 326 388 34.219 C H G 
985 5 5 J 371 76 34.044 F E 1052 5-3H 249 397 34.329 F G 17 
986 5 5 J 370 81 34.034 F H E 1053 5 3 1 251 40 3'1.333 F G 9 
987 fi .'i T :i81 月日 :i4.O:i日 F 干-r F ln"Ll 円 1T-T 1"<; ワ且ワ QA Qι!i L、 「三

988 5 5 J 370 89 33.997 sc E 9 1055 5 3H 127 343 34.336 F G 2 
989 5 5 J 277 93 33.985 F E 11 1056 5 3H 74 344 34.362 F G 9 
990 5 5 J 299 131 3'1.033 F E 1057 5-3H 29 370 34.357 F G 9 
991 5-5J 278 132 33.969 y E 15 1058 5 3H 149 387 34.352 F G 17 
992 5 5 J 298 146 33.963 F H E 21 1059 5 3 1 168 41 34.338 T G 30 
993 5 5 1 288 190 33.969 F E 11 1060 5 3 1 183 91 34.323 F G 9 
994 5-51 372 165 33.994 F E 9 1061 5 3 1 186 30 34.317 F G 
995 5-51 398 186 33.992 F E 1062 5 3 1 181 32 34.355 F G 2 
996 5 -5 J 316 233 33.924 F B 9 1063 5 3 1 148 29 34.336 F H G 8 
997 5-5J 298 268 33.941 F B 9 1064 5 3 1 114 10 34.347 F 日 G 
998 5-51 233 357 33.883 F B 13 1065 5 3 1 46 61 34.349 F G 2 
999 5 5 J 286 324 33.901 F B 21 1066 5 3 1 63 12 34.366 F G 9 
1000 5-5J 287 356 33.847 C B 1067 5 -3 1 56 24 3'1.331 C G 
1001 5-51 334 33.870 

F F 
B 11 

1002 5-51 337 33.872 B 

1068 5 3 1 54 38 34.354 F G 9 

1069 5 3 1 92 26 3'1.349 F G 
1003 5 5 J 340 333 33.885 F B 15 1070 5 3 1 146 108 34.302 F G 
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第22表 B区出土遺物属性表(9 ) 

番号 グリッ 1;E→W S→N 標高 器種 被熱 7口ァク 個体 番号 グリッド E→W S→N 襟 I苅 器種 被熱 ブロソク {悶体

1071 5 -3 1 60 116 34.310 F G 1137 5 -4 1 242 268 34.180 F D 22 
1072 5 3 1 14 108 34.336 F G 17 1138 5 -4 1 272 303 34.175 F D 

1073 5 3 1 282 178 34.279 RF  G 15 1139 5 4 1 223 302 34.134 1ヲ 日 D 

1074 5-3H 376 235 34.241 F 日 タト 1140 5 4 1 262 323 34.138 T D 10 
1075 5 3H 310 謂34.263 F G 17 
1076 5 4 386 34.426 F G 18 
1077 5 3 1 13 34.124 F 。 8 

1141 5 1 1 274 348 31.131 F D 

1142 5 4 1 295 350 34.121 F D 3 

1143 5 4 1 314 392 34.132 F D 

1078 5-3J 14 141 34.059 F D 8 1114 5 4 1 215 390 34.129 F D 

1079 5 4H 257 77134.443 F H 1145 5 4 1 147 186 34.100 C 日 。
1080 5 4H 236 861 34.443 F I 318 34.147 y D 

1081 5 4H 170 150 34.504 T I 15 336 34.141 F D 2'1 
1082 5 1H 35 115 31.466 I 1148 5 4 1 143 312 34.141 y D 8 
1083 5 4 H 6 691 34.443 F I 1149 5 4 1 156 298 34.182 F D 15 
1084 5-4H 30 297 34.428 F H 1150 5 4 1 126 322 34.142 F D 
1085 5-4H 50 297 34.489 F 日 1151 5-41 134 332 34.147 F D 
1086 5-4H 35 307 34.421 F 日 10 1152 5 4 1 92 150 34.151 F H 
1087 5 4H 32 112 34.432 F 1 8 1153 5 -4 1 112 322 34.114 F D 6 
1088 5 4H 42 114 34.445 F 1 6 1154 5 -4 1 80 274 34.168 F D 6 
1089 5 1H 50 312 3，1.418 F H 1155 5-41 34.049 F 不

1090 5-4H 48 335 34.439 ぐr H 15 1156 5 4 1 70 194 34.042 C D 
1091 5 4H 83 260 34.470 F H 1157 5-41 56 310 34.099 F E 9 
1092 5 4H 100 251 34.485 F H 15 1158 5 4 1 4 337 34.041 F E 15 
1093 5-4H 148 278 31.472 F H 1159 5 4 1 12 191 34.182 T 壬王 E 
1091 5 1H 170 260 34.161 F 日 9 1160 5 -5 1 258 322 31.003 T E 23 
1095 5 4H 160 300 34.406 T 日 15 1161 5 -5 1 341 194 34.150 F H E 
1096 5-1H 217 310 34.443 F H 3 1162 5 5 1 306 116 34.219 F H H 13 
1097 5 4H 226 110 34.377 I干 I 1163 5 -5 1 327 110 34.218 co H 20 
1098 5 4H 225 378 34.414 F H 5 1164 5 -5 1 360 111 34.261 F H 
1099 5-4H 268 358 34.356 F G 1165 5 5 1 380 126 34.256 F E王 H 
1100 5 4H 287 320 34.349 T G 15 1166 5 5 1 376 115 34.267 F H 20 
1101 5 1H 158 350 34.'l51 F H 9 1167 5 -5 1 374 110 34.268 y H 
1102 5-4H 153 380 34.411 F 日 1168 5 5 1 394 951 34.293 F H 15 
1103 5 4H 152 396 34.427 F H 4 1169 5 -5 1 356 781 34.284 F H 7 
1104 5-4H 88 350 34.409 F H 1170 5 -5 1 398 641 34.324 F 日 H 
1105 5-4H 90 370 34.403 F 日 1171 5 5 1 326 295 34.006 F E 
1106 5 4H 17 395 34.400 F H 20 1172 5 -5 1 338 221 34.331 F H H 
1107 5 -4 1 21 71 34.400 F 日 1173 5 5 1 250 381 34.276 F H 7 
1108 5 -4 1 32 141 34.376 日 日 1174 5 5H 298 384 34.331 F 日 4 
1109 5 4 1 37 61 34.381 F H 1175 5-5H 281 348 34.318 F 日

1110 5 4 1 60 81 34.363 F H 16 1176 5-5H 292 382 34.332 F H 10 
1111 5 -4 1 18 221 34.364 y 日 1177 5 5H 235 267 34.329 F 日

1112 5 4 1 10 25 34.385 F H H 1178 5 5G 213 397 34.337 F 

1113 5 4 1 15 371 34.382 F H 1179 5 5H 275 385 34.309 F H 
1114 5 -4 1 8 41 34.357 F H 1180 5 5 1 158 61 34.257 F F 7 
1115 5 4 1 12 591 34.347 F H 1181 5 -5 1 167 100 34.159 F F 24 
1116 5 4 1 14 82 34.310 F H H 1182 5 -5 1 229 148 34.153 F F 15 
1117 5 -4 1 30 56 34.3'15 1ヲ H 1183 5 .5 1 151 152 34.127 F F 

1118 5 ，1 1 36 48 3'1.354 F H 1184 5 -5 1 170 244 34.070 F F 9 
1119 5 4 1 45 46 34.355 F H 16 118.5 5 5 1 129 302 33.998 F F 
1志 1ふ“り円υ υに A T τ υにuに U 亡吋 つ')Aム・ uつ71ム τムァ Jτ'"τ K 

7 1ム 1ムBヲv・ ~τ L 円‘JぺOJ 円ωvv q、_)~l. .ハ、，ハ、J'-1. i了、t ムττよ I' 

1121 5 11 1 90 28 34.362 F 日 1187 5 5 1 98 243 34.033 F F 

1122 5 4 1 92 61 34.350 F H 15 1188 5 .5 1 82 308 33.982 F F 9 I 
1123 5 4 1 120 83 34.315 F H H 1189 5 5 1 23 264 33.932 F F 11 
1124 5 '1 1 171 29 34.372 F 日 9 1190 5 6 1 。 19 33.949 F K 
1125 5 4 1 152 lL10 34.240 F H 1191 .5 6 1 391 176 3/1. 006 F F 

1126 5 4 1 218 19 34.332 C H 4 1192 5 6 1 398 138 34.0.56 F F 15 I 
1127 5 4 1 247 ぞ7. 34.332 F 日 1193 .5 6 1 358 114 34.066 F F 22 
1128 5 4 1 300 61 34.353 F G 15 1194 5 6 1 342 138 34.021 F F 

1129 5 4 1 310 61 34.327 F G 7 1195 5 6 1 315 148 34.008 F F 8 
ll30 5 4 1 3'10 90 34.351 F G 1196 .5 -6 1 302 1.54 33.973 RF F 20 
1131 5 4 1 320 182 34.231 F D 6 1197 5 6 1 231 128 33.917 F 7 
1132 5 11 1 314 195 34.239 F D 7 1198 5 6 1 42 100 33.707 F 日 K 
1133 5 4 1 276 195 34.261 F D 18 1199 5-7J 121 149 33.575 F タト
1134 5 4 1 250 152 34.301 F D 1200 .5 -6 T 52 3.50 33.887 T 外 1ら
1135 5 4 1 234 154 34.282 F D 1201 .5-7J 342 184 33.551 MB  C 31 
1136 5 4 1 272 218 34.238 F 日 D 1202 5-6J 8.5 266 33.537 F C 
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第23表 B区出土遺物属性表(10)

番号 グリッド E→w S→N 際 I号 器1重 被熱 フロック {悶f本 番号 グリヅド 立→W S シN ~禾!fi 同 器種 被熱 7口ァク 総体

1203 5-5J 10 356 33.649 F 8 11 1269 5 4 F 139 50' 34.064 F M 

1204 5 5 J 196 267 33.784 F H B 11 1270 5 4 F、 127 771 34.096 F 品4

1205 5 5 J 232 339 33.769 F B 11 1271 5 4 F 76 124 34.086 F M 

1206 5 5 J 234 325 33.779 F 8 15 1272 5 4 F 174 103 34.087 F M 

1207 5-5J 244 325 33.785 F 8 11 1273 5 4 F 176 370 34.298 I干 日 タト

1208 5 5 J 346 370 33.839 F B 11 1274 5 6 F 356 328 34.095 F タト

1209 5 5 J 337 345 33.823 F B 1275 5 4H 253 250 34.375 F G 18 

1210 5 5 J 381 285 33.896 F B 11 1276 5 4H 299 278 34.323 F G 10 

1211 5-5J 390 364 33.901 F B 11 1277 5 4 H 286 284 34.288 C G 

1212 5-5J 334 235 33.912 F 8 15 

1213 5 5 J 398 233 33.907 F H B 

1278 5-4H 
577 2 

i土
TI f 

19 

1279 5 4H i才 日

1214 5 5 J 379 165 33.914 F E 11 1280 5 4H 80 297 34.373 T H 15 

1215 5-5J 232 183 33.855 F B 1281 5 4H 37 317 34.409 F 日

1216 5 5 J 252 109 33.915 F E 1282 5 4H 81 370 34.345 F H 

1217 5-5J 343 112 33.989 I干 E 1283 5 4H 87 384 34.365 F H 10 

1218 5-5J 352 104 33.967 F E 1284 5-4H 70 386 34.340 F H 7 

1219 5 5 J 335 901 33.968 F E 11 1285 5 4H 38 377 34.318 F H 12 

1220 5-5J 317 173 33.985 F E 9 1286 5 4H 42 398 34.332 F 日

1221 5 5 J 353 691 33.983 F E 11 1287 5 11 H 27 395 34.338 C H 

1222 5-5J 373 701 33.985 T E 14 1288 5 11 1 31.320 F 不

1223 5-5J 280 371 33.957 F 11 1289 5 4 1 7 191 34.329 F H 

1224 5 5 J 327 381 33.965 F E 1290 5 4 1 16 241 34.336 F H 

1225 5 5 J 334 361 33.972 F E 1291 5 4 1 28 221 34.32/1 F H 

1226 5 5 J 334 301 33.975 F E 11 1292 5 -4 1 21 301 34.335 H 

1227 5-5J 345 151 33.981 F E 9 1293 5 4 1 20 381 34.337 F H H 

1228 5 -5 J 362 91 34.013 F E 1294 5 4 1 。 20134.312 PE 日

1229 5-5J 387 203 34.042 F E 9 1295 5 -4 1 3 311 34.329 F H 20 

1230 5-5J 391 161 34.029 F H E 1296 5 4 1 。 341 34.332 F 日 H 

1231 5 5 J 393 341 33.998 F E 11 1297 5 4 1 6 481 34.294 F H H 

1232 5-4J 5 661 34.071 F E 11 1298 5 <1 1 13 511 34.269 C H H 

1233 5-4J 6 261 34.009 F H 立 1299 5 -4 1 12 881 34.238 F H H 30 

1234 5-4J 16 141 34.018 F E 9 1300 5 4 1 23 921 34.233 F H 24 

1235 5 4 J 25 341 34.004 F H E 1301 5 -4 1 37 891 34.243 F H 

1236 5 4 J 26 281 34.020 F E 1302 5 4 1 61 701 34.272 F H 

1237 5-4) 24 221 34.039 T E 9 1303 5 4 1 69 601 34.288 F H 16 

1238 5 4) 54 381 34.034 F E 15 I 1304 5 -4 1 81 671 34.267 F 日 15 

1239 5 4 J 88 381 34.019 F 日 D 1305 5 <1H 198 385 34.276 T H 15 

1240 5 4 J 145 491 34.034 F D 1306 5 4H 178 389 3'1.287 F H 9 

1241 5 4 J 149 591 34.020 F D 1307 5 4 1 306 195 34.198 F D 7 

1242 5 4 J 187 291 34.055 co 。24 1308 5 4 1 346 173 34.170 F G 

1243 5 4 J 337 311 34.067 F D 1309 5 4 1 332 14/1 34.140 F G 

1244 5-4J 331 721 34.027 C D 1310 5 ，1 1 152 255 34.085 F D 

1245 5 -4 J 302 741 34.054 F D 8 1:111 5 4 1 63 270 3'1.097 F D 

1246 5 4 J 290 771 34.038 F D 6 1312 5 4 1 66 207 3;1.152 F D 

1247 5 -4 J 285 781 34.060 F D 6 1313 5 5 1 392 171 34.342 F H 

1248 5-4J 206 110 34.050 F H D 1314 5 5 1 385 32 3'1. 281 日

1249 5-4J 110 921 34.002 F D 11 1315 5 5 1 374 42 3'1. 304 C H 日

1250 5 4 J 112 110 34.001 F D 11 1316 5 5 1 370 50 34.242 C 日 H 

1251 5 4 J 186 '11 34.075 F む 1317 5 5 1 360 51 34.236 F H H 

1':::0'::: o '1 j 主t ，JUI J仇 3.9~よi5 r 工1 iコ ム13吋i口n J J l <J、Jl、j ，: 門t J':i.'::::'''l口n [' τLl τ 

1253 5 4 J 259 33.900 F H Iヨ 21 1319 5 5 1 343 52 34.228 F 上i

1254 6-5A 358 101 33.752 F 8 1320 5 -5 1 340 44 34.298 T H 10 

1255 6-5A 351 64 33.774 F B 1321 5 5 1 361 21 34.277 F H H 

1256 6-5A 216 198 33.688 F B 9 1322 5 5 1 338 32 34.2'18 C 日 日

1257 6-5A 221 91 33.755 F B 9 1323 5 5 1 338 37 34.257 F H 4 

1258 5 5 J 85 308 33.661 F B 9 132'1 5 5 1 333 25 34.265 F H 16 

1259 5 5 J 58 326 33.698 F B 1325 5 5 1 324 24 34.253 F H 日

1260 6-5A 310 38 33.768 F B 15 1326 5 5 1 310 44 34.230 F 上i 10 

1261 6-5A 90 153 33.588 F B 1327 5 5H 292 382 34.278 F 日 4 

1262 6-5A 31 102 33.607 F B 9 1328 5 5 1 222 78 34.178 F F 4 

1263 6-5A 34 52 33.618 F B 1329 5 5 1 269 140 34.123 F F 

1264 5 7 H 338 280 33.703 F Iく 1330 5 5 1 334 125 3/1.167 F 日

1265 5 3 J 209 162 34.023 F タト 1331 5 5 1 337 386 34.109 F E 16 

1266 5 5 1 362 111 34.263 F 日 H 11332 5 5 1 367 146 34.182 C H 

1267 5 -4 1 147 386 34.058 F D 5 5 1 382 146 34.143 F 壬I

1268 5 4 F 165 67 34.080 F M 1334 5 5 1 395 1u 34.163 F 日
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B区出土遺物属性表(11) 

番号 グリッド E-+汎f S→N 際 i潟 器磁 被熱 7口7ク個体 番号 グリッド Eー〉羽「 S 少N 標高 器種 被熱 フロック {周f本
1335 5 5 1 395 117 34.169 T 日 20 1401 5 8G 217 356 32.770 F L 

1336 5 5 1 377 120 34.182 C 日 日 1402 5 8G 32.664 F 不 16 
1337 5 5 1 386 100 34.207 y H H lt103 5 7H 211 352 33.459 F H K 

1338 5 5 1 385 199 34.085 RF E 1404 5-3G 160 261 34.223 F 外

1339 5 5 1 335 243 34.036 F E 15 1405 5 3G 186 341 34.234 F H タト
1340 5 5 1 279 217 34.066 F F 15 1406 5 3H 44 150 34.321 F G 9 
B11 5 5 1 213 222 34.011 F F 10 1407 5 3H 38 328 34.295 RF G 
1312 5 -5 1 387 320 33.981 3ヲ E 9 1408 5 3H 18 330 34.287 C 日 G 
1343 5 5 1 345 320 33.986 F E 1409 5 3H 3 340 34.294 F G 9 
1344 5 5 1 373 387 33.927 F E 9 1410 5 3H 48 338 34.354 F G 
1345 5 5 1 365 :195 33.915 co E 9 1411 5 3H 110 308 34.297 F G 
1316 5 5 1 352 388 33.929 DE E 15 1412 5 3H 271 277 34.276 F G 
1347 5 5 1 296 360 33.939 H 丘 1413 5 3 H 385 386 34.146 F G 
1348 5 5 1 298 346 33.934 F E 1414 5 3 H 162 396 34.209 I午 G 
1349 5 5 1 120 941 34.124 F 日 F 1415 5 3H 192 390 34.290 F G 17 
1350 5 5 1 110 110 34.077 F F 9 1416 5 3H 182 384 34.237 F G 
1351 5 5 1 104 118 3t1. 026 F F 1417 5 3H 184 390 34.235 C G 
1352 5 5 1 184 150 34.070 C F 1418 5 3H 178 34.249 F G 
1353 5 5 1 92 200 33.974 F F 9 109 5 3H 150 385 34.287 T G 9 
1354 5 5 1 177 203 33.999 F H F 1420 5-3H 153 394 34.278 F G 
1355 5 5 1 16 214 33.887 F 1421 5 3H 163 395 34.320 F G 
1356 5 5 1 67 290 33.914 F H F 1422 5 3H 310 372 34.306 F G 
1357 5 5 1 56 312 33.849 F F 10 1423 5 3 H 177 398 34.244 F G 2 
1358 5 5 J 363 41 33.943 SP E 1424 5-3H 170 398 34.299 F G 
1359 5 5 J 375 51 33.919 F E 1425 5 3 1 188 01 34.223 C G 
1360 5 5 J 363 271 33.974 F H I三 1426 5 3 1 186 41 34.239 F G 
1361 5 5 J 373 221 33.929 C E 1427 5 -3 1 189 81 34.225 F G 
1362 5 5 J 384 301 33.954 F E 10 1428 5 3 1 181 151 34.250 F G 
1363 5 5 J 395 221 33.968 PE  H E 1429 5 3 1 180 61 34.232 F G 
1364 5 4 1 4 398 33.992 F 日 E 1430 5 3 1 172 41 34.234 C G 
1365 5 4 1 40 397 33.979 F E 1431 5 -3 1 182 91 34.283 T G 9 
1366 5 4 1 32 397 33.952 F H E 1432 5 3 1 181 121 34.256 F G 
1367 5 4 J 29 11 33.942 F E 1433 5 -3 1 181 151 34.276 F G 
1368 5 4 J 35 01 33.933 F E 9 1434 5 -3 1 184 171 34.226 C G 
1369 5 4] 28 81 33.947 F E 14 1435 5 3 1 177 22 34.260 F G 9 
1370 5 4 J 45 71 33.980 T 5 9 1436 5 -3 1 178 26 34.314 F G 2 
1371 5 4] 30 151 33.953 F E 1437 5 3 1 180 40 34.229 C G 
1372 5 4] 24 161 33.927 F 日 E 1438 5 3 1 184 35 34.235 F G 
1373 5 4] 13 201 33.942 F 日 9 1439 5 3 1 167 36 34.265 C G 
1374 5 4] 7 151 33.991 F E 15 1440 5 3 1 170 36 34.269 F G 
1375 5 4 J 4 10 1 33.972 F E 1441 5 3 1 166 38 34.285 C G 
1376 5-4] 155 521 33.966 F D 11 1442 5 3 1 157 36 34.324 F G 2 
1377 5 4] 144 181 33.997 F 。15 1443 5 3 1 161 30 34.325 PE  G 
1378 5 4] 148 25133.975 F D :3 I 1444 5 3 1 173 26 34.271 C G 
1379 5 '1 J 115 621 33.959 F D 8 I 1445 5 3 1 172 22 34.285 C G 
1380 5 5 ] 352 103 33.903 F E 11 lL1L16 5 3 1 169 20 34.295 F G 
1381 5 5] 334 801 33.934 F E 11 1447 5 3 1 172 17 34.279 C 日 G 
1382 5 5 J 210 211 33.750 F B 1448 5 3 1 176 13 34.246 F G 
1383 5-5J 210 232 33.759 F B 10 1449 5 3 1 173 10 34.257 F G 
1:iR4 :i :i T .i19 胃尺R 11.799 F Iミ 仏 14弓ハ 弓'-1 1 1日只 11 qA ワぷR f、 「三

1385 5 5 ] 314 276 33.789 F B 14 lL151 5 3 1 179 14 34.208 C H G 
1386 5 5] 279 278 33.766 F H B 1452 5 3 1 34.294 F H 不

1387 5 5 J 265 268 33.759 F B 11 1453 5 3 1 166 41 34.325 F 日 G 
1388 5 5] 365 357 33.754 C B 1454 5 3 1 165 11 34.320 F G 
1389 5 5] 305 371 33.763 F B 1455 5 3 1 156 61 34.271 C H G 
1390 5-5] 229 340 33.720 F B 13 11456 5 3 1 163 16 34.274 C G 
1391 5 6 1 290 310 33.772 F 11 1457 5 3 1 160 12 31.2，16 F G 2 
1392 5 6 1 195 212 33.794 F F 1458 5 3 1 162 20 34.287 F G 2 
1393 5 6 1 207 190 33.847 F F 5 1459 5 3 1 169 22 34.295 F G 
1394 5 6 1 298 128 33.928 F F H60 5 3 1 165 22 3'1.311 F G 
1395 5 6 1 317 130 33.949 F F 1461 5 -3 1 148 21 34.319 F G 8 
1396 5 6 1 380 150 33.998 F F 1462 5 -3 1 152 16 34.282 F G 
1397 5 6H 43 367 33.686 F K 1463 5 3 1 140 14 34.278 C G 

33.541 司二 6 1464 5 3 1 100 11 3'1.297 F G 
291 312 33.805 L lt165 5 3 1 133 12 34.249 C G 

1400 5-7G 260 372 33.727 F し 5 1466 5 3 1 133 20 34.268 C G 
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第25表 白区出土遺物j嵩性表(12) 

番号 グリッド 三一司f S→N 擦局 器稜 被熱 ブロック 個体 番号 グリッド E ャ、j S→N 襟 I筒 告告稜 被葬!¥ブロック {間体

1467 5 3 1 34.275 F 不、 1534 5 5 1 393 761 34.164 F H 

1468 5 3 1 92 31 34.299 F G 13 1535 5 -5 1 395 166 34.061 F 日

1469 5 -3 1 65 21 34.300 F G 17 1536 5 5 1 352 381 34.192 F H 日

1470 5 3 1 86 441 34.309 F 日 G 1537 5 5 1 333 271 34.222 F H 30 

1471 5 3 1 90 671 34.245 F G 2 1538 5 5 1 339 601 34.173 F H H 

1472 5 -3 1 90 671 34.243 F G 1539 5 5 1 350 82134.141 F 日

1473 5 -3 1 217 231 34.206 C G 1540 5 8G 310 354 32.871 F L 5 

1474 5 3 1 274 12134.179 P E  G 1541 5 5 1 341 861 34.170 F H 

1475 5 2 1 54 130 34.089 F 外ト 17 1542 5 5 1 380 220 34.072 F E 20 

1476 5 2 1 54 160 34.159 F タiト 17 1543 5 5 1 290 180 34.021 F F 11 

1477 6-4A 82 210 33.639 PE  H 外 1544 5 5 1 240 141 34.029 F F 6 

1478 6-4A 5 107 33.662 PE  B 1545 5 5 1 170 701 34.057 F F 9 

1479 6 5A 218 103 33.616 F B 9 1546 5 5 1 150 891 34.032 F F 15 

1480 6 5A 13 111 33.530 F B 15 1547 5 -5 1 144 389 34.029 F F 

1481 5-6J 308 295 33.608 M B  C 33 1548 5 -5 1 138 101 34.015 F F 

1482 5-6J 45 348 33.478 F C 1549 5 5 1 378 181 34.017 F 日

1483 5-3H 213 116 34.263 F タ卜 1550 5 -5 1 171 222 34.022 F F 15 

1L184 5 3H 310 391 34.147 F G 8 1551 5 -5 1 126 332 33.970 F F 

1485 5-3H 193 393 34.218 F G 1552 5 5 1 149 201 34.024 F H F 

1486 5 3H 157 399 34.310 C G 1553 5 5 1 180 481 34.004 F F 

1487 5 3 1 158 2134.281 C G 1554 5 5 1 38 118 33.937 F F 6 
1488 5 3H 164 61 34.283 F タト 1555 5 5 1 106 277 33.851 F F 23 

1489 5 3H 165 91 34.270 C 外 1556 5 5 1 125 249 33.883 F F 6 
1490 5 3H l71 81 34.2S1 F クト 1557 5 5 1 160 235 33.931 F F B 

1491 5-3H 179 81 34.234 F タト 1558 5 -5 1 306 311 33.956 F E 

1492 5-3H 183 261 34.225 C タト 1559 5 5 1 370 239 33.957 F E 

1493 5-3J 24 361 34.027 F 。 1560 5 5 1 362 264 33.923 F E 20 
1494 5-3J 25 155 33.965 C H 外 1561 5 -5 1 343 384 33.857 C 日 E 

1495 6-5A 314 360 33.555 F 外 15 1562 5 5 1 336 392 33.877 F E 

1496 5 3 1 187 271 34.216 C G 1563 5 5 1 331 392 33.857 F E 

1497 5 3 1 175 151 34.219 F G 2 1564 5 5 1 397 378 33.893 F E 10 

1498 5 3 1 171 41 34.192 C 日 G 1565 5 5 1 387 390 33.868 F E 11 

1499 5 -3 1 189 91 34.152 F G 1566 5 5 J 375 111 33.871 F 立 11 

1500 5 3 1 190 221 34.175 F G 8 1567 5 -5 J 324 343 33.678 F H B 3 

1502 5 -3 1 57 361 34.166 F G 7 1568 5 5 J 284 297 33.665 F B 

1503 5 4H 232 801 34.283 UF  i 3 1569 5 5 J 280 312 33.702 F B 

1504 5-4H 320 278 34.217 F G 1570 5 5 J 357 273 33.716 F 8 9 

1505 5-4H 290 324 34.265 F G 9 1571 5 5 J 310 344 33.654 F B 

1506 5 4H  260 325 34.232 F G 19 1572 5 5 J 328 343 33.691 F B 11 

1507 5 4I-I 108 335 34.273 T 日 主ii 1573 5 5 J 346 357 33.739 F B 

1508 5 4H 66 382 34.249 F I-I H 1574 5 5 J 305 379 33.636 F B 

1509 5 -4 1 62 81 34.245 F H 日 16 1575 5 5] 330 360 33.669 F B 

1510 5 11 1 7 251 34.378 F 日 1576 5 5] 326 389 33.708 F H B 

1511 5 4 1 34 501 34.221 F 日 1577 5 5] 226 346 33.582 F B 15 

1512 5 -4 1 9 721 34.177 F 日 日 1578 6-4A 30 50 33.6'18 F I玉

1513 5 -4 1 242 307 34.036 F H D 1579 6 5A 255 175 33.510 b、 B 9 

1514 5 -4 1 286 355 33.980 F D 8 11580 6 6A 24 262 33.433 M B  C 34 

1515 5 -4 1 122 398 33.913 F D 6 1581 6 6 A 56 362 33.444 F タト

1516 5 -4 1 106 388 33.927 C D 1582 5 6 1 368 158 33.862 F F 
11:;1ワ に一一 A r 民ι 'lO'1 '1'1 OAつ 官 τ:;' 11 2.532 つ ι以 ι5I つM ι55 晶1ハ、，ハリ V つつ3.8ウ，にu ι む p 

1518 5 4 1 40 385 33.915 F E 11 158'1 5 -6 1 277 98 33.801 F F 24 

1519 5-41 14 395 33.902 y E 11 1585 5 7 H 225 364 33.391 F K 

1520 5 -4 1 。386 33.897 F H E 1586 5 7 H 200 51 33.385 U F  L 15 

1521 5 4 J 33.880 F 不 1587 5-41 8 17 34.249 F 日 日

1522 5 4 J 33.869 F 弓二 1588 5 -4 1 12 18 34.283 F H H 

1523 5 -1 J 33 111 33.86Ll F E 10 1589 5 -4 1 8 22 34.331 T H 12 

1524 5 4 J 36 71 33.919 y E 1590 5 4 J 35 61 33.888 F E 

1525 5 4 J 60 121 33.873 y E 9 1591 5 4 J 36 51 33.889 F E 

1526 5-4J 3 65 33.849 F E 11 1592 5 -3 1 192 14 34.119 E干 G 

1527 5 4 J 132 171 33.922 F D 8 1593 5 3 1 180 10 34.130 F G 

1528 5 5 1 377 26 34.213 F H 18 1594 5 3 1 170 15 34.142 C G 

1529 5 5 1 385 381 34.198 C H 1595 5 -3 1 179 91 34.154 C G 

1530 5 5 1 385 48 34.197 C H H 1596 5 4 1 370 94 34.157 F G 30 

1531 5 5 1 395 52 34.238 F H 日 1597 5 4H 282 303 34.167 RF  G 3 

1532 5 5 1 391 60 34.190 F 日 12 1598 5 4H 48 366 34.190 RF  H 

1533 5 4 1 。 72 34.175 C 日 日 1599 5-4H 76 394 34.223 C 日
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第26表 8区出土遺物属性表(13) 

番号 グリヅド 区ーペt1S 歩N 襟尚 i器種!被熱 7ロァク {殴{本 番 号 グリット E-+W S 歩N 襟rEl 号号種 被熱 ブロァク {弱体

1600 5-4H 78 396 34.206 F H 16 1666 5 4 1 225 349 33.782 co D 24 

1601 5 4 1 17 41 34.172 F 日 日 7 1667 5 5 J 394 293 33.574 F B 11 

1602 5 -4 1 58 341 34.210 F H 7 1668 5-5J 387 382 33.506 F B 13 

1603 5 -4 1 26 331 34.190 F H H 1669 5 5 J 388 399 33.481 F B 9 

1604 5-41 18 371 34.158 F 日 12 1670 5-5J 365 376 33.496 F B 

1605 5 -4 I 9 721 31.155 c H 1671 5 5 J 336 336 33.528 F fヨ

1606 5 4 1 8 781 34.160 C 日 1672 5-5J 205 386 33.462 F B 

1607 5 5 I 394 171 34.190 F H 1673 5 4 1 3 501 33.998 F 日 日

1608 5 -5 1 318 236 33.906 F H E 1674 5 -4 J 282 731 33.985 C D 

1609 5 -5 I 180 147 33.976 F fF r 
16lO 5 5 I 128 123 33.975 F H 

1675 5 -4 J 165 360 F B 

1676 5 4H 47 367 F H 

1611 5 5 1 84 170 33.805 F F 1677 5 5 1 323 241 33.712 co E 4 

1612 5 -6 1 。222 33.743 F K 1678 5 -5 1 377 299 33.736 F H E 

1613 5 -5 1 323 286 33.831 F E 11 1679 5 -5 1 376 308 33.737 F E 

1614 5 5 1 370 316 33.826 C E 1680 5 5 1 360 306 33.686 F E 11 

1615 5 5 I 294 340 33.787 C E 1681 5 -5 1 376 316 33.684 F E 11 

1616 5 5 I 398 346 33.843 F E 1682 5 -5 1 373 303 33.700 F I三

1617 5 -5 1 341 386 33.795 F E 15 1683 5 5 1 365 369 33.658 co E 14 

1618 5 5 I 391 37/1 33.815 C E 1684 5 5 1 361 363 33.667 F E 

1619 5 4 I 43 392 33.835 F E 1685 5 -5 1 318 345 33.679 RF E 9 

1620 5 -4 I 156 347 33.919 co D 8 1686 5-4J 1 291 33.470 F I玉 11 

1621 5 4 1 136 386 33.955 F 。 1687 5-5J 376 357 33.427 F B 6 

1622 5 '1 1 280 364 33.950 F D 15 1688 5 5 J 336 360 33.453 F B 7 

1623 5 4 1 343 326 33.967 F D 3 1689 5-5J 328 359 33.123 F 8 

1624 5 4 J 32 378 33.592 F B 1690 5 -5 1 366 373 33.669 F 丘

1625 5 5 J 257 328 33.546 F 日 9 1691 5 5 1 233 214 33.692 F F 20 

1626 5 6 1 366 178 33.769 F H F 1692 5 -5 1 8 209 33.658 F F 11 

1627 5 6 I 348 158 33.781 F F 11 1693 5 6 1 317 135 33.647 F F 6 

1628 5 -6 1 336 193 33.755 F F 1694 5 4 1 1 314 33.636 F E 

1629 5 6 1 332 177 33.826 F F 1695 5 -5 1 348 325 33.617 F E 

1630 5 -5 1 349 721 34.074 F 日 日 1696 5 5 1 358 309 33.631 F E 

1631 5 -3 1 158 161 34.100 F G 1697 5 -5 1 331 295 33.633 F E 

1632 5 4H 276 282 34.128 F G 15 1698 5 5 1 326 305 33.648 co E 

1633 5-4H 339 273 34.047 F G 3 1699 5 5 1 286 298 33.593 F E 20 

1634 5-4H 325 312 34.068 F G 1700 5 -5 1 290 305 33.557 co E 15 

1635 5-4H 224 351 34.064 F 日 1701 5 5 J 343 361 33.363 F 8 15 

1636 5 -4 I 42 181 33.999 T 区 単 1702 5-4J 1 81 33.6lO F E 13 

1637 5-4I 33 201 34.079 F 日 16 1703 5 -5 1 374 323 33.490 F E 

1638 5 -4 1 30 631 34.118 F 日 狂 1704 5 5 1 364 330 33.525 F 1-1 E 

1639 5 -4 I 23 611 34.095 C H 1705 5 -5 1 362 324 33.595 F E 8 

1640 5 -4 I 12 531 34.001 C H H 1706 5 -5 1 360 306 33.416 F E 

1641 5 5 1 363 391 3/1.031 F 日 4 1707 5 5 1 357 317 33.570 F H B 

1642 5 -5 I 366 571 33.982 C 日 H 1708 5 -5 1 362 305 33.593 F E 

1643 5 5 I 357 571 34.024 C 日 H 1709 5 -5 1 324 314 33.546 F E 11 

1644 5 -5 1 349 421 34.023 C 日 1710 5 4H 367 330 34.509 F G 

1645 5 -5 I 349 401 34.023 C 日 H 1711 5 -4 1 389 105 34.400 F G 3 

1646 5 -5 I 342 311 33.996 F H 1712 5 -4 1 395 118 34.454 F G 18 

1647 5 -5 1 341 371 33.982 C 日 日 1713 5 4 1 352 117 34.426 F G 16 

1648 5 -5 1 328 501 34.015 F H 1714 5 -4 1 388 142 34.375 F G 

.l.U'iJ v L.t.L 円"'可L 刊d寸L0 uo..J.uvハ口U 
I で、 Yム 1ムP事71ムtυt c: A邑 τ" ，υ 、 1ムυc:rυ、つ~"つ~Oつu c 、 LJ ふ

1650 5 4 1 lO 318 33.798 I土 E 1716 5 4 1 387 157 34.379 C G 

1651 5 -5 1 396 360 33.746 F E 9 1717 5-41 376 396 34.257 C D 8 

1652 5 5 1 390 329 33.767 F E 1718 5 -4 J 381 231 34.234 F D 6 

1653 5 -5 1 371 319 33.752 C E 1719 5 4 J 386 47134.214 F D 

1654 358 318 33.788 C E 1720 5 4 J 386 397 34.148 F 外

1655 5 5 1 377 319 33.754 co E 9 1721 5-4J 395 249 34.058 F 外

1656 5 -5 1 50 166 33.7/14 F 日 F 1722 5 4 1 369 222 34.208 F G 9 

1657 5 5 1 38 169 33.734 C F 1723 5 4 1 368 232 34.241 F D 13 

1658 5 -5 1 22 230 33.673 F F 8 1724 5 -4 1 252 153 34.303 F D 

1659 5 -5 1 14 232 33.694 F F 15 1725 5 -3 1 。137 34.313 F G 

1660 5 -6 1 375 136 33.736 F F 1726 5 4 1 395 133 34.228 T G 15 

1661 5 6 1 283 159 33.656 F F 4 1727 5 4H 373 263 34.466 F G 9 

1662 5 -6 1 281 181 33.619 F F 24 1728 5-4H 378 250 34.484 F G 

166:=l S -5 T 19 117 33.794 F F 1729 5 4 J 353 311 33.999 F H D 

1664 5 4 1 158 310 33.849 F D 1730 5 3H l 263 34.366 F G 15 

1665 5 4 1 184 340 33.826 F H D 11 1731 5-3H 390 162 34.500 F H 外 5 
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第27表 B区出土漬物属性表(14) 
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縄文。弥生時代

遺構と遺物

平成 3年度は縄文時代の竪穴住居跡 3軒、 1 二t境22基、 6基が検出されて

いる。本年度の検出遺構及び出土遺物は以下のとおりである。

竪穴住居跡

4号住居跡

調査[Kの北東側で検出された。

プランは径2.2mの し、確認、面からの深さは25cmで、 に立ち上がる。ピッ

トは壁際に 5個検出されたが、主柱穴は不明である。炉は土器埋設部、掛り込み部からなる。土器

埋設部は深鉢形土器の腕部を;関設し、周辺は火熱を受けて赤変している。掘り込み部は側面が火熱

を受けて赤変しているが、成面は火熱を受けていない。床はほぼ平坦で堅いが、

堅い。 包円

〈。〉

-0¥ ばCウコ

ul 

、J、4、 // 
4戸ロ育:ヘ

~II B' 
B 

¥1 ~ ~ 
S 。 / / 、J、4、F 

E廻巨週四監理担回殴回型
F叶小J r>つでrLtコt.Dt、α)0コ

線路線主張総主話線総涼

。1

A' 
-35 .00m A 

第 1層 階褐色土、炭化物混入

た広二字計て77v 第2J習 H音褐色こと、ローム粒子i1B入

i 焼ゴ:ブロゥク

B 

第 3庖 lIifm:r1ll色土
第 4J腎 IItf褐色ニi二、炭化物・
第 5層 11音褐色土、炭化物・

第 6層 Iltf褐色土、炭化物多量・

第 7層 階焚褐色土、炭化物in入

B' 第 8層 賞褐色ゴ二、 1111褐色士山入

-35.00m 

4号住居跡
。
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ソク il~ 入

、ソク・焼土 if~入
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出土遺物

土器(第23図 1、2) 

1は炉埋設土器、 2は覆土出土である o 1は深鉢形土器の胴部で、 iJJ字状の磨消帯が胸部中

程で連絡し、横方向に展開している。地文は撚糸文で、原体は太く撚りの弱いものと考えられる 0

2は条痕文を施す小型の土器で、ある。

5号住居跡(第22鴎)

調査区の中央部で検出された。

プランは長軸2.6m、短輸2.2mの椅円形を呈し、確認面からの深さは22cmで、監はほぼ垂誼に立

ち上がる。ピットは壁際に 7個検出されたが、主柱穴は不明である。炉は石西土器埋設炉である。

深鉢形土器の胴部を埋設し、 8個の石で閤っている。周辺は火熱を受けて赤変している。床はほぼ

平坦で堅い。

u¥ 

門戸日

5 Cコ
UC2 3 

ばコ
でド

F司つ
。っ

ul I 
ムi

¥ -C> 

~ 
/' 

A 

1設
議P A' 

回
一
的
総

間
一
N
N
m

m
世
同
様

υ| 

¥ φ 

ul 

A 
A' 
-34.50m 

B 

第 1層
第2~寝
第3)苔 B' 

-34.50111 

炭化物混入
炭化物混入
i呪褐色ゴ二 iI~入

/ 

ノ

34~や
一
一
心
}
州
地
・
川
一
川
越
，

4
u
d
翠山山口

陸
同
様

t::ll 

第22図 5号住居跡 m 
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f 
d 

¥¥ 
3 

第23図 遺構内出土土器
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出土遺物

土器(第23図 3~6 、第37図44)

3は炉埋設土器、他は覆土出土で、ある。 3は深鉢形土器の胴音1)で、 IUJ字状の磨消帯は 2

構成である。磨出帯の内側には刺突文が認められ、地文はLR単節斜縄文(縦{立回転)である。 4

は口縁部が外反し、腕部が膨らむ小型lの深鉢形土器である。山形口縁を 1ケ所あるいは 2ケ所に配

し、この山形口縁の頂部直下には孔が認められる。腕部文様の磨消帯は地文よりも浮きでるもので

ある。謄消帯は服部中程でそれぞれ連絡し、その接点上部には癌が付く。磨消帯の中は1有円形に区

画されて刺突が施され、また癌の上方には地文あるいは刺突文が施される。地文はRL単節斜縄文

(縦位回転)である。 5は胴部が膨らむ深鉢形土器である。制部中程で惰円形の磨消帯を波状の磨

消帯で連絡している。地文はLR単節斜縄文(縦位回転)である。底部は網代痕である。 6は口

部が外反し、腕部が膨らむ深鉢形土器である。 Iコ縁部は無文J市で頚部から下は磨出帯が垂下し、日同

部で横に展開する。地文はLR単節#4*邑文(縦位回転)である。

石器(第39図 1) 

1は磨石で、全面が磨れている。

時期不明の遺構

l号建物跡(第40図)

調査区の中央部南側で検出された。

梁間 3間二三5.42m(北から1.83十1.77+1.82m) x桁行7間=8.76m(西から1.26十1.23+1.23 

十1.26十1.27十1.16十1.35m)の総柱の掘立柱建物跡で、南側桁行柱の西より 2番目から 7番目に、

1間(1.92m) x 5問=4.99m(1.23十1.23十1.26十1.27十1.16m)の張出しが付属すると考えら

れる。梁間方向は磁北に対し北で東に 7 度振れている。柱掘り方は径25~42cm、深さ 8 .~15cmの円

形を盟し、覆土は黒抱J色土である。出土遺物はない。

2号建物跡(第41園)

調査区の南側で検出された。

梁間 3間=3.71m(西から1.21+ 1.13十1.37m) X桁行 5問=9.08m(北から1. 80 + 1 . 80 + 1 . 80 

十1.79十1.89m)の総柱の掘立柱建物跡で、西側桁行柱の北から 3番自と 4番目に 11苛(1.80m)

X 2間ニ2.40m(西から1.30十1.10m)の張出しが付属すると考えられる。桁行方向は磁北で東に

8 度按れている。柱掘り方は径23~42cm、深さ 5 cmの円形を呈し、覆土は黒褐色士である。

物はない。
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土場 ー 覧表

帯り
自見 棋(cm)

平揃J陪 断IIlin手 附 ー1， 遺物 iIIiI 持
長4;Ii 短申h1 1深さ

23 書定 90 81 82 1首1'1J静 6 抑制同<tn.鵬). l (摘%n

24 自主1 79 211 j留l可l括 2 

25 曲 53 131 1"1 s'陸 2 

26 事2 56 81 j百1")1陪 2 

7:7 108 82 1211宵1'11眼 2 
、""¥..f

28 l剖 85 251 fi'i円形 l 三、._r

29 事5 72 17償問J静 、i.J
30 75 68 451 1'1 形 6 

， 1J  
31 72 68 53円形 6 

32 63 59 231 1"1 Jf4 5工J
33 85 83 24ドl 形 。u
:1-1 80 62 12俗円形 1 

'U 35 63 56 201 I有門形 2 .li 
36 97 70 H 十両円形 2 

:l7 76 72 29円形 6 

38 120 114 62円形 6 ~:J71i4 '1.:I. <lC (副t主中 断'"

39 120 116 79門形 6 第37関47-'19(弥生}

40 158 135 136 防r'J形 8 

41 119 1l0i 93円形 3 

42 101 1曲 剖 円 形 5 

'13 l'17 102 33附円形 2 

44 92 83 141 I荷f"l形 1 

45 103 101 61円 形 4 ~37肉50-53 (弥生}

46 113 I()() 100 円形 5 i!'l32凶7 (弥生}

47 1'16 124 5411脅f'lJ!* 4 事3pg品ア認。《ぷ2113 時民俗りf'Va守.，宅H島健''ttm問，岬utsa同，，'

48 119 113 122 円形 7 

49 120 118 お2円形 4 a'JRR33373i負，。aPH婦、、r叩M時 ψル切ら'1)

ω l鴻 135 661 1'1 形 6 

51 112 1∞ 97円形 7 ;tl37凶59-63(弥生}

52 141 1~陪 771 1可形 4 

53 150 140 93円形 6 V明暗A岡例制H‘:'6柄6拘(.;t.I-閥的4。SB 

54 79 68 10附門形 I 

55 161 158 77ドi形 4 師K峨、多j府"守R川る健kJ'都as，tm、，.回<2'

56 141 125 811 !lWJ形 4 m38図67(弥生)

57 推定問。 1ω 97術円形 6 お銭話、お楠市 58号土績を切っている。

-75ー



帯号
脱線(cml

平面形 断l田形 l判土遺 4~ 輔i ヨ培
j主軸 短軸官躍さ

58 120 批 1201 89 円 形 7 第36閃12(弥性〉 Sj?Lz"，£《'煮，.. に民樹句海却'，hにぜ震いの4す.，る6a函匂~Jj・，.MU& 

59 127 JJO 43 十轟円形 4 事鵠認必1)
ω 137 116 77 11'11'1形 6 m35儲31，32 (弥生)

61 158 155 83 円形 も 軍略'"国同円割、~箱問 削 j;'

62 88 72 52 4百円形 4 

63 80 67 19惰円形 2 

64 142 142 制円形 5 ~36闘;汗 (弥'IJ

65 111 90 錦町i円形 6 $羽鳥3沼""田捕，，-、4762ee与'い 6613'土割高に切られているe

66 世主130 l国 lIt官374百円形 2 65号土績を切ヮている。

67 185 1ω 72術円形 4 214豊富2rおお泌総Tst

68 It定150 I(国推定 39術1'1形 4 67母土繍に切られている。

69 推定2∞ 130 推定48術1'1瀞 2 i09上摘に切られている。

70 140 130 i∞ Pl ~ 5 書号当?‘ {~~宇η 司僻目 69号土臓を切っている.

71 撞富l叩推定95冊定 28r'l形 5 

72 量定 ω撞定 40 105 術円形 ? 

潟錫 {第42i珂〉

潟査区の中火器sで検出された。

l号初動車と 2号満跡はf時四・ jtJIUj向に平行してんる。 1'時満跡は帳35-6C畑、 機l~師からの深

さはG!曹が10酬である。底1耐はほぼ平担で!I'H、。2号制は制20-43師、確認ihlからの深さは鮫深が

60mである。氏簡はほぼ干却で繁い。いずれの滞納;からも出上lt物はない。

出土土器

遺構内 ・外出士士総を純文隙により併に大別し、担固に線引lした。骨露{は平成3年肢の報告書に従っ

て行なったため、 娯~IIifi号が火釦あるいは増加している場合もある。なお、遺物包合制における制

{守的な区別は認められなかった。

第四、 叩貯の弥生土宮告の鉛般は、 a 傾 (~I世上官告)、 bt踊{鉢形土器) 、 cui (高崎;形七怨}、

rl1J{(雪量形土問りと した.

第 I鰐土器 (tfl43関81)

純文地主のものである。lIliJ;であるが深鉢形の:>:11停をなすものと#えられる。

5 tti (81) 

。段1þ条のJl1員~Ril縄文を施すもので， RL単節斜純文{憤{立凶転〉である。

一時一



一一

島J竺
h 7  

、、、下℃二二宗グノ
¥、一ー/ 23号土境

民

ハUnu -
d
叫
A

q
d
 

べ22-
35.40m 

炭化物少長;U，入

第 l層
第21脅
第 3層

に_hい iJj;褐色ニ1:
必:掲色こiニ
格j色二上、炭化物il~入
Lij]褐色ゴニ
補色jこ

明褐色ゴ二、ロームブロソク i1G入

第 11爵
第2層
第 31習
第 4層
第s1百
第61苔

-35.00m 

¥、-ヘ 2 ("，/ 

vr主UiL
Yl褐色土、炭化物少量・焼土ブ旬、ロック il~ 入

Ilil褐色土、炭化物・焼土フロソク多註i1~人

予P

偽色二L、ローム小フ許ロック出入
褐色土、 IVJ褐色jニフ屯ロソク少i誌i比入
褐色ニ仁、1l!J褐色土7"ロック泌入

褐色土、 11J~褐色土 in 入
11J]褐色土

第 11百
第 2層
第 31習
第4層

第 51習

一一34.90m

¥子 1 ペ
一一

第 11留
第2層

ー :j()-
民

第 1層 褐色土、炭化物出入
第 2層重t褐色土

(( 0) ，: 

主
-てとミミヰニ2r一一

第 11習掲色=1二
第 2層黄禍色土

-34.90m 
-34.80m 

m 

第 l局
第2層
第3層
第4層
第 5層
第 6層
第 7層

炭化物少量in入・ロームブロック泌入

壊

炭化物少量混入
ロ ムフロック混入
明褐色土フーロック混入

土
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第24図

ーく三Li47/ 2;Z 
2 第3層

第41音
第 5層第 11習褐色土

第 2層 黄褐色土、炭化物少量混入



一

民

30m 
門
川ハり門/

Aιτ 
円
ベ
リ

ローム小フ'ロッタ混入

~î 1)同
第21忌

-34.20m 

¥今/
2 

H古褐色二L、ロ ムブロソク少lüH-~ 入
u計局色土、ローム混入

褐色土
i珂褐色j二

第 1l(il 
第 2層

万戸、¥

-- 37号土境

私

第 11m
第 2層

35-
一~-一六~ー」ー_.-/

ーハUハU
-

A
せっd

ローム小ブロソク混入第 I層
第 21留
第3層

第 l層褐色ゴ二

ロ ム小フ♂ロック混入
第 l層
第 2I習
第 3層

(¥( )/! 
主

38号土境

議

-34.00m 
-33.90m 

第 l層
第 2層
第 3層
者 4層 砂・小隊iJも入

ロ ムフロソク混入

炭化物混入
第 l層
第 2I自
第 3I冒
第4層 1 111 

横土
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民

第 1J習
第 2層
第 3J習
第41習
第 5層
第 6層
第 7/苗
第 81習
第 9層

黒褐色二仁、褐色二iニ悦入
褐色ニi二、ロームブロックjii入
褐色
1I!i;褐色土、ロームブロック混入
H音褐色土
l問褐色ゴニ
褐色ゴニ、ロ ムブロ 1ソク多 Jít ?l-~入
初J色土、炭化物・ f列褐色こtブロックiJL入
IIIJ褐色ニ仁

私

42号土境

-34.00m 

第 11冒褐色土、炭化物ift入
第 2層 II~褐色ゴ二、炭化物混入
第 3層 褐色ニヒ、炭化物・ロームフロック混入
第4層 黒褐色土、炭化物混入
第 5層 褐色土、炭化物混入

第26図土横

79 -

私

41号土境

-34.10m 
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山
氏
山
灰
山
灰
山
灰

土
土
土
土
色

色
色
色
色
褐

褐
褐
裕
褐
明

層
層
層
層
岡
崎

1

ょっ
μ
η
ο
4‘
F
D

第
第
第
第
第

4 

、こミ土ヌ!
第 l周 防褐色土、炭化物i比入
第 2J音 褐色ゴ二、炭化物混入
第3層 重t褐色土、炭化物混入
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4悪霊主

46号土壌45号土壌

-34.30m 

第 1層
第 2F嘗
第 3層
第 4層
第 5層

u者褐色ニi二
褐色ゴ二、炭化物混入

1ft褐色土、炭化物混入
褐色土

褐色こ仁、ロームブロソク混入

褐色土、炭化物・焼ゴニノj、フ9ロック混入

u者褐色土、炭化物・焼土ノj、7"ロック混入

褐色ニi二、資褐色ニヒフーロックjit入
E音褐色土

褐色ニi二、ロ…ムブロック混入
褐色こと

褐色土、ロームブロック多t1t混入

第 1J日
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第 51習
第 6層
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、十~//
¥ ー~/ 49号土壌
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褐色j二、炭化物混入第 1I習
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策 3I習
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褐色土、炭化物混入

明褐色土、炭化物混入

褐色土、炭化物混入

褐色ニ仁、炭化物・ロームブロック混入
賞褐色土

第 1層
第21習
第3層
第4層
第 5層

ロームブロソク混入

第 l層
第 2層
第 31音

訂1

J~ 土
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補色土
褐色土、炭化物混入

民

-34.60m 
-34.60m 

第 11層渇色ニi二、炭化物混入

第21音 褐色土、焚褐色ゴ二ブロック・炭化物i1t入
第 3庖 にふ、い賀補色土、炭化物混入

第41¥II 褐色こl二、ロームブロックin入

第 5層褐色土

第6層 賞褐色土、褐色土混入

主

-34.70m 

一一34.70m
一一てこL一一/

第1層褐色土
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第 l層 褐色土、炭化物・焚掲色粘土フ、ロック混入

第 1苦 褐色土、炭化物混入

第 3層 にぶい賞褐色土、炭化物混入

第4層褐色土、炭化物混入

褐色ニヒ、炭化物・:pt褐色こヒ小フ"ロック混入

明褐色土

5層 l明褐色土、炭化物混入

第6層褐色土

褐色二二、炭化物混入

褐色ゴ二、資褐色ゴ二ノj、フcロック混入

褐色土、炭化物多量混入
褐色土、資褐色j二ノj、フfロック混入

時半島色土、炭化物混入

褐色土、炭化物・焚褐色ニi二irl:.入
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第21習 sJ!i褐色ニ!二、炭化物混入
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第4層 にぶい茨褐色ゴ二、炭化物ìl~入
第 51習 褐色ゴ二、炭化物i1'1:.入
第 61吉 明褐色土
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第 l層 11音褐色ニヒ、炭化物混入

第2層 褐色土、炭化物少量混入

第 3層 褐色二仁、焚褐色土小フ守口‘ソク混入

第4層 褐色土、炭化物i見入

第 5J百 明褐色土、炭化物混入

第 6J習 fJji褐色ニi二、炭化物・ローム小フザロック混入

第 7J習 褐色土、炭化物混入

-34.70m 

第 l層褐色土
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-34.80m 

民

-34.70m 

ヒ土-0
第 1層 褐色ごと

第 2層明褐色ニi二

司人ヨ
比ク

入
了
人
混

ロ

混

土

入

入

ブ

物

色

混

混

ム

化

褐

物

土

一
山
氏
暗
化
色

口

、

、

炭

婦

、
土
土
土

土
土
色
色
色
ム
ム
土

色

色

褐

褐

褐

色

色

褐

褐

明

明

明

褐

滋

隠
唱
隠
岨
一
回
岨
一
回
咽
沼
恒
問
唱
隠
唱

1

上
つ
μ

q

J

Aせ

F
b
に
U

均
/

第
第
第
第
第
第
第

4露Z

¥¥~〆へィi号土境

65号土壌

-34.70m 

第 1層
第 2層
第3層

入
入

5
戸
入
混
出

F
i
b
j明
q
v川
。

白

川

ι射
ぃ
市
ド

『

ι巧
レ
U

レ
U

同

q
f
f

化
炭
山
氏

山氏

第 4層
第5層
第 6J音
第 7)習

m 

第30図土横

- 83-



71号土境

ゆ人1
いい

庁
ノ

入

ソ

川

山

口

+
ム
ブ

仏

]

ム

褐

一

入

明

入

ロ

潟

.
ぬ
・
物

勿
'
勿
'
勿
ヒ

4
4
4
{
 

化

化

化

炭

山
灰
山
灰
山
氏

土
、
、
、
土

色

土

土

土

色

柄

色

色

色

褐

明

褐

褐

褐

時

間
明
日
明
層
層
層

1
4

ワ
ω

つ
ο
A
U
L
r
D

第
第
一
一
銭
第
第

m
 

ハU
門

iA主つU

1
 

1
 

1
 

ハUハVA悼
み

つ
J

一一
s
'
i
 

m

つ
ム
ア
ノ

'
1
1
B
叩

-

F

一

戸

ふ

1
5

目

白

4
-
m

=っ
J

r

、

'SEast--‘』『

68号土墳

第 l層 褐色土、炭化物少ii~U.民入
第 2層褐 色 土 、 炭 化 物 混 入

第3層 褐色ゴニ、炭化物・焚掲色土泌入
第4層 褐色土、賞褐色土フ府ロック・炭化物性t入
第 5層 褐色土、炭化物多量混入

第 6層賞褐色土

第 7層明褐色ニ!こ

第8層褐色土

第 9層賀補色土 》酔
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第 41習
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炭化物混入
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第21，自
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炭化物少量混入

ロームフロソク混入
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38 

第36図 遺構内出土土器

第 II群土器(第23図 l 、 3~6 、第37図44 、 45、第43図82、 83)

沈線区画の!密出子育を有するものである。

1類 (45、83)

。

37 
38-42 
43 

39 

lOcm 

沈線区画の磨消帯を有するものであるが、磨消帯のが狭く縦位方向へ展開するものである。

地文はRL単節斜縄文(縦位回転)である。

2類(1 、 3~6 、 44 、 82)

沈線区画の磨消帯を有するものである。磨消帯は iJj iUj字状、精円形等の曲線的な

もので、刺突文を加飾するものもある。深鉢形土器が主体で、口縁部が緩く外反するものが多いo

lは間部が膨らみ、口縁部が外反する深鉢形土器で、 iJj字状の磨消帯が腕部中央でそれぞれ連

絡する。 3は口縁部が外反する深鉢形土器で、 iUj字状の磨消帯の内側には刺突文が加飾される 0

4は口縁部が緩く外反する鉢形土器である。 1惰円形の磨消帯がそれぞれ連絡して横{立に展開され、

- 89 
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第38図遺構内出土土器

'で士守

67 

説議議 β
部JMlhf1i

64-66 
67 
68. 69 
70 
71-73 
74-76 
77. 78 

75 

府円形内部には刺突文が、また接点上部には癒が付く。さらに癌の上方には地文、あるいは刺突文

が施される。 5、6はいずれも腕部が膨らむ深鉢形土器である。地文は4がRL単節斜縄文(縦位

回転)で、 3、5、6がLR単節斜縄文(縦位回転)である。

第N群土器(第23図 2) 

地文のみのもので、条痕文を施すものである 0

4類(2 ) 

条痕文を施すもので、条痕は器面に対し縦位に施され、直線をなす。
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器石土出第39図

第V群土器(第32図9、10、第43図84)

入組文を施すもの、工字文を施すものである 0

1類 (84)

口縁部に小さな双頭突起を有し、入組文を施すものである。鉢形の器形をなすものと考えられる。

3類 (9、10)

施すものである。口縁部に数条の平行沈線が施文され、 1~2 条に 1 個ないしは 2

対の粘土粒が貼付される。 9、10は鉢形土器である。 9は山形口 もち、その頂部には刻みが入

り、口縁部が内湾、する。沈線と体部の一部にベンガラが付着している。口縁部には補修孔が認めら

れる。 10は口縁部が外反するものである。沈線と体部の一部にベンガラ している。

第四群土器(第32区18、11、12、第33図16、20、21、第34図22、23、24、第35図29、30、32、35、

36、第36図37 、 40~43、第371Z147 、 54 、 55 、 59~62、第38図64 、 71 、 77、第43図80 、

85、87)

変形工字文や口縁部から体部に数条の平行沈線を施すものである。

1類

変形工字文を施すものである。

b類 (21、40、43、80)
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第40図 l号建物跡

流水文的な変形工字文を施すもの、鋸歯状文を用いて見かけ上の変形工字文を施すものである。

粘土粒は貼付されていない。 21、40は休部から口縁部にかけて、ほぼ誼線的、あるいは幾分内湾気

味に上方にひろがるもので、 80は合の付くものである。 80は鋸歯状文の頂部に扶り込みを入れて、

見かけ上の変形工字文を形成している。地文は80がRL単節斜縄文(縦位回転)で、他はLR単節

斜縄文(横位回転)である。 21の体部外聞にはベンガラが認められる。

C矧 (32)

口縁部に惰円形の粘土盤を付した大きな癌状の把手を有し、その把手間にくぼみのある山形突起

をもつもので、体部には 2条の平行沈線開に変形工字文を施し、 21悶一対の粘土粒が貼付される。

脚部には体部と向様の変形工字文が施される。



77、85、87)

頚部に数条の平行沈線を

施し、口縁部が外反するも

のである。 8、16、23は口

縁部に縄文が施される。 35

は山形口縁をもち、平行沈

線開には波状の沈線が施さ

れる。 23には内外面ともに

脱毛目調整痕が認められる。

b類 (20、29、30、37、

42、47、62、64、

71) 

20は口径が大きく、浅鉢

形に近い器形をなす。 2個

一対の山形突起をもち、そ

の突起間に 1条の沈線が施

される。また、口縁部と体

上部に 3条の平行沈線が施

される。地文はLR単節斜

縄文(横位回転)である。

口縁部には補修孔が認められる。 29、30、37は比較的小型で、口縁部が外反または直立するもので

2 

口縁部から体部に数条の

平行沈線を施すものである。

a伊、(8、16、23、24、

35、59、60、61、

向 1
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口
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A時.'34.80m

。 2m 
第41図 2号建物跡

94 

ある。 30は波状口縁に小突起をもっo 42は頚部から体部上半にかけて膨らみをもち、仁!縁部が外反

する。平行沈線開には鋸歯状の沈線が施される。 地文は29、30、37がLR単節斜縄文(横f立回転)、

42がL R単節斜縄文(縦位@斜位回転)である。

C矧 (11、41)

11は間]部である。 41は体部下半部から上半部にかけて緩く内湾し、 iコ縁部がほぼ直立する器形を

なす。口縁部と体上部に 3条の平行沈線が施され、沈線開は無文帯である。 地文はLR単節斜縄文

(横位@斜位回転)である。
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d類(12、22、36、54、55)

口縁部が緩く外反するものや、ほぼ直立するものがある。 12は胴部中央が膨らみ、口縁部が外反

するもので、頚部に 3条の平行沈線、および平行沈線開に列点文を施す。 12、22の口 口縁部

には縄文が施され、口縁部や体部内外面に席Ij毛自調整痕が認められる。 12、54、55は同一個体と

えられる。地文はいずれも LR単節斜縄文(横位@斜位回転)である

第四群土器(第32図13、第33図14、15、17、18、第34図25"-'28、第35図31、33、34、第36関38、

39、第37 [ZJ48~53、 56~58、 63、第38図65~70 、 72~76 、 78、第431~179 、 86)

地文のみのものを一括した。第 I群、 II群土器とは区別されるもので、器形により細別される o

a矧、 15 、 17 、 18 、 26~28、 31 、 33 、 34 、 38 、 39 、 48~53 、 56~58、 63 、 65~70、 72~76 、

78、79、86)

口縁部が直立または外反するものが多く、平縁口縁のものや、波状口縁@山形口縁を呈するもの

がある。地文はLR単節斜縄文(横位回転)が多い。

b類(7、25)

比較的小型で髪形に近いものである。 7は口縁部がやや内湾気味に立ち上がり、1-11:形口縁を呈す

る。地文はLR単節斜縄文(横位回転)である。 25は口縁部がやや外反気味に斜め上方に立ち上が

り、平縁口縁のものである。地文はLR単節斜縄文(縦位・斜位回転)である。
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第43図遺構外出土土器

d類(13)

薄手のもので、地文はLR単節斜縄文(縦位@斜位回転)である。

第四群土器(第331玄119)

。

。

80 

10crn 

84 

認 T品電器懇ござa メ今

湾事~常、 /1 
ザ跡内閣 ;部

10crn 

無文のものである。内外面とも横位方向によく磨かれている壷形土器である。内面にはili命積み痕

が言忍められる。

遺詩意外出土石器

石鍛(第44図5~ 9) 

5 している。無茎のものが多い。 る。

石錐(第44図10)

錐部が短いものである。石質は硬質頁岩である。
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第44図 遺構外出土石器
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第46図遺構外出土石器

石匙(第44図II~15) 

5点出土している。全て縦型で、比較的細身のものが多し 1。石質は12がチャートで、他は硬質頁

岩である。

石槍(第44図16)

小型の木葉形を呈するもので、石質は硬質頁岩である。

楼形石器(第44図17)

平面が楼形を呈し、一端に刃部を作り出しているものである。

トランシヱ様石器(第44図18)

刃部が直線的で片刃のものである。石質は硬質頁岩である。

ヘラ状石器(第45図19)

ある。

上部に打面を残し、裏面の縁部が連続して調整されている。石質は硬質頁岩である。

接器(第45図20~24)

横長長IJ片を利用したもの (20 、 21) や、縦長長IJ片を利用したもの (22~24) がある。片面調整に

より刃部を作り出している。石質は全て硬質頁岩である。

磨石(第45、46図25，，-，27)

両面が磨れているもので、比較的扇平なものと肉厚のものがある。
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台石(第46図28)

比較的扇平なものである。

まとめ

狸11時8遺跡は平成 3 らの継続調査で、 3 は調査灰北側、今年度は調査医南側と二!と

側一部を調査した。平成 3年度の調査についてはすでに報告されているが、ここでは平成3、4年

度を併せて述べることとする。

IB:ti器時代

本遺跡では、 A匹、 B区において!日石思時代の遺物が確認されたが、 A区は、)音位的に

あり、石器群のまとまりを捉え難く、石器群の位置付けを行なう事が困難であることからここでは

B[玄の石器群を中心にその位寵付けについてふれておきたい。

B区の石器群は、細石刃を中心とするグノレープと台形様石器を中心にするクソレープに、二大別さ

れるが、前者を I群石器(第49図)、後者を II群石器(第50国)として呼称しておく。

( 1 ) 1群石器

I群石器は、細石刃、ナイフ形石器、彫器、掻・削器によって組成される。ナイフ形石器が組成

するが、 I群に属するのは 1点だけであり、そのこ次加工のあり方からみて、その組成は痕跡的な

ものと評価される。細石刃を主体として、それに彫器、掻@削器が組成する点においては、細石刃

石器群の一般的なあり方といえる。これらの石器群のなかで、系統の辿れるのは彫器であるが、特

に二次加工を器体全周に施して木葉形に整形し、器体上部と下部に彫万面を有し、上部の彫刀街が

斜交するものが、本遺跡に特徴的である。本例を出土する遺跡には、北海道「札滑遺跡K地点J、

同「広郷20遺跡」、!可「湯の虫4遺跡」がある。

また、剥片剥離技術における I群石器の特徴としては、石刃技法、尖頭器状の石核を用い

剥片剥離技術、削片系の細石刃長1]離技術の存在があげられる。石刃石核と、同一母岩の製品は遺跡

に残されてはいないが、石刃素材の製品の素材供給を担っていたと忠われる。

尖頭器状の石核から縦長長1]片を剥離する技術は、 サミ頭器状に整形した石核

を準備して、それを横{立に分割し打面を作出し、背部に一方の尖頭器の稜線を残しながら、長1]片剥

離作業をもう一方の尖頭器の稜線より進行させるものである。剥片剥離作業面は、石核の表裏面に

及ぶことなく、側縁においてのみ行われる。こうした両面加工の尖頭器状の素材ーから剥片を剥離す

る技術は、北海道「服部台 2掛かjで注目され、 f石刃倒防法j と 仮称 さ。 また、

「大平山元日量動jでも、向様な素材を準備する「大平山元技法BJが針。この両者は、剥片の

剥離、作業聞の設置、残核形状、及び共伴する石器群において異なっているが、本遺跡出土のもの

は、技術的、組成的にみて「服部台 2遺跡」との共通性が認められる。本遺跡例も、 「服部合 2
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跡J向様、湧5JIJ技法の特徴となる一次再IJ片、二次削j干の長IJ離が行われていたかは不明であるが、分

に先立ってi刊片が長IJ離されていた可能性は否定できなし」これと同保な剥片剥離技術は、北海道

「美利河 1遺跡j 、山形県「角二山遺跡jでも確認されており、細石核との共伴関係を指摘で 。

この石核から得られた長IJ片はやはり撮@削罷等の素材になっていたと思われるが、石核の作業開111面

と石核高がj担定されているため、石刃石核から剥離されたものよりは、長幅ともにより小型であっ

たと考えられる。この技術は、細石刃以外の(，~種の素材供給を担う技術であるが、細石核の調整加

工技術を共有するものとして評価される資料であろう。

本遺跡/[1士の細石核はブランクの状態であり、片岡は平坦調整が丹念に施されているが、もう一

方の面には縦長景IJ)干の長IJ離痕を残置している。同様な特徴を示す和i石核は、新潟県「荒屋遺跡」で

確認されているが、荒尾遺跡では細石核に彫器が接合しており、組!石核の器面の調整加工の段階で

細石刃以外の器種の素材供給を行っていた事がわかる。また、本遺跡においては先述したように削

片の存在が印Jかではなく、スキー状削片として評価した彫器の素材も、背聞に残された長IJ離方向が

横方向からであることと際面を残置する点で、一次南IJ片の存在を子iJ1lJする事が困難である。石核の

調整及び削片のあり方からみて、本遺跡の市HI石核は、 jJ{1崎昌一氏によって示された、典型的な湧別

技法とは厳常には異なるものであり、近年の調査によって明かになった美利河技法をはじめとする

多様な技法の詳細とともに、今後地域的時間的な検討が必要となろう。

以|二、 I群石器の石器群構造をまとめてみると、細石刃とナイフ形石器、彫器、強@月IJ器からな

る石器組成をもち、和!石刃は削片系細石核から、その他の器種の素材は石刃技法、および細石核の

調整加工段階で供給されていたといえる。

県内では帝国石刃石器群は、協和町「米ケ森遺跡J、秋田市 i-F堤D遺跡J、八竜町「鴨子台遺跡J

において発掘調査によって確認されているが、いずれもi斬片的な資料であり、本遺跡の調査によっ

て県内における細石刃石器群の構造がはじめて明かになったといえる。しかし、断片的ながら、各

遺跡の石器群を比較してみると、個々の違いが明かである。 i~モケ森遺跡」では、細石刃がtH士し

ているが細石核の存在は確実とはいえず、細石核とするか彫器とするかで意見の分かれる資料が 1

点出土している。また、本遺跡と約1.6km離れたところに位置する「下堤D遺跡Jでは、両面調整

の施された湧別技法と思われる*111石核のブランクが確認されている。片面には広く平坦な長i出}f:民を

残しているが、それを覆うように調整加工が施されており、本遺跡例のように縦長剥片の長IJ離痕を

そのまま残してはいない。また、彫器が 2点、自IJ器が 1点出土しているが、彫器は背面.の周辺及月菱

商の基音[~に二次加工を施し、左肩に彫刀面を作出した典型的な荒屋型彫器で、ある。 if[!高子台遺跡J

では、湧別技法の所産によると思われる一次削片に二次加工を施した彫器が 1点出土している。他

には、削器が 2 しているが、二次加工が器体背面の全市!と腹開基部に及んでおり、さらに背

面の長IH~lm面が求心的であることから、細石核の表裏面の調整JJfl工の際に生じたポイントブレイク状

の長IJ片を素材としていたと考えられる。こうした素材の利用の仕方は、北海道「石川11遺跡」、 Llr
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形県「角二山遺跡Jにみることができる。

本遺跡及び「下堤D遺跡j、 の石器群は、細石核及び他器種にみられる特徴から、

日本に広がる削片系細石核を保有する細石刃文化の中に位置づけられるが、個々の様

相においてはそれぞれに違いが認められる。それぞれの様相の違いが、時間的な道異によるものな

のか、系統の違いによるものなのかは判然、としないが、当該文化の多様性を示唆しているかもしれ

ない。

( 2 ) II群石器

II群石器は、台形様石器、ナイフ形石器、掻器、鋸歯縁石器、 i探器によって組成される。剥片剥

離技術には残核が、チョッピング a トウーノレ状を呈するもの、亀甲状を呈するもの、サイコロ状を

呈するもの(石核分類 1~4 類)がある。

出土した遺跡は、秋田市 iT-堤G遺跡」、同 I地蔵田B遺跡」、協和町

ケ森遺跡J、河辺町「風無台 I遺跡j、同「風無台II遺跡」、同「松木台II遺跡j、街外村「小出

I遺跡J、能代市「此掛沢II遺跡」があるが、これらの遺跡で出土した台形様石器は、 1類:横長

斜片を素材とした接状または台形状を呈する二側縁加工のもの、 2類:縦長長IJ片を素材としたペン

先状を呈する基部加工のもの、 3類:方形の剥片を素材として打面と相対する側に二次加工を施し

た米ケ森型台形(様)石器あるいはそれに類するもの、という 3類に大別される。

県内では、 3類の台形様石器が多く検出されており、 「米ケ森遺跡JVこ始まって、 「下堤G遺跡」、

「此掛沢II遺跡」、 「松木台II遺跡」、 「小出 I遺跡」が 3類を主体とする遺跡といえる。 2類の

台形様石器を出土した遺跡は「地蔵田B遺跡」だけであるが、 「地蔵田B遺跡」では 1類、 3類の

台形様石器も認められる。また、 「風無台 II 単位 (mm) 

遺跡jでは、 1類と 3類がほぼ半数ずつ検出 。 。 。
図

されている。

本遺跡では、台形様石器は33点出土してい
鐙

るが、 1類が主体である。なかには、接状を 盤

璽

る一側縁加工のものがあるが、これらは
。。

隠
E霊 鼠

ごく少数である。 「風;無台II遺跡」では、 1 I11高
。

図際O

類の台形様石器が28点出土しており、それと
。

関 関

20 。題。 。 。
本遺跡のものとの長11屈を比較したのが、第47

車 。 E富

図である。素材の長11I高ともに多少のばらつき 。 。 。隠

はあるが、再遺跡とも長さ 28~40mm、 11I話18~
隠

25mmにまとまる傾向があり、 I類の台形様石
30 40 50 Jli{.立 (mm) 

器には、長11I高の違いはそれほど認めることが 長さ
0鼠無台耳 慰霊II約 8

できない。 さに関しでも、数値のうえで両 第47図 台形様石器長幅比
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者の違いはさほどないが、腹商に平坦加工を

施したものが本遺跡では 1点のみであるのに

対し、 1)此無台II遺跡jでは11点認められる。 40

本遺跡と 1)武無台II遺跡」の台形様石器は、

1類に関しては長rll高比での違いは認められな

いが、厚さを規定する腹面の平坦調整と、 3 30 

類の台形様石器の保有の有無に違いがあると|属

いえる。

ナイフ形石器は、縦長長'J片を素材とした基

部加工のもので基部に素材の打面を残置して

いる。類例は、 「下堤G遺跡jでも検出され

ている。その他県内で台形様石器にナイフ形

石器が共伴する遺跡は、 「此掛沢II遺跡J、

「風無台 I遺跡J、 「小出 I遺跡」があり、

やはり縦長剥片もしくは石刃の基部に二次加

20 

。

。

晶

品 唱動

14 

。
雪面 ゐ晶 。

晶 晶品

。

唱島 骨

ロロロ 嘩

電島

ロ
l 口問白 ロ
「ロ ロ闇

40 60 80 100 

長さ tl1fま (mm) 

. r.且1需台 1 0小山 I

品此鱒沢耳 国型!約 B ロ下堤 G

第48図 ナイフ形石器長幅比

工を施したものが特徴的であるが、 と後者では大きさの点で大きく異なっているの前者は、

最大長が31.5~56mm、最大幅が13.5~18mmで、あるのに対し、後者は、最大長が52~104mm、最大!隔

が17---._，42mmと長1憾において大型である。後者の遺跡では、共伴する台形様石器は、 3類が主体であ

るとし 1う共通点があるが、 「下堤G遺跡Jは3類の台形様石器を主体としながらも、ナイフ形石器

においては大きさに格差があり、むしろ l類の台形様石器を主体とする本遺跡との類似を指摘でき

る。

掻器は、横長奈iJ片を素材とし と相対する縁辺に鋸歯状に刃部を形成したものであるが、こ
(，，128) 

の類例は、 「風無台II遺跡j と河辺町「松木台III遺跡JVこ認められる。 1松木台III遺跡Jでは、台

形様石器は検出されていないが、ナイフ形芯器は「此掛沢II遺跡J、 無台 I遺跡」、 「小出 I

遺跡Jのものと同様な特徴を有しており、編年的にはそれらと近い位置が考えられる。

以土、台形様石器、ナイフ形石器、損器についてふれてきたが、 II群石器はAT降灰以前の石器

群として捉えることが可能と思われる。

さて、 I群と II群の石器群の関係であるが、層位的に良好な関東地方では台形様石器群と細石刃

石器群の間には時間的に大きな間際があり、本遺跡においても両者の間には時間的な差があると判

i析した。しかし、北海道「湯の里遺跡」、宮崎県「船野起動」、佐賀県「原j幽iJでは、台形お器

と細石刃石器群の共伴が報告されており、なかでも、 「湯の里遺跡Jで出土した台形芯器は、

跡例と素材、形状、二次加工の部位において共通した特徴を示している。さらに、北海道 11II鳥木遺

跡」では、約 2万年前のものと思われる*lll石刃核が出土してぷ1シベリア@中国でも 2万年を遇
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る年代の与えられた細石刃石器群が存在することを考慮するならば、本遺跡の I群 .II群石器の同

特性及び年代についても今後の資料の増加を待って、慎重に判断しなければならないであろう。

註 1 r札滑遺跡J 桑 原 護 日本の旧石器文化第 2巻 1975年

註 2 1-北見市広郷・開成遺跡発掘調査報告書 広控f)l8・20潰跡」 北見郷土博物館 1981年 3月

註 3 r湯の里遺跡群J (財)北海道埋蔵文化財センター調査報告書第18集 北海道埋蔵文化財ーセンタ

1985年 3月

註 4 r北海道の細石刃文化J 鶴丸俊明 !駿台史学第47号 1979年 9月

註 5 r近藤台 1遺跡・服部台 2遺跡」 白滝村教育委員会 1982年 3月

註 6 r近藤台 1)室跡ー服部台 2遺跡J 千 葉 英¥畑 jzl珂他 白滝村教育委員会 1982年 3月

註 7 r大平Ilr元日遺跡発掘調査報告書」 青森県立郷土館調査報告第 8集 青森県立郷土館 1980年

3月

註 8 r大平山元日遺跡発掘調査報告書」 三宅 徹他 青森県立郷士:rn~調査報告第 8 集 青森県立郷土

館 1980年 3月

註 9 r美利河 1遺跡J (財)北海道埋蔵文化財センター調査報告書第23集 北海道理蔵文化財センター

1985年 3丹

註10 r細石刃お器群の技術構造一山形県角二山遺跡の分析-J 桜井美枝 東北文化論のための先史学

歴史学論集 1992年 5月

「角二山遺跡」の景IJ片長IJ離技術は、桜井美枝によって復元されている。桜井によって示された II類

の剥片剥離技術の接合資料は疎面を残しており、本遺跡例のように両面加工の石核を準備するもので

はないが、剥片剥離に先だって石核面の調整剥離がなされており、また、打面作出の仕方、長IJ片長IJ離

作業面の設置のあり方及び稜形成状の調整痕を一部に残している点などから、本遺跡例と共通する技

術を有するものとして判断した。

註11 共伴する細石核は、 「服部台遺跡jではd時下型細石核、 「美利河 1j宣跡Jでは関越型細石核、

一一山遺跡」では札滑型細石核であり、いずれも削片系の細石核である。

註12 r荒屋遺跡一第 2・3次発掘調査概報-J 東北大学文学部考古学研究室 川口町教育委員会

1990年 3月

註13 細石核の調整加工の段階で得られる削片が他器種の素材となっていることは、早くから指摘されて

いたが(戸沢1967) 、近年削片のみならずそれ以外の調整制片も同様であることが示されている (111

閉1986、桜井1992)。

註14 r白滝遺跡と北、海道の無土器文化」 吉11碕昌一 民族学研究第26巻第 1号 1961年

註15 註 9と同じ

註16 r米ケ森遺跡発掘調査報告書j 協和町教育委員会 1977年 3月



註17 Iド堤D遺跡発掘調査報告書J 秋田市教育委員会 1982年 3月

註18 I一般国道 7号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書III ，鳴子台遺跡」 秋田県

文化財調査報告書第230集 秋田県教育委員会 1992年11月

註19 藤原妃敏は、この石器について「彫刻刀石器の一種である可能性も否定できないJとしているが、

加藤 稔、は積極的に，1時下裂細石核との評価をあたえている(加藤1990)。

註20 I石)11 1遺跡J (財)北海道埋蔵文化財センター調査報告書第45集 北海道埋蔵文化財センター

1988年3月

註21 I秋田臨空港新都市開発関係埋蔵文化財発掘調査報告書ー 下堤G遺跡、J 秋田市教育委員会

1983年 3月

註22 I秋田新都市開発整備事業関係埋版文化財発掘調査報告書 地蔵旧B遺跡」 秋田市教育委員会

1986年3月

註23 I七曲台遺跡群発掘調査報告書 風無台 I遺跡J 秋田県文化財調査報告書第125集秋田県教育委

員会 1985年 3月

註24 風無台 II遺跡」 秋田県文化財調査報告書第125集 秋田県教育委

員会 1985年 3月

註25 I七曲台遺跡群発掘調査報告書 松木台 II遺跡」 秋田県文化財調査報告書第125集 秋田県教育委

員会 1985年 3丹

註26 I東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書VlIl 小出 I遺跡」 秋田県文化財調査報告書第206集 秋

田県教育委員会 1991年 3月

註27 I此掛沢II遺跡発掘調査報告書J 秋田県文化財調査報告書第114集 秋田県教育委員会 1984年

3月

註28 I東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書 I 松木台III遺跡」 秋田県文化財調査報告書第150集

秋田県教育委員会 1986年11月

註29 I宮崎県船野遺跡における細石器文化j 橘 昌信 考古学論叢 3 1975年

註30 I佐賀県原遺跡における細石器文化の様相」 杉原荘介、戸沢充則 考古学集刊第4巻第4号

1971生F

註31 I北海道河東郡上士幌町111鳥木遺跡の石器文化」 加藤晋平、山田昌久編 歴史人類第16号 1988年

3月

註32 I北東アジアの細石刃石器一技術よりみた時I~~J .空間的変遷とその背景J 白石典之 筑波大学先

史学・考古学研究第4号 1993年 3月
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石川 誠 1彫器の形態文類について」 北海道考古学第21輯 1985年 3月

加藤 稔、酒井忠一地 1最上)11.荒川流域の知l石刃文化 j 最上)11 1982午

加藤 稔: 1東北日本の細石刃核-w湧l!lj技法角二111型』以前の諸形式について-_j 伊藤信雄先生泊

悼考古学古代史論孜 1990年11月

木村英明: 1北海道における旧石器研究の現状と課題j 北海道考古学第26耕 1990年 3月

芹沢長介 1新潟県荒屋遺跡における細石刃文化と荒屋型彫刻刀について(予報) _J 第円紀研究第 1岳

第 5号 1959年 9月

千葉英一、吉崎昌一、横山英介湧l!lj技法」 考 I甘学ジャーナルNo.229 19841[e 3月

筑波大学遠間資料研究グループ編 1I勇別)IIJ 遠軽町先史資料館Jj又蔵資料集 1990年 3月

戸沢充HIJ: 1北海道程戸安住遺跡の調査とその石器群」 考古学集FIJ第 3巻第 3~~} 1967年

藤原妃敏 1<入門講座〉日本の!日石器 第 9凹一東北(3)-J 考古学ジャーナノレNo.259 1986年 2月

北海道理蔵文化財センター 1-;f]I道 4遺跡リ (財)北海道埋蔵…文化財センター調査報告書第52集 1988年

3片

山EEl晃弘 1北海道後j羽田石器時代における石器製作技術構造の変遷に関する予察J 考古学雑誌第71巻

第4号 1986年 3月

横山英介 1近年の調査・研究からみた北海道の旧石器(先+:~?f) J 北海道考占学第26輯 1990年 3月

縄文@弥生時代

平成 3 年度は竪穴住居跡 3~汗、竪穴遺構 1 墓、士墳22基、焼遺構 6 基が検出され、今年度は竪

穴住居跡、 2軒、上肢50基、建物跡2棟、溝!跡 2条が新たに検出されたり

竪穴住居跡は 5軒検出された。 規模は径2.4m前後の小型ものが 3軒(3号.4号 5号)で¥

長:IlirJI5.9m、短紺15.1mの比較的大型のものが 1，11干(1サ)で、 2号住居跡は不明である。平面形は

2号住居跡を除き、円形@惰円形を呈する。 主柱穴が確認されたのは l号住居跡のみで、 3本主柱

である。本台地の当該期の主柱穴は 4~ 5 {[日が主体であり、 3{国のものは少ない。炉の形態は 1

2号.4号住居跡は、土器埋設部十掘り込み古1)からなる復式炉で、 3号. 5 号住居跡は石間土器tg~

ある。 2号住居跡の炉埋設土器は斜イ?にに埋設し、掘り込み部が小規模であることなど、本台

地で既に検出されている複式炉と比較すると特異な形態を呈する。検出例が少ないことなどから、

今後類例の増加をまって検討する必要がある。住居跡の時期については、炉埋設土器および出土遺

物から、縄文時代中期末葉の大木10式期に位置づけられる。当該Jmの遺跡は本台地開発計画区域内

で確認された31遺跡の65%にあたる21遺跡を占めており、他の時期と比較すると突出して多い。大

部分の遺跡は台地縁辺部に立地しており、本遺跡も同様の様相を呈している。
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竪穴遺構は 1基検出されたが、性格は不明である。出土遺物から住居跡と同時期と考えられる。

土墳は72基検出された。調査区中央部の浅い谷を挟んで北側に34基、谷部に 3基、さらに南側に

35基検出された。北側の土墳は、平面形が椅円形で、断面形が鍋誌状・袋状。フラスコ状を呈する

ものがほぼ同数で検出された。 30号土墳は断面形が袋状あるいはフラスコ状を盟し、底面のほぼ中

央に浅いピットをもつもので、本台地「湯ノ沢D長島J、 「坂ノ上E運動」、 「下堤B卓弥」など

で類例が認められる。切り合い関係は 1号住居跡を 2号.3号土墳が切っており、また 1号土墳を

2号土墳が切っている。 22号土墳からは第 I群土器が出土しており、縄文時代前期の可能性も考え

られるが、出土遺物から大部分は住居跡の時期に属すると考えられる。南側の土墳は、子面形が円

形で、断面形が袋状あるいはフラスコ状を呈するものが多い。 45号.53号 .57号土墳のように、底

面に小さく浅いピットが数個検出されるものがある。このタイプの土墳は本台地「湯/沢F遺跡J

で類例が認められる。切り合い関係は、 58号と57号、 65号と66号、 68号と67号、 69号と70号に認め

られ、それぞれ前者が後者に切られている。時期については、 47号土墳から工字文を施した鉢形土

器や頚部の平行沈線開に列点文を施した壷形土器、 53号土境から体部に変形工字文を施した鉢形土

器、 60号土墳から体部に 2個一対の粘土粒が付く変形工学文を施した高杯形土器、 65号土墳から変

形工学文を施した鉢形土器など出土していることから、弥生時代前期に位置づけられるものと考え

られる。弥生時代の土墳群は本台地「湯ノ沢F遺跡J、 「湯ノ沢 I遺跡jで類例が認められ、いず

れも弥生時代前期に位置するものと考えられる。

掘立柱建物跡は 2棟検出された。いずれも総柱の建物で張出しが付属すると考えられるもので、

建物方向は磁北に対し東に振れている。このような建物跡は本台地では検出例がなく、秋田市北部

の「待入国遺跡j、大館市「山王岱遺跡」などに類例が認められ、いずれも中世の遺構と考えられ

ている。しかし、掘り方内からの出土遺物がないことから時期@性格については不明である。

溝跡は 2条検出された。南西・北東方向に平行して走る溝跡で、本台地「下堤C遺跡」に類例が

認められるが、出土遺物等がなく、時期@性格については不明である。

出土遺物は、土器、土製品、石器である。土器は施文様から 8群に大別した。第 I群土器は地文

が主体のもので 6類に細分した。第W群土器とはi玄別されるものである。本台地では出土例が少な

く「坂ノ上B遺跡Jで数点出土しているのみである。本市北西部の「児桜貝塚」にも数点が認めら

れ、縄文時代前期初頭に位置づけられる。第II群土器は本遺跡の北側で主体をなす土器で、 3類に

細分した。沈線区画の磨消帯を有するもの、口縁部無文帯のもので、縄文時代中期末葉の大木10式

土器に比定されるものである。 1類については幅の狭い鰐消帯が縦位に展開するもので、大木 9式

土器の可能性も考えられる。 i主}古跡の炉埋設土器はすべて本群に相当する。第III群土器は 3年度の

しているもので、葉脈状文の施される土器である。本台地「坂ノ上A遺跡」、 「下堤F

遺跡」、 「坂ノ上E遺跡J、 「湯ノ沢D遺跡J等で数点ずつ出土している。縄文時代中期末葉から

後期初頭に位置づけられると考えられる。第W群土器は地文のみのもので、 4類に細分した。無節
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斜縄文、単節車l縄文、型車糸文、条lf4文を白血すもので、 純文時代中問主祭から後問初誠に位ir<づけら

れると考えられる。第 V野 k訟は3傾に縮分した。 1、2鰍は縦士吋代娩期大綱s........A式士官官に比

定されるものである。 3鰍の工学立を織す鉢耳少1，総除、本台地 「地蔵間B選詠J、 「板ノ上E遺跡j 、

肖森県三戸郎名川町「鯨i句通説J、人戸市「制悶逼詠Jで鎖倒が認められる。制文時代晩期録制;

~弥生尚代前期に{主総づ吋られる。第四勝士官署は本遺跡の術側で主体をなす上様で、 6車iに細分し

た。変形工字文ゃ数条の平行it線が擁されるものである。変形工学5(.が絡される尚ff.形上l!iIや鉢形

土総は、本台地 「地蔵田B遺跡J、 「潟 J沢A選みJ、 r;品ノ沢F遺 跡jで剣{刊が認められる@

「地蔵IJIB遺跡』 では変形エマー主に 2 健ー対的結土佐が付くものがあり、 1再調砂沢式 1，~(1f行朗と

考えられているものもある。本遺跡でも変形_(字文に2例ー対の粘土枝が付〈ものがある。一方、

r;晶ノ沢A)宜跡J、 「泌ノ択F追跡lにおいては2僧ー対の結土位が付くものはなし 「胞は疎閉B

遺跡Jに後続するものと考えられる。12の箆形土官官は平行沈線聞に列点宣告絡し、口縁部や体制内

外衝に刷毛日調教痕が認められるもので、 「地説闘B遺跡J UI土め r伝婦過飽で=次0'1~化を受け
<:JIs.'! 

たと考えられる途賀川l系上告告をさらに模倣した土骨量と考えられる自格形士号告と近似するが、比較す

ると、 G浦司部中央部に最k径を.fiする、@目録音Eの外反が~ij <、よ方に立ち上がる傾向を示す、③

胎土が良好である、①器肉がlt般的柿下である、などの畑違点が毘ちれる。今後覧i似する資料の増

加をま って検討を加える品婆がある。 a 販のn総1lIiが外反する雪量I膳土\!iil~ r地蔵悶B潰制:J平本市

*U"I 
:It間lの r先天長Utjj!t~事J 、 列車Eîh r大島遺跡jでも鎖倒が認められる。f.ttVU群士器Iま地主のみのも

のであるが、部 I群 .IV群土望書とは区別されるもので、3献に納骨した。 f地裁回B遭跡Jで争慌

に山+.している。節団群土昔話は骨民主的資形上告告で、 『地蔵slB)立跡Jに鎖倒が認められる。第四君事

-vml!1l土協はいずれも弥生時代前期に位l世づけられる。

続 1 r枝問新都市開尭盤侃~古島随時埋減主化財盟締利宣暢作;0} 担問自遺跡」 紋凶市教育f署員会

1992年 3J!

.ft 2 r猷回路増i豊新制)lli開fI':倒係哩俊文化財指痴調車特i告官} ;，品ノ抗日清肺J tx岡市教官委員企

3蝿δ年 3丹

it.3 1秋田臨空港新都市制高関係哩晶文化財提縦訓査蝿告科 甑ノ上E噂時J 秋開市量育委員企

1¥調S4匂'.3月

2主4 r秋田新宿市開尭強備事盟関保埋証文化問昆提甥宜報告書 下機B埠跡」 肱1岡市教育自岳民全

l蝿 8'f.3月

設5 r秋田新都市開亮態。諸事革関係出直主化財量明言餓車樹告由 治ノ択F;ft跡J 枇問il1割符望書員会

i抽6食事3月

設6 r秋田IJTIII¥市開尭!;¥:醐本揖附保明蔵文化財発樹調宜Ii告曾渇ノ沢 1揖蹄J 秋田市教f1番cl企

19舗を手3月
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註 7 I秋田外環状道路建設事業に係る 待入III遺跡」 秋同県文化財調査報

告書第224集秋EEl県教育委員会 1992年 3月

註 8 る V 山王岱遺跡」 秋田県文化財調査報告書

第221集秋田県教育委員会 1992年 3丹

主主9 下堤C遺跡」

1987年 3月

註10 I小阿地面子品拡 秋田市教育委員会 1976年 3月

註11 I児桜貝塚J 秋田考古学協会 1965年 3月

註12 註10に同じ

註l3

1985年 3月

坂ノ上F遺跡J
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花粉分析

パリノ@サーヴェイ株式会社

はじめに

狸i埼B遺跡(秋田県秋田市四ツ小屋小阿地字狸|埼に所在:図 1)の周辺の地形@地質については、

内藤 (1965)の調査事例がある。それによれば、秋田平野を流れる雄物川とその支流沿いには段丘

が発達しており、上位から高位段丘 I.II.I日、椿台段丘、上野台段丘 1• II、宝竜崎段丘、

段丘の 8 面に[玄分されている。椿台段丘や上野台段丘を覆う層)享 1~2mのシノレ卜分を含んだ粘土

質火山灰層は、男鹿半島の寒風山が起澱と推定されている。この両段丘では黒色土下位の締粒物質

のうち上部が明禍色、下部が灰色、その境が漸移するとされている(秋田 会、 1987)。

本遺跡は、上野台段丘IIの段丘面(上野台段丘江田)に立地する。これまでの発掘調査により、旧

石器時代から縄文時代前期@中期末の遺構・遺物(平成 3年度発掘調査時点)が検出されている。

秋田市教育委員会より|日石器時代から縄文時代前期および中期の本遺跡周辺地域の古植生

を推定するために、花粉分析調査の実施要望が当社にあった。当社では送付された試料を観察した

結果、これまでの分析調査事例から花粉化石が検出されないと判断した。しかし、同教育委員会の

より花粉分析を行うこととしたが、今回は試料中に花粉化石が含まれている否かを確認する

ために概査を行い、可能な限り古植生に関する検討を行うこととした。また、当時のイネ科植生を

明らかにするために、植物珪酸体分析を行うこととした。

上調査地点の層序と試料

調査地点の層序は、現地表面から I 層~N層に分層されている(図 1 )。各層の層相は、 N

(N a 層~Nd 層に細分される)が黄褐色土、 III層が暗寅褐色土、 II層が黒褐色土、 I 層が表土と

されている。なお、土腐の時代性については、出土した遺物などから III層~Nb 層が!日石器時代、

II層が縄文時代(前期@中期)とされる。試料は、同教育委員会により Na層(試料番号2)と II

(試料番号 1)の合計 2点が採取された。

2.分析方法と結果の表示法

( 1 )花粉分析

花粉・胞子化石は、湿重約10gの試料について、 koH処理、簡別(250μm)、重液分離 (ZnBrz:

.2)、HF処理、アセトリシス処理の!闘に物理@科学的な処理を施して、試料から分離@濃集

する。処理後の残債をグリセリンで封入してプレパラートを作製した後、光学顕徴鏡下で、フoレパラ



ト全面を走査しながら、出現する全ての種類 (Taxa) について

計数結果の一覧表として表示する。

( 2 )植物珪酸体分析

@計数を行う。 』主

試料約 5gについて、過酸化水素水と塩酸による有機物と鉄分の除去、超音波処理による試料の

分散、沈降法による粘土分の除去、重液分離(臭化盟鉛:比重2.3) を11買に行い、植物珪酸体を分

離@濃集する。検鏡し易い濃度に希釈した後、カバーガラスに滴 fし、乾燥させる。これを、プリュ

ウラックスで封入してプレパラートを作成する。

検鏡は光学顕微鏡下で、出現するイネ科葉部(葉身と葉斡)の葉部短細胞に由来したi植物珪酸体

(以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体(以下、機動細胞珪酸体

と呼ぶ)を、近藤@佐藤 (1986)の分類を参考にして同定@計数する。

、検出された植物珪酸体の種類と偶数を A 覧表で示す。また、 (Taxa) の出現傾

向から、生育していたイネ科植物を検討するために、植物珪離体組成図を作成する。出現率は、

細胞珪酸体と機動細胞珪酸体の各珪酸体毎に、それぞれの総数を基数として百分率で算出する。

3. 化石の産状

( 1 )花粉化石

結果を表 1に示す。花粉化石は、 Na層(試料番号2)および

II層(試料番号 1)とも保存状態が悪く、外膜が溶けて薄くなっ

ていたりまた壊れていたりする。しかも両試料とも検出種類数@

検出固体数が少ない。

花粉化石は、花粉外膜の保存状態が悪いことを考えると、何ら

かの原因により分解@消失したと推定される。花粉化石は、花粉

外膜を構成するスポロポレニンと呼ばれる

の種類により、分解する速度が種類により っているとされて

いる(I中村、 1967)。したがって、今回の分析調査では花粉化石

の保存状態が悪いことにより、堆積物中の花粉化石群集は歪曲し

ており、過去の植生(古植生)を充分に反映しているとはいい難

い。そのため、花粉分析の結果から旧石器時代および縄文時代前

期@中期の遺跡周辺の植生について検討することは困難である。

( 2 )植物珪酸体

表 1.花粉分析結果

趨競 (T8X8) 試料番号 1 2 

ツガ露

マツ属 7 
スギ寓 l 
ツタ罷 l 
ミズキ蕗 2 

草本花粉
イネ科 9 
アリノトウグサ露 14 
オミナヱシ罷 9 句

ヨモギ麗 24 2 
植のキク亜科 3 
タンポポ張科 7 

不明花掛 9 
シダ類組子 101 18 
総数
木本花船

室事本花粉

不明花粉
シダ類臨子

総花粉・魁子

12 

邸 2

9 0 
101 18 

189 21 

結果を表 2.図 2に示す。イネ科植物起源の植物珪酸体は、 Na層(試料番号 2)で短細胞珪酸

体@機動細胞珪酸体ともに保存状態が悪く、表面に多くの小孔(溶食痕)が認められる。 II層では

両細胞荘酸体ともに保存状態が良好である。
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表 2. 植物珪酸体分析結果

試料番号
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d
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叫

.

1

l

ワム

類 (Taxa)

イネ科葉部短細胞珪酸体
イネ接イネ属 27 
キピ族エノコログサ属 2 -
キピ接(その他)
タケ亜科ネザサ節 3 2 
タケ亜科(その他) 96 150 
ヨシ属 12 6 
ウシクサ族ススキ属 5 
イチゴツナギ亜科 15 -
不明キビ型 185 28 
不明ヒゲシバキ~ 1 17 5 
不明ダンチク型 43 10 
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シバ嵐
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図 2.植物珪酸体組成の層位的変化

検出個数は、イネ科葉部短細胞珪駿体・イネド|葉身機動市III胞庄西全体ともそれぞれの総数を

基数として百分率で算出した。なお、 80は1%未ijMjを示す。



植物珪酸体組成は、 Na タケ亜科が多産し、ヨシ属を伴う。 II層では、タケ亜科が多産し、

ヨシ属@ウシクサ族@イチゴツナギ亜科などが伴う。また、栽培植物のイネ属も検出される。

4. 旧石器時代以降の周辺植生

堆積物中からは、花粉化石がほとんど検出されなかったが、植物珪酸体が良好に検出された。し

たがって、今回は植物珪酸体の産状から遺跡周辺に生育していたイネ科食物について検討を行うこ

とにする。

Na層では、食物珪酸体の状態が悪く、タケ亜科が多産している。イネ科{漬物の中でもタケ亜科

の植物珪酸体は、他のイネ科植物と比較して風化に強く、生産量が多いとされている(近藤、 1982:

杉山 e 藤原、 1986)。このことから、植物珪酸体の残留しにくい土壌中でもタケ亜科の食物珪酸体

が残留することが考えられ、タケ亜科は過大に評価される可能性がある。そのため、 Na躍のタケ

亜科植物珪酸体の検出個数の多さが、当時生育していた状況を直接反映していると判断することは

できなし」また、植物珪酸体の保存状態が思いことから溶解している可能性がある。これらのこと

を考慮すると、植物珪酸体組成は歪曲している可能性があり、当時のイネ科植生を十分に反映して

いない可能性がある。

縄文時代とされる II謄では、植物珪酸体組成でタケ亜科が高率に検出され、キビ族@ヨシ

属@ウシクサ族@イチゴツナギ亜科などを伴う。また、栽培植物とされるイネ属の葉部に形成され

る2形態の珪酸体の他に、単細胞列や籾に形成される穎珪酸体が検出される。しかし、本層位で検

出された植物珪酸体の中には、本試料が現表土から約10cm下位で、採取されているため、撹乱の影響

などになって上位から落ち込んできたものも含まれると推定される。すなわち、本層位で得られた

植物珪酸体組成は、縄文時代に遺跡周辺で生育していたイネ科植物を充分に反映していない可能性

もある。これらのことを ると、縄文時代の遺物包含層から検出されたイネ属についても同様

なことが推定される。したがって、ここで検出されたイネ属は、当時のものとは判断しかねる。

今回の分析調査では、!日石器時代から縄文時代前期@中期の本遺跡周辺地域の古植生について、

充分に検討することはできなかった。今後は、花粉化石などが比較的良好に保存されている低地の

堆積物を対象にして分析調査を行うことが望まれる。また、発掘調査時および水洗選別により得ら

れた材や種子などの大型植物遺体について同定を行い、古植生に関する資料を得ることも あ

る。
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図版 1 花粉化石
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1.状況写真(1I層;試料番号1) 2.状況写真 (Na層;誠斗番号2)



図版 2 植物珪酸体(1 ) 

4 

1.イネ属:機動細胞珪酸体由来 (II層;誠斗番号1) 2.イネ属:暴露圭酸体由来 (II層;試料番号1)
3.イネ属:短細胞珪酸体由来 (II層;試料番号1) 4. イネ属:短細~ð娃酸体列由来 (II層;試料番号1)
5.イネ属:機動綿胞珪酸体由来 (II層;試料番号1) 6.イネ属:機動細胞珪酸体由来 (II層;試料番号1)
7.キビ、族:機動細胞珪酸体由来 (II層;誠持番号1) 8.エノコロ夕、サ属:短縮日僅圭酸体列由来 (II層;試料番号1)
9.キピ族:短細胞珪酸体由来 (II層;試料番号1) 10. タケ亜科:機動細~?JJ圭酸体由来 (II層;試料番号1)
11.タケ亜科:機動細胞珪酸体由来 (II層;試料番号1)12.ネザサ節:短縮胞珪酸体由来 (II層;試料番号1)
13.タケ亜科:短細胞珪酸体由来(五層;訪問番号1) 14.イチゴツナギ亜科:組細拍珪酸体由来(立層;試料番号1)



図版 3 植物珪酸体(2 ) 

15-19) 

15.ヨシ属:機動細目留圭酸体由来(耳層;試料番号1) 16.ウシクサ族:機動細胞珪酸体由来 (II層;試料番号1)
17.ヨシ属:短細日笛圭酸体由来 (II層;試料番号1) 18.ススキ属:短細胞珪酸体由来 (II層;試料番号1)
19.シパ属:機動細日包珪酸体由来 (II層;試料番号1) 20.状況写真 (II層;試料番号1)
21.状況写真 (Na層;試料番号2)
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